
豊中市告示第287号 件　　　　名

No

1

2

3

4

(仮設)

意１－１　３．確認申請関連事項等について
解体工事着手時には、確認申請が受理されているものとしてよろしい
でしょうか。

解体工事着手時には計画通知は受理されているものとします。

意１－３図　１．３．９　c．　汚染土壌について「あり」となっていますが、
意１－２３図　５章　５．１．３　ｃ．土壌汚染の分析調査は　実施しない
（対象外）となっています。
土壌汚染については分析調査調査費用は計上し、汚染土が判明した
場合の対策費用は別途としてよろしいでしょうか。

土壌汚染の分析調査は不要とします。

計画地の地質調査資料を一式いただけないでしょうか。
設計図から読み取ることが出来ません。

地質調査資料一式は落札業者にのみ貸与できるものとします。

意１－２　１．一般共通事項　７．室内空気中の化学物質の濃度測定
意１－１７　２７章シックハウス対応について
化学物質濃度測定の対象室をご指示ください。
また試験方法はパッシブ法でよろしいでしょうか。

図面番号意１－２　特記仕様書１　１章一般共通事項　７．室内空気中の化学
物質の濃度測定は居室15室、各室6か所程度の調査とし、アクティブ法としま
す。

質疑・回答書

告示番号 （仮称）豊中市文化芸術センター建設工事その２

質疑事項 回　　　　答
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（共通）

特記仕様書-3　１．７．７　 引渡 ｂ.「工事目的物の引渡に際して、提出
する予備材料、備品、工具などは次による」 とあるのですが詳細の記
載がございません。提出する予備材料、備品、工具はないものとしてよ
ろしいでしょうか。必要な場合は各仕様、数量をご指示ください。

図面番号意1-4　特記仕様書３　7節完成図等1.7.7引渡bは本工事に適用しま
せん。

意１－４図　監理者事務所、請負者事務所について
請負者事務所160㎡（建築：75㎡、設備：60㎡、舞台：25㎡）を設置とあ
りますが、意１－２４図工事区分表では、現場事務所の設置は関連工
事別となっています。アクア文化ホール東側に事務所を合棟にて設置
するとし、費用負担は関連工事別での分担と考えてよろしいでしょう
か。

図面番号意1-4　特記仕様書３を正とし、本工事において指定の請負業者事務
所を設置、費用負担は本工事に含みます。

（構造）

  （構５－１図）
  Ｃタイプ上杭径は「６００φ または７００φ 」とありますが、杭径により基
礎寸法が異なります。杭径は６００φ としてよろしいでしょうか。

図面番号構5-1　杭要領・杭頭補強要領、基礎断面表（１）Cタイプ上杭径は600
φ とします。
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  （構５－１図）
  Ａタイプの下杭軸部径は「４００φ または５００φ 」、節部径は「５００φ
または５５０φ または６００φ 」とありますが、杭径は節部５５０φ 、軸部
４００φ としてよろしいでしょうか。

図面番号構5-1　杭要領・杭頭補強要領、基礎断面表（１）Aタイプ下杭径は節
部550φ 、軸部400φ とします。

  （構５－１図）
  Ｃタイプの下杭軸部径は「６００φ または７００φ 」、節部径は「７５０φ
または８００φ 」とありますが、杭径は節部７５０φ 、軸部６００φ としてよ
ろしいでしょうか。

図面番号構5-1　杭要領・杭頭補強要領、基礎断面表（１）Cタイプ下杭径は節
部750φ 、軸部600φ とします。

（仕上）

  （意３－１３、３－１４図）
  凡例に「Ｓ２：左官壁－２」と図示ありますが、立面図に使用箇所がご
ざいません、不要としてよろしいでしょうか。

図面番号意3-13立面図１、3-14立面図２　凡例「S2　左官壁-2」は外壁部に適
用しません。

  （構５－１図）
  Ｂタイプの下杭軸部径は「５００φ または６００φ 」、節部径は「６５０φ
または７００φ 」とありますが、節部径により基礎寸法が異なります。杭
径は節部６５０φ 、軸部５００φ としてよろしいでしょうか。

図面番号構5-1　杭要領・杭頭補強要領、基礎断面表（１）Bタイプ下杭径は節
部650φ 、軸部500φ とします。
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  （意１０－６、１０－１１図）
  受付カウンター（シャッター区画）商会図においてカーテンボックスの
仕様はスチール  Ｔ１．２とありますが、カーテンレール（楽屋、鳥屋口）
詳細図の下部の記載よりスチール  Ｗ１２０×Ｈ１２０  スチール  Ｔ１．６
ＳＯＰ塗としてよろしいでしょうか。

図面番号10-6部分詳細図６　13受付カウンター（シャッター区画）のカーテン
ボックスの仕様はスチールW120×H120×1.6ｔ、SOP塗とします。

  （意１０－９、１０－１０図）
  ピクチャーレールの部分詳細図において全長１００Ｍ見込むことと記
載ありますが、展示ケースＢに設置する部分も含まれるものとしてよろ
しいでしょうか。

ピクチャーレールは展示ケースB部以外に100ｍ見込むものとします。

  （意５－１、８－５図）
  小ホール　ＳＤＨＢ３５で、建具表では杉集成材ＯＳＣＬ張りとなってい
ますが、小ホール  ０１側面展開図では壁に杉集成材が無いため、建
具面についても杉集成材ＯＳＣＬ張りを取り止めＤＰ－Ｕとしてよろしい
でしょうか。

図面番号意5-11　建具表４　SDHB35の仕上げはDP-Uとします。

  （意７－４、７－６、１０－１１図）
  部分詳細図－１１　３２　中継ケーブル口の員数が８か所となっていま
すが、１階平面詳細図より５か所としてよろしいでしょうか。
上記が不可の場合、８か所の場合、取り付け場所をご指示下さい。

図面番号意10-11部分詳細図-11　32中継ケーブル口は図面番号意7-4、7-6
１階平面詳細図１、３のとおり5か所とします。

  （意７－８図）
  ２階平面詳細図－２において通路２－２  Ｘ８－８ａ間に木製ベンチと
ありますが、別途としてよろしいでしょうか。

図面番号意7-8　２階平面詳細図－２の通路２－２  Ｘ８－８ａ間木製ベンチ木
は別途とします。
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  （意４－１～３図）
  左官壁－２の材料表が削除されていますが、内部仕上表の客用便所
など左官壁－２を使用している部屋が有ります、左官壁－２のメー
カー・品番などをご指示下さい。

図面番号意4-1仕上共通事項・仕上表-1　左官壁-２は天然ライム珪藻土入り
セメント系仕上げ材コタタキ特殊（細目骨材入り）株式会社フッコー　ライムコー
ト同等以上とします。

  （意８－５図）
  小ホールの回転扉面の仕上が、縦断面詳細図ではＤＰＣ－ＡＳです
が、ホール側面展開図より左官壁－２としてよろしいでしょうか。

図面番号意8-5小ホール展開図　03小ホール回転扉の仕上げはDP-Uとしま
す。

  （意３－１～５図）
  １階平面図から客席天井裏平面図には機械基礎リストが有ります
が、Ｂ１階平面図には有りません、機械基礎リストをご指示下さい。

機械基礎リストは右記に倣い、配置については
別紙「B1F平面図_機械基礎pdf」を参照ください。

  （意４－３、１０－１０図）
  配線用ピット内部の仕上がＦＬＰ－１と有りますが、電気室・発電機室
の床仕上がＦＬＰ－２の為ピット内部もＦＬＰ－２としてよろしいでしょう
か。

図面番号意10-10　部分詳細図10　14ピット(配線用）のピット内仕上げはFLP-
2とします。
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  前回の質疑・回答書の【4.8-situgikaitou-bungei】回答Ｎｏ.493にて、
「蓄電池の仕様と個数、オイル抜取りのリットル数等の詳細をご指示く
ださい。」の回答が進相コンデンサーの内容でしたが、（オイル抜取り完
了済み）の回答記載がありましたので、オイルは抜取り済みとし、本体
撤去のみと考えてよろしいでしょうか。オイル抜取が必要でしたら、リッ
トル数をご指示ください。

下記質疑・回答書の【4.8-situgikaitou-bungei】回答Ｎｏ.493のとおり進相コンデ
ンサーのオイルは抜き取り済みとします。

（解体）

 　意１３-１４図、アスベスト含有建材位置図－１に※外壁リシンについ
て、労働基準監督署と協議の末「飛散の恐れがない」ことを確認済み。
レベル１相当の養生を行うものとするが、密閉負圧管理までは不要と
し、高圧洗浄とし全面剥離のこと。洗浄水は全て容器梱包し特別管理
産業廃棄物として適切に処分を行う。とありますが、外壁リシン除去で
粉じんを飛散させない別の方法で除去できればレベル１相当の養生は
不要としてよろしいでしょうか。

「粉じんを飛散させない方法」とすれば、その他の工法としても構わないものと
します。ただし、レベル１相当の養生は行うこととします。
（労働基準監督署との協議は必要です。）

  鉛蓄電池の改修処分にあたり、仕様と個数等の詳細をご指示くださ
い。

 鉛蓄電池の型番はHS54セル170AHとし、数量は１とします。

（前回の回答について）
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豊中市告示第６４号 件　　　　名
No

1

豊中市告示第６４号 件　　　　名
No

1

以下、前回の質疑・回答書の【3.29situgikaitou-bungei】、
【4.3situgikaitou-bungei】、【4.5-1situgikaitou-bungei】、【4.5-
2situgikaitou-bungei】、【4.8-situgikaitou-bungei】について、今回も同様
の質疑事項および回答が適用されるものとしてよろしいでしょうか。
また、今回の図面は、前回の質疑・回答書より優位としてよろしいでしょ
うか。

本工事の設計図書優先順位は以下のとおりとします。
１．本工事質疑・回答書
２．本工事現場説明書
３．本工事特記仕様書
４．本工事図面
５．前回質疑・回答書（以下参照、ただし議会承認に関する質疑については、す
べて平成25年9月議会承認と読み替えます。）
６．標準仕様書
７．建築工事監理指針
８．その他準拠図書

前回質疑・回答書【4.3situgikaitou-bungei】

告示番号 （仮称）豊中市文化芸術センター建設工事
質疑事項 回　　　　答

(構造)特記仕様書 建築工事編(構造) 6.1.3にて、地下躯体ｺﾝｸﾘｰﾄ強度
は、地上部躯体強度に倣ってよろしいですか。ご指示下さい。(構1-1)

１のコンクリートの使用箇所欄に該当しない場合は、地上部躯体強度に倣いま
す。

市民会館は現在閉館となっており、安全上等の問題から、建物内の調査は困
難ですのでご了承願います。

既存文化芸術センターの建物内を調査したいのですが、許可頂けます
でしょうか。許可の場合、連絡先をご報告願います。

告示番号 （仮称）豊中市文化芸術センター建設工事
回　　　　答質疑事項

前回質疑・回答書【3.29situgikaitou-bungei】
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3
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6

3階床梁伏図のX13a-X13d/Y5-6間のHN15　H-150*75*5*7のRC部材
との取合要領が不明です。BPL-12*150*150、A.B 2-M20 L=600ﾌｯｸ付
き、樹脂ﾓﾙﾀﾙ t=10 150*150と考えてよろしいですか。ご指示下さい。
(構4-6･6-1)

BPL-12*150*150、A.B 2-M20 L=600ﾌｯｸ付き、樹脂ﾓﾙﾀﾙ t=10 150*150としま
す。

3階床梁伏図のX8a-X10/Y7-8間のHN35　H-350*175*7*11のRC壁と
の取合要領が不明です。BPL-16*275*400、A.B 4-M20L=600ﾌｯｸ付
き、樹脂ﾓﾙﾀﾙ t=10 275*400と考えてよろしいですか。ご指示下さい。
(構4-6･6-1)

BPL-16*275*400、A.B 4-M20 L=600ﾌｯｸ付き、樹脂ﾓﾙﾀﾙ t=10 275*400としま
す。

3階床梁伏図のX8a-X10/Y7-8間のHN35　H-350*175*7*11のRM壁と
の取合要領が不明です。BPL-16*275*400、頭付きｽﾀｯﾄﾞ 19φ
L=150*6本と考えてよろしいですか。ご指示下さい。(構4-6･6-1)

BPL-16*275*400、頭付きｽﾀｯﾄﾞ 19φ  L=150*6本とします。

3階床梁伏図のX13e-X14a/Y1c-2a間のHM19　H-194*150*6*9のRC
壁との取合要領が不明です。BPL-12*200*230、A.B 2-M20 L=600ﾌｯｸ
付き、樹脂ﾓﾙﾀﾙ t=10 200*230と考えてよろしいですか。ご指示下さ
い。(構4-6･6-1)

BPL-12*200*230、A.B 2-M20 L=600ﾌｯｸ付き、樹脂ﾓﾙﾀﾙ t=10 200*230としま
す。

各階床梁伏図にて、鉄骨梁と取合うｽﾗﾌﾞ符号DS15以外の底型枠は在
来ﾍﾞﾆｱ型枠と考えてよろしいですか。ご指示下さい。(構4-5～7)

鉄骨梁と取合うｽﾗﾌﾞ符号DS15以外の底型枠は在来ﾍﾞﾆｱ型枠とします。
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9
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特記仕様書(8)／目荒らし工法の施工範囲が不明です。施工範囲をご
指示下さい。(意1-9)

外壁面の左官仕上げ部全域とします。

特記仕様書(6)／長尺金属板葺／下葺材料 ｺﾞﾑｱｽﾌｧﾙﾄ系ｼｰﾄとありま
すが､ 施工範囲が不明です。施工範囲をご指示下さい。(意1-7)

適用なしとします。

防水範囲図／3F平面図／逆梁はU-3防水とありますが､同じ平面図で
は⑤U-5防水と異なります。⑤U-5防水を優先してよろしいですか。ご指
示下さい。(意11-1)

矩計図-3、H400まで⑤、その他上部はU防水-3とします。

階段(6)の屋根防水の仕様が､ 下記のように異なります。②を優先して
よろしいですか。ご指示下さい。(意11-1) 防水範囲図 3F平面図 ････
④ 防水範囲図 客席天井裏平面図 ････ ②

②を優先します。

(外部)
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竪樋の寸法が材料表にて､ 150×100･200×100とありますが､設置場
所が不明です。設置場所をご指示下さい。(意4-1)

竪樋の金物で見え係り75φ とあるものは150×100、150φ とあるものは200×
100とします。RDはそれぞれの仕様に対応するものとします。

材料表のｱﾙﾐ笠木の施工場所が不明です。ご指示下さい。(意-4-1) TL（トップライト）周りに設置します。

3F屋上ﾃﾗｽ／Y6-7間･X13通にTD125の図示がありますが､断面詳細
図･納まりが不明です。ご指示下さい。(意7-11)

意6-4、ガーゴイル詳細図と同じ仕様（止水板なし）とし、ｗ250をｗ150と読み替
えます。

外構詳細図(6)／B断面図／土被り部に､ 通水ﾏｯﾄ･通水管とあります
が､ 施工範囲が不明です。施工範囲をご指示下さい。(意12-2-6)

取りやめ、防水範囲図の通り土に接する地下外壁はY防水とします。

3F屋上ﾃﾗｽ／平面詳細図／Y6通～X2通に点検扉とありますが､寸法･
仕様が不明です。ご指示下さい。(意-7-11)

仕様は屋上テラス手すり同様（建具下部横つなぎ材も角鋼19×19）、ｗ900、
H1200、把手なし、シリンダー箱錠、手すり部に錠受け付とします。
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2･3F空調機械室2～5･2F熱源ﾎﾟﾝﾌﾟ室･機械室2･3F熱源機械室電気室
は防振床工法と考えてよろしいですか。ご指示下さい。(意4-2･4-3･10-
8)

意1-21の通りとします。

設備基礎･ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ笠木･小庇の仕上げは､ U-2防水と考えてよろしいで
すか。ご指示下さい。(意3-3～3-5･6-1-1･6-7･6-11)

外断熱使用の場合はH400まで断熱仕様とし、その他はU防水-2とします。

(内部)

部分詳細図-3湯沸詳細にて流しﾊﾞｯｸの壁が耐水合板(t12)GB-S EP-
Gになっていますが部屋の仕上がGB-S EP-Gの場合耐水合板は不要
と考えてよろしいですか。ご指示下さい。(意10-3/04)

下地として耐水合板ｔ12も見込みます。

部分詳細図-3湯沸詳細にて流しﾊﾞｯｸの壁が耐水合板(t12)GB-S EP-
Gになっていますがﾊﾞｯｸ部分が化粧CBの場合化粧CB表しのままと考
えてよろしいですか。ご指示下さい。(意10-3/04)

仕上表アクアシール1400を塗布します。（流しバック範囲）
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24
小ﾎｰﾙﾎﾜｲｴ天井ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ下に､ﾙｰﾊﾞｰがありますが､仕様をご指示下さ
い。(意6-5)

取りやめとします。

防振床工法立上り部分にも床と同じ防振材が必要で化粧ｼｰﾙ25*10は
防振の端部押さえと考えてよろしいですか。ご指示下さい。(意10-6/11)

防振床工法立上り部分にも床と同じ防振材が必要で化粧ｼｰﾙ25*10は防振の
端部押さえとします。

便所等ﾗｲﾆﾝｸﾞの仕様は部分詳細図-3ﾗｲﾆﾝｸﾞ詳細に倣うと考えてよろ
しいですか。ご指示下さい。(意10-3/24)

部分詳細図-3ﾗｲﾆﾝｸﾞ詳細に倣います。

2F空調機械室3･4内階段の仕様をご指示下さい。(意7-9) 意10-11図29鉄骨階段と同じ仕様とします。

防振床工法部分の立上りは仕上表では塗床の立上げになっています
が部分詳細図-8のｽﾁｰﾙ巾木を優先すると考えてよろしいですか。ご
指示下さい。(意10-8/11)

部分詳細図-8のｽﾁｰﾙ巾木を優先します。
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25

26

27

28

29
B1F駐車場において､壁･柱型 出隅部分に､ｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞの指示らしき○
記が明記されておりますが､詳細･寸法が確認できません｡詳細をご指
示下さい｡(意7-2)

意10-7、コーナーガード（G-1)と同じ仕様とします。（ただし、駐車場部はH2,000
までとします。）

小ﾎｰﾙﾎﾜｲｴ天井のRC面ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ下天井はPBt12.5GL工法+EP塗と考
えてよろしいですか。ご指示下さい。 (意6-5)

PBt12.5GL工法+EP塗とします。（納まりは意5-6参照）

部分詳細図10 配線ﾋﾟｯﾄ内のﾓﾙﾀﾙ面にF＆Pと記入がありますが､FLP-
1と考えてよろしいですか。ご指示下さい。(意10-10/14)

FLP-1とします。

B1Fｺﾞﾐ庫において､平面詳細図によると､排水溝が明記されております
が､詳細が不明です｡部分詳細図(意10-3/31)に準じて､･出入口部 ｽﾃﾝ
ﾚｽｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ W300+ﾓﾙﾀﾙ塗+塗膜防水･Y16B通部 ﾓﾙﾀﾙ塗+塗膜防水
と考えてよろしいでしょうか｡ご指示下さい｡(意7-1･10-3/31)

･出入口部 ｽﾃﾝﾚｽｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ W300+ﾓﾙﾀﾙ塗+塗膜防水･Y16B通部 ﾓﾙﾀﾙ塗+塗
膜防水とします。

小ﾎｰﾙﾎﾜｲｴ天井の設備ﾎﾞｯｸｽの塗装が､矩計図ではDP-U､部分詳細
ではU-BEです｡DP-Uと考えてよろしいですか。ご指示下さい。 (意6-5･
8-4)

DP-Uとします。
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30

31

32

33

34

部分詳細図にｵ-ｹｽﾄﾗﾋﾟｯﾄ移動手摺とありますが、平面詳細図では範
囲が不明です。適用場所の詳細をご指示下さい。（意10-12）

意7-1、r=24,915の破線部に適用とします。

ﾎ-ﾙ部分詳細図に走行式音響反射板用床ﾚ-ﾙとありますが、平面詳細
図では不明です。適用場所の詳細をご指示下さい。（意8-3）

意7-1、Y13a通り沿い2列、Y9b通り沿い2列、計4列に適用します。

B1F駐車場において､平面詳細図によると､X13d～e間に､CH=2300範囲
と有りますが､その範囲の納まりが不明です｡ｺﾝｸﾘｰﾄ製の下り壁を設
け､高さの異なる部分と縁を切るものと考えて宜しいでしょうか｡また､
CH=2300部分の仕上は､ｹｲｶﾙ板 t=6.0+EP塗と考えて宜しいでしょうか｡
合わせて御指示下さい｡(意7-3)

「CH=2,300以上確保する範囲」に読み替え、下がり天井等は不要（直天のま
ま）とします。

断面詳細図等によると､鉄骨材に､耐火被覆の指示が明記されておりま
すが､仕様･厚さが不明です｡鉄骨柱型･梁型共に､･4階ｽﾗﾌﾞ迄-2時間
耐火 ﾛｯｸｳｰﾙ t=45･4階ｽﾗﾌﾞより上階-1時間耐火 ﾛｯｸｰﾙ t=25と考えて
宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意6-1-2)

意11-3耐火被覆範囲図によります。

部分詳細図にﾎﾘｿﾞﾝﾄﾗｲﾄ廻りとありますが、平面詳細図では範囲が不
明です。W=420、W=300それぞれの適用場所の詳細をご指示下さい。
（意10-11）

意7-1（B1階平詳-1）のX2a通り沿いにｗ420、意7-3（B1階平詳-3）の小ホール
舞台ホリゾント幕沿いにw=300とします。
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35

36

37

38

39

断熱範囲図で3F大ﾎ-ﾙ舞台X1通り側の天井に②吹付ｳﾚﾀﾝﾌｫ-ﾑ断熱
材がありますが、断熱材施工の上ｸﾞﾗｽｳ-ﾙ張と考えてよろしいですか。
ご指示下さい。（意6-6･11-2）

断熱材施工の上ｸﾞﾗｽｳ-ﾙ張とします。（②吹付ウレタンフォームｔ30+セラミック
系吹付ｔ15+GWｔ50ボタン押さえ）

設備ﾁｬﾝﾊﾞｰﾎﾞｯｸｽの表面には、SOP塗を見込むものと考えてよろしい
ですか。ご指示下さい。(意6-1-2)

SOP塗を見込みます。

楽屋ｶｳﾝﾀｰ前に○印が@600で見受けられますが、仕様をご指示下さ
い。(意-10-11)

照明器具（白熱球タイプ）取付用ソケットとします。（鏡加工60φ 穴）

大ﾎ-ﾙ舞台背面X3通り､X1通りに鉄骨架台のような記載がありますが
詳細をご指示下さい。（意7-1）

音響反射板フレームであり別途工事とします。

断熱範囲図で3F機械室廻りの天井に②吹付ｳﾚﾀﾝﾌｫ-ﾑ断熱材があり
ますが、機械室はｸﾞﾗｽｳ-ﾙがある為、不要と考えてよろしいですか。ご
指示下さい。（意11-2）

必要。断熱材施工の上ｸﾞﾗｽｳ-ﾙ張とします。（②吹付ウレタンフォームｔ30+セラ
ミック系吹付ｔ15+GWｔ50ボタン押さえ）
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40

41

42

43

44

2F物入2-2のPS面に450角の点検口が見受けられますが、ﾒｰｶｰ仕様
をご指示下さい。(意7-9)

ダイケン壁点検口WE60JK同等品とします。

B1F鳥屋口1･2に記号ST-1が見受けられますが、詳細をご指示下さ
い。(意7-1)

建具共通事項意5-1による。SUS FB25×5とします。

鉄骨階段に於いて､見え掛り鉄骨部は全てDP-U塗装を見込むものと
考えてよろしいですか｡ご指示下さい｡(意6-15)

見え掛り鉄骨部は全てDP-U塗装を見込みます。

B1F収蔵庫1･2と1F会議･講座室に建具符号の無い、引込み戸が見受
けられますが、詳細をご指示下さい。(意7-3･7-5)

収蔵庫引戸：意5-4によります。

天井化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞの厚みが相違します。T=9.5を正と考えて宜しいで
すか。ご指示下さい。○仕上げ材料符号 t=12.5○材料表 t=9.5(意4-1)

Ｔ＝12.5を正とします。
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45

46

47

48

49

階段7･8 R1F 手摺壁 笠木の仕上げが不明です｡化粧打放補修素地仕
上げと考えてよろしいですか｡ご指示下さい｡(意6-12･13)

化粧打放補修 素地仕上げとします。

矩計図より2F物入1-3他 小屋裏に天井ﾊｯﾁの記載がございますが､仕
様が不明です｡仕様をご指示下さい｡(意6-5)

意6-5右上天井点検口詳細図によります。

矩計図より2F物入1-3他 小屋裏にﾀﾗｯﾌﾟの記載がございますが､仕様
が不明です｡ｽﾃﾝﾚｽ φ 22 W=400と考えてよろしいですか｡ご指示下さ
い｡(意6-5)

ｽﾃﾝﾚｽ φ 22 W=400とします。（意10-1図26による）

階段詳細図より階段1他に壁付手摺の図示がございますが､仕様が不
明です｡全て階段詳細図-6に記載のある､階段2･6の手摺の仕様に倣う
ものと考えてよろしいですか｡ご指示下さい｡(意6-11･16)

階段詳細図-6に記載の階段2･6の手摺仕様に倣います。

階段7･8 段裏の仕上げが不明です｡化粧打放補修+DPC-AS仕上げと
考えてよろしいですか｡ご指示下さい｡(意6-12･13)

化粧打放補修+DPC-AS仕上げとします。
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50

51

52

53

54

ｻｲﾝ詳細図よりｻｲﾝ符号S-8･14が削除になっておりますが､ｻｲﾝﾘｽﾄに
は数量がございます｡ｻｲﾝ詳細図の仕様で､ｻｲﾝﾘｽﾄの数量を見込むも
のと考えてよろしいでしょうか｡ご指示下さい｡(意11-9･10･11)

ｻｲﾝ詳細図の仕様で､ｻｲﾝﾘｽﾄの数量を見込みます。

小ﾎｰﾙで天井と壁 杉集成材が取合う部分にﾌﾟﾚｰﾄの様な物があります
が詳細をご指示下さい｡(意8-1-01)

GRC天井の端部加工を示します。

小ﾎｰﾙの音響調整室他で壁仕上げが仕上表と詳細図で相違していま
す｡ｸﾞﾗｽｳｰﾙt=50 吸音ﾊﾟﾈﾙt=25 何れかご指示下さい｡(意6-5･意4-3)

グラスウールｔ50ボタン押さえとします。

RACで床にｸﾞﾗｽｳ-ﾙを貼る場合 床ｺﾝｸﾘｰﾄ面に直貼でよろしいでしょう
か｡ご指示下さい｡(意6-6)

床ｺﾝｸﾘｰﾄ面に直貼とします。

ｻｲﾝﾘｽﾄの数量とｻｲﾝ詳細図に記載のある数量で相違しております｡ｻｲ
ﾝﾘｽﾄの数量を正と考えてよろしいですか｡ご指示下さい｡(意11-9･10･
11)

ｻｲﾝﾘｽﾄの数量を正とします。
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56

57

(建具)

建具SD-G9につきまして、建具表の形式欄に欄間ﾌﾗｯｼｭﾊﾟﾈﾙと記載が
ありますが、姿図にﾊﾟﾈﾙはありません。姿図を正とし、ﾊﾟﾈﾙはなしと考
えてよろしいですか。ご指示下さい。(意5-9)

ﾊﾟﾈﾙはなしとします。

建具SD-HG17につきまして、建具表に排煙ｵﾍﾟﾚｰﾀｰの記載があります
が、両開き戸の為、不要と考えてよろしいですか。ご指示下さい。(意5-
11)

必要とします。

(外構)

建具SW-S14につきまして、建具表の形式欄は片開きﾌﾗｯｼｭﾊﾟﾈﾙ、備
考欄はｶﾞﾗｽ框戸と記載がありますが、SW-S14の扉は1ヶ所ｶﾞﾗｽ框戸、
1ヶ所ﾌﾗｯｼｭ戸と考えてよろしいですか。ご指示下さい。(意5-8)

1ヶ所ｶﾞﾗｽ框戸、1ヶ所ﾌﾗｯｼｭ戸とします。
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59

60

61

62

特記仕様書-14･15において､下記の項目が記載されていますが､設置
場所及び実施箇所数が不明です｡詳細をご指示願います｡(意1-15･16)
敷地境界石標路床安定処理路盤締固め度の試験ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾙｺｰﾄｱｽ
ﾌｧﾙﾄ混合物の抽出試験

敷地境界石標：敷地北側境界ポイント10箇所見込みます。路床安定処理：大
ホール北側車路400㎡分見込みます。締固度の試験：行ないません。アスファ
ルトシールコート：アスファルト舗装全面。アスファルト混合物の抽出試験：2か
所とします。

植栽工事において､植栽計画図が不明です｡植栽計画図及び詳細図を
ご指示願います｡(意12-1)

植栽工事一式は別途工事とします。

東側道路境界排水おいて､外構図ではHPφ 200､外構詳細断面図では
排水溝Aとなっており相違しています｡排水溝A下部にHPφ 200を設置し
共に見込むと考えてよろしいですか｡ご指示願います｡(意12-1･意12-
2-2)

排水溝A下部にHPφ 200を設置し共に見込みます。

東側歩道において､外構図には乗り入れ部のみ舗装凡例が記載されて
いますが､外構詳細図より全面舗装改修を見込むと考えてよろしいです
か｡ご指示願います｡(意12-1･意12-2-2)

車両乗り入れ部のみ改修を見込みます。その他敷地外舗装エリアはアスファ
ルト舗装(表層のみ）を見込みます。

建物範囲 排水管において､管径が不明です｡特記無き限りφ 200と考え
てよろしいですか｡ご指示願います｡(意12-1)

SGP（配管用炭素鋼鋼管）φ 200とします。ただしA-i～A-ｍはSGPφ 250としま
す。
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64

65

66

67
外構工作物において､特記無き限り､鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ FC21N S15を採用す
ると考えてよろしいですか｡ご指示願います｡(意12-2-1)

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ FC21N S15とします。

ｻｲﾝ基礎(21案内ｻｲﾝ)において､W1000*D500と考えてよろしいですか｡
ご指示願います｡(意-11-10)

W1000*D500とします。

解体撤去図-1において､ﾏﾝﾎｰﾙ改修(天端300下げる)とありますが詳細
が不明です｡詳細図をご指示願います｡(意13-1)

意12-1雨水マンホール天端より1200mmの深さまで撤去、仕上げ面を現状より
300mm下げた部分までを新設とします。（鋳鉄製化粧蓋）

G-G断面 ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ端部L型擁壁配筋要領が不明です｡D16@200ﾀﾞ
ﾌﾞﾙと考えてよろしいですか｡ご指示願います｡(意12-2-4)

D16@200ﾀﾞﾌﾞﾙとします。

舗装断面詳細図において､土間ｺﾝｸﾘｰﾄに溶接金網と記載があります
が､φ 6-150*150と考えてよろしいですか｡ご指示願います｡(意12-2-1)

φ 6-150*150とします。
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68

69

70

71
会所ﾘｽﾄ 蓋Aの材種が不明です｡鋳鉄製と考えてよろしいですか｡ご指
示願います｡(意12-1)

鋳鉄製とします。

(その他)

車止め本数において､外構図と詳細図で本数が相違しています｡外構
図 図示を正と考えてよろしいですか｡ご指示願います｡(意12-1･意12-
2-1)

外構図 図示を正とします。

中庭において､配管ﾋﾟｯﾄの記載がありますが､詳細が不明です｡配管ﾋﾟｯ
ﾄ詳細をご指示願います｡(意6-14)

取りやめ（外構エリアに配管ピットはないものとします。）

東側新設擁壁において､天端に手摺りH1300とありますが､I-I断面では
ｺﾝｸﾘｰﾄ壁H1200と有り相違しています｡手摺りH1300を正としｽﾃﾝﾚｽ製
手摺りを見込むと考えてよろしいですか｡ご指示願います｡(意12-2-7･
意12-2-8)

意6-16 屋上テラス手摺と同じ仕様とします。（見切り材FB19×50より上の部分
とします。）
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72

73

74

75

前払いあり。中間払い（H26.3、H27.3）二回あります。

(解体)

解体工事において、既存建物・人工デッキ部の杭径及び杭長さが不明
です。ご指示願います

意14-13,14-14,15-1によります。（市民会館：φ 800、L=15,000　人工デッキ：φ
450、L=15,000）

前回質疑・回答書【4.5-1situgikaitou-bungei】

仮設計画図（意匠13-6、13-7-1、13-7-2）は、指定仮設として、記載数
量を正として見積もりするのでしょうか。ご指示願います。

指定仮設ではないが記載数量は参考として見積してください。

現在、敷地西側部で浸水対策工事（平成26年2月28日まで）を施工され
ており、本工事期間と重複しますが、工事用車両メインゲート1ヵ所・サ
ブゲート2ヵ所周辺及び敷地内全てにおいて、本工事期間前（本工事平
成25年7月１日工事着手）に浸水対策工事が完了し、工事間調整不要
と考えて宜しいでしょうか。ご指示願います。

メインゲートは平成２５年１２月頃まで使用できません。工事間調整要。

支払条件に前払、部分払をすることができるとありますが、時期はどの
よに考えれば宜しいでしょうか。出来高、年度等、ご指示願います。
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豊中市告示第64号 件　　　　名

No

1

2

3

4

5

2013年７月１日までに議会に提案し、承認が得られれば、その日から７日以内
に契約締結を行う予定です。

1.仕様書 1-1.工事概要書に、工事着手2013年7月1日・完成引渡し
2015年10月31日とありますが、工事着手から解体工事完了まで､新築
工事着手から完成引渡しまでの日数が不明です。ご教示下さい｡

解体工事・本体工事の期間を切り分けるのではなく、一続きの工事工程で検討
を行うこととします。

13.解体関係図の13-6､13-7-1､13-7-2の仮設計画図は指定仮設でしょ
うか｡又は任意でしょうか｡御指示下さい｡

指定仮設ではありませんが同等以上の性能を確保してください。

仮設計画図-1の工事用ﾒｲﾝｹﾞｰﾄ､ｻﾌﾞｹﾞｰﾄが平成26年2月28日まで前
面道路の浸水対策工事（下水工事）に占用されている状態で使用する
のでしょうか｡又は中央公民館側のｻﾌﾞｹﾞｰﾄのみで工事を進めるので
しょうか｡御指示下さい｡

メインゲートは平成25年12月頃まで使用できません。工事間調整要とします。

特記仕様書-2　1.5.9及び特記仕様書-16　27章　化学物質の濃度測定
について､測定箇所数を御指示下さい｡

15室とします。

質疑事項 回　　　　答

1.仕様書 1-1.工事概要書に、工事着手2013年7月1日とありますが、そ
の日までに議会承認が得られ、契約締結を行うものと考えて宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡

告示番号 （仮称）豊中市文化芸術センター建設工事
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図13-13既存杭撤去範囲図について､参考図14-14､参考図15-1の既
存杭 杭径・長さが読み取りにくく不明です｡杭径及び長さを御指示下さ
い｡

市民会館：φ 800、L=15,000人工デッキ：φ 450、L=15,000とします。

特記仕様書-3　1.2.3施工図等　g.施工図調整担当者について､名以上
配置すると記載がありますが､人数が無記入です｡必要期間数と人数を
御指示下さい｡

直上の※印を適用します。

特記仕様書1-3　1.3.9発生材の処理等　a.引渡を要するものについて､
「あり(解体特記による)」と記載ありますが､特記仕様書解体工事編-1
1.3.10発生材の処理には引渡を要するものは「なし」となっています｡「な
し」を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

「なし」を正とします。

特記仕様書1-3　1.3.9発生材の処理等　c.汚染土壌について､汚染土
壌が「あり」と記載ありますが､特記仕様書解体工事編-2　5.1.3施工調
査には「汚染土壌の分析調査は実施しない｡対象外」とあります｡汚染
土壌はないものと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

汚染土壌はないものと考えています。

特記仕様書-3　2.3.1　d.監理者事務所の備品の記載がありますが､数
量は監理者の指示によるとなっています｡数量を御指示下さい｡

作業机×3、椅子×10、会議テーブル（1600×2400程度）×1、書棚（ｗ1800×ｈ
2100）×3、見本棚×１、ロッカー×２、ゴム長靴・雨がっぱ安全ベルト・携帯灯
具それぞれ×4、消火器×1、温度計・掛時計・白板・給茶機・図面架・電話・デ
ジタルカメラ・カラー複合機・シュレッダーそれぞれ×1とします。
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屋外撤去詳細図-2　擁壁その他詳細図において､擁壁基礎部の松杭
は残置と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

擁壁基礎部の松杭は残置とします。

特記仕様書 解体工事編-2　特別管理産業廃棄物及びアスベスト含有
建材の処理費見積範囲について､「解体概要(主要機器)に示す数量の
処理費を見込むこと」と記載がありますが､詳細が不明です｡ダイオキシ
ンも含め詳細を御指示下さい｡

アスベスト含有建材については意13-14、13-15によります。

特記仕様書 解体工事編-2　5.4.3､5.4.4 PCBを含む機器類及びPCB含
有シーリング材について､分析調査の箇所数を御指示下さい｡また､分
析結果による処置費用は別途清算と考えて宜しいでしょうか｡御指示下
さい｡

分析調査および処置費用は別途清算とします。

図13-2解体・撤去範囲図-2 図中左リスト27､及び外構詳細図-7､屋外
撤去詳細図-3の沈砂層の断面詳細を御指示下さい｡

意14-12上段、中央部によります。

特記仕様書 解体工事編-2　5.1.3 施工調査に特別管理産業廃棄物等
の分析調査を「実施する」となってますが､詳細が不明です｡調査対象
物､調査箇所数等詳細を御指示下さい｡

調査個所5か所程度とし、調査の詳細内容については別途指示とします。
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図13-7-1 仮設計画図-2（山留計画図）において､CASE-5､6の鋼矢板
は引き抜くものと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

鋼矢板は引き抜くものとします。

図13-14　アスベスト含有建材位置図-1(床・壁)について､含有建材リス
ト以外に「外壁：吹付けリシン」の記載がありますが､吹付けリシンはア
スベスト含有建材ではないと考えて宜しいでしょうか｡含有建材の場合
数量を御指示下さい｡

リシンも含有建材。範囲は外壁面全域とします。

図17-2　空調機器リストにおいて､地下式貯油タンクには､残油（廃油）
はないものと考えて宜しいでしょうか｡残油（廃油）がある場合　数量を
御指示下さい｡

残油はありません。

解体工事着工時にはガス抜きを含みライフラインの切断は完了してい
るものと考えて宜しいでしょうか｡工事費に含む場合は詳細御指示下さ
い｡

ガスは閉栓済みです。水道・電気は解体時に閉栓作業を行うこととします。

図13-14､13-15　配管エルボ・配管フランジパッキン・ダクトパッキンに
ついて､アスベスト含有建材として見積に見込む数量等詳細を御指示
下さい｡

各種設備参考図参照し、意13-15により算出します。
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壁貫通孔及び床ｽﾗﾌﾞ貫通孔の補強について､各補強要領に倣いφ 200
以下については補強不要と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(構-
2-5･2-6･2-7)

原則としてφ 200以下については補強不要です。但し、設備開口等で貫通孔間
隔が近接する場合は、構2-5、図4.9の通り、L0とh0を採用します。

構造1-2図の6.1.3ｺﾝｸﾘｰﾄの種類について､2番の地上部の躯体はB1階
躯体も含むものと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(構-1-2）

2番の地上部の躯体はB1階躯体も含みます。

式典費について､見積りに見込む式典費用（直会費含む）はないものと
考えて宜しいでしょうか｡見込む場合､式典の種類・出席人数・直会の有
無等詳細を御指示下さい｡

安全祈願祭（神式）を行います。建築主及び設計者で60人程度の出席、直会
はなしとします。

特記仕様書 解体工事編-2　撤去処分を要する備品ﾘｽﾄについて､食堂
の厨房施設及び調光室　操作卓大　操作卓小の詳細が不明です｡厨
房機器ﾘｽﾄ等詳細を御指示下さい｡

24㎡の一般厨房に想定される冷蔵庫・流し台・調理台・オーブン・ガスコンロ等
を見込み、操作卓大は1800×900×ｈ300、操作卓小は1500×900×ｈ300とし
ます。

（構造）

28/204



25

26

27

28

29

SRC梁にφ 150､200の梁貫通孔がありますが､SRC梁についても表7.1
梁貫通孔の補強のﾀｲﾌﾟ1に示す補強筋が必要と考えて宜しいでしょう
か｡御指示下さい｡(構-2-7)

SRC梁についても表7.1梁貫通孔の補強のﾀｲﾌﾟ1に示す補強筋が必要です。

土間下地業が､構造特記仕様書では捨てｺﾝｸﾘｰﾄt50､砕石t60になって
いますが､断面詳細図3のｽﾛｰﾌﾟ下が砕石t100のみと食い違っていま
す｡構造特記仕様書を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-
6-8･構-1-1)

構造特記仕様書を正とします。

人通孔の箇所数が構2-7図では90箇所となっていますが､ﾋﾟｯﾄ平面図
の箇所数と相違します｡ﾋﾟｯﾄ平面図の箇所を正と考えて宜しいでしょう
か｡御指示下さい｡(構-2-7･意-3-7)

構2-7図、表7.2の注記を参照とします。

柱の帯筋(柱状RM壁を除く)の形状はﾀｶﾞ型と考えて宜しいでしょうか｡
御指示下さい｡

構2-3図、2.2(b)(1)とします。

捨てｺﾝｸﾘｰﾄの強度はFc=18N･S-15と考えて宜しいでしょうか｡御指示
下さい｡(構-1-2)

捨てｺﾝｸﾘｰﾄの強度はFc=18N･S-15とします。
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(RM造)配筋標準図4-(4)1階耐力壁･陸立ち耐力壁の圧縮部にｽﾊﾟｲﾗﾙ
筋の記載がありますが､仕様が不明です｡御指示下さい｡(構-2-11)

スパイラル筋に替えて、構6-9に示す端部コ型筋D16@150とします。

構造図において、各柱の鉄骨ベース下端レベルが不明です。御指示下
さい｡（構-5-9,11）

柱断面表の注記を参照とします。コンクリート天端とは、当該柱と取り合う梁、
スラブレベルのうち、最も高いレベルを示すものとします。

大梁断面表(1)に示されている３Ｇ５の使用ヵ所が不明です。御指示下
さい｡（構-5-13）

構4-6図（３階床伏図）に示しています。例：X6通りなど

既存市民会館の杭仕様が不明です｡既存杭の仕様を御指示下さい｡
(意-13-13)

積算上は、既製コンクリート杭800φ とします。

RM造配筋詳細図 柱状EW29(360×900､360×1440)の設置場所が不明
です｡御指示下さい｡(構-6-9)

下記に示す箇所の、伏図中で柱形状のEW29に適用とします。Ｂ１階Y8-
X7a,Y6-X8,Y6-X8,Y6-X10。１階Y1-X1a,Y2a-X1,Y4-X1,Y6-X1,Y4a-X4,Y4b-
X4,Y5-X4,Y4a-X6,Y4b-X6,Y5-X6,Y2a-X5,Y1a-X6a,Y2-X6a,Y6-X8,Y6-X9,Y6-
X10,Y1b-X13,Y5-X10。２階Y1-X1a,Y2a-X1,Y4-X1,Y6-X1,Y2a-X5,Y1a-X6a,Y2-
X6a,Y6-X8,Y6-X9,Y5-X10,Y4-X6,Y6-X6,Y6-X14aです。
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矩計図-1-1にて､ RC造ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ笠木に防水と指示ありますが､仕様が
判断できません｡U防水-2と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-
6-1-1)

U防水-2とします。

屋内に設置される竪樋･横走り管の仕様が判断できません｡SGP管･防
露巻きと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-1-7)

SGP管･防露巻きとします。

断面詳細図-2のA-A断面図などにて､ RC小庇に防水と指示あります
が､ 仕様が判断できません｡U防水-2と考えて宜しいでしょうか｡御指示
下さい｡(意-6-7)

U防水-2とします。

舞台機構・天井吊物部材表に ｄ部材 H-300x150x6.5x9 が示されてい
ますが使用ヵ所が不明です。御指示下さい｡（構-4-9）

構4-9および6-5に適用箇所が無い場合は、未使用な部材です。

（外部）

31/204



39

40

41

42

43

矩計図-1-2の配管取出し口にて丸環と指示ありますが､数量が判断で
きません｡＠2700(通り芯毎)と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
(意-6-1-2)

丸環設置ピッチは＠2700(通り芯毎)とします。

防水範囲図にて､ 階段-6の屋上防水の仕様が､ 客席天井裏平面図で
は②､ 3階平面図では④と相違しています｡防水②を正と考えて宜しい
でしょうか｡御指示下さい｡(意-11-1)

防水②を正とします。

特記仕様書-4にて､ ｱｽﾌｧﾙﾄ保護防水B-1種とありますが､防水範囲図
にて見当たりません｡今回工事では不要と考えて宜しいでしょうか｡御指
示下さい｡(意-1-5･11-1)

不要です。

特記仕様書-8にて､ ｺﾝｸﾘｰﾄ躯体 目荒し工法(高圧水洗)を行うと指示
ありますが､ 適用範囲が判断できません｡適用範囲を御指示下さい｡
(意-1-9)

外壁面の左官仕上げ部全域とします。

外部の機械基礎の天端･立上りの仕上が判断できません｡U防水-2と
考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-3-3･3-4･3-5)

外断熱仕様の場合はH400まで断熱仕様とし、その他はU防水-2とします。
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R1階･3階の室外機置場にて､ 外部吸音壁の範囲の指示があります
が､ 壁のH寸法が判断できません｡御指示下さい｡(意-3-4･3-5)

意6-8を参照とします。

外構詳細図-6のB-B断面詳細図にて､ 土に接する地下外壁に通水ﾏｯ
ﾄ t=30･通水管φ 200と指示ありますが､ 適用範囲が判断できません｡
適用範囲を御指示下さい｡(意-12-2-6)

適用外とし、防水範囲図の通り土に接する地下外壁はY防水とします。

防水範囲図の3階平面図の注意事項にて､ 逆梁部はU防水-3と指示あ
りますが､ 平面図ではU防水-5の指示となっています｡逆梁部もU防水-
5と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-11-1)

矩計図-3、H400までU防水-5、その他上部はU防水-3とします。

3階平面詳細図-2のX4･Y6通にて､ 打込ﾀﾗｯﾌﾟとありますが､材質･段数
が判断できません｡御指示下さい｡(意-7-11)

仕様：意10-1図26です。　段数：双方とも5段とします。

材料表の竪樋のｻｲｽﾞが､ φ 100･150×100･200×100と三種類ありま
すが､ 使い分けが判断できません｡御指示下さい｡(意-4-1)

見え係り　75φ 、100φ とあるものは150×100　　　　　　150φ とあるものは200
×100　とします。RDはそれぞれの仕様に対応するものです。
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3階平面詳細図-2のY6通･X2･X12にて､ 点検扉とありますが､材質･寸
法が判断できません｡御指示下さい｡(意-7-11)

仕様は屋上テラス手すり同様（建具下部横つなぎ材も角鋼19×19）、ｗ900、
H1200、把手なし、フランス落とし付き、シリンダー箱錠、手すり部に錠受け付と
します。（X12通りは上記仕様でｗ810×2＝1620（両開き））

3階平面詳細図-2のX13･Y7通の竪樋φ 125にて､ 跳ね出しのような図
示ですが､ 納まり･詳細図が判断できません｡御指示下さい｡(意-7-11)

意6-4、ガーゴイル詳細図同仕様（止水板なし）とし、ｗ250をｗ150とします。

矩計図-4の中庭-3にて玉石敷＋保護ｼｰﾄ､ 階段詳細図-2にて玉砂利
敷とありますが､ 共に玉砂利敷＋保護ｼｰﾄと考えて宜しいでしょうか｡ま
た､ 玉砂利敷の厚さ･仕様を御指示下さい｡(意-6-4･6-12)

伊勢ゴロタ石φ 100～150（別途工事）とします。

階段詳細図-4にて､ 庭園部の断面が一部あります｡その部分にﾃﾞｯｷ･
PC縁石･砂利敷と指示ありますが､ 平面図にて各々の範囲が判断でき
ません｡各々の範囲を図面にて御指示下さい｡(意-6-14)

当該庭園部の砂利敷きは別途工事としPC縁石L＝20ｍ、デッキ8㎡を本体工事
とします。

断面詳細図-4の1階ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾛﾋﾞｰ～会議講座室間の外部床仕上
が､ 下記のように相違しています｡ｺﾝｸﾘｰﾄ平板-1と考えて宜しいでしょ
うか｡御指示下さい｡(意-6-9) Y1c～Y2間 断面 ﾃﾞｯｷ敷 X7a～X8間 断
面 ｺﾝｸﾘｰﾄ平板

ｺﾝｸﾘｰﾄ平板-1とします。
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断面詳細図-5にて､ 1階ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ廻りに手摺がありますが､手摺･竪格
子の仕様が不明です｡階段詳細図-6の3階屋上ﾃﾗｽの手摺に倣って宜
しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-6-10･6-16)

階段詳細図-6の3階屋上ﾃﾗｽの手摺に倣うこととします。

矩計図-4の1階通路1-3前にて､ 外部に床ﾃﾞｯｷとありますが､仕様は3
階屋上の人工ﾃﾞｯｷに倣って宜しいでしょうか｡また､ 床組下地の仕様も
併せて御指示下さい｡(意-6-4)

仕様は屋上の人工デッキに倣うこととします。床組下地はプラ束+ｃ100×50×
20 ｔ2.3@450の上デッキ敷きとします。メーカーによる既製品標準工法も可で
す。

矩計図-4にて､ 中庭-4･室外機置場の上部ｽﾗﾌﾞに､水抜き穴＠2700と
ありますが､ 設置範囲が判断できません｡設置範囲を御指示下さい｡
(意-6-4)

中庭4、室外機置き場に面する庇部全長に適用します。

矩計図-4にて､ ｽﾛｰﾌﾟ-2上部庇にｶﾞｰｺﾞｲﾙとありますが､詳細･仕様は
矩計図-3のｱﾙﾐ製ｶﾞｰｺﾞｲﾙに倣って宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意
-6-3･6-4)

意6-4ガーゴイル詳細図によります。

1階ﾋﾟﾛﾃｨ(X1～X4間･X7～X8間･X12a～X13間)の床には､ｱｽﾌｧﾙﾄ防水
＋保護押えｺﾝｸﾘｰﾄt=80を見込んで宜しいでしょうか｡また､ 床仕上はｺ
ﾝｸﾘｰﾄ平板-1と考えて宜しいでしょうか｡併せて御指示下さい｡(意-3-2)

アスファルト防水+抑えコンクリートｔ60とし、仕上げ材料はコンクリート平板-1と
します。
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ﾋﾟﾛﾃｨ等の保護防水の押えｺﾝｸﾘｰﾄの補強筋は､溶接金網 φ 6－100×
100と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-6-3･6-4･6-8)

溶接金網 φ 6－100×100とします。

3階屋上ｽﾗﾌﾞの嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄの補強筋は､溶接金網 φ 3.2－100×
100と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-6-3･構-4-6)

溶接金網 φ 3.2－100×100とします。

B1階ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ(小ﾎｰﾙ)の仕上･詳細が判断できません｡下記項目につ
いて御指示下さい｡(意-3-1･7-3) 1) 壁仕上は､ DPS-AS仕上と考えて
宜しいでしょうか｡ 2) ﾀﾗｯﾌﾟの寸法を御指示下さい｡

1）ＤＰＣ-ＡＳとします。2）意10-1図25によります。

B1階ﾄﾞﾗｲｴﾘｱ(小ﾎｰﾙ)にて､ 既設井戸と指示ありますが､納まり･詳細
図が判断できません｡御指示下さい｡(意-3-1･7-3)

既設井戸、建屋基礎含め保存とします。平面的に既設井戸と干渉しない残りの
エリアについて土間コンクリート仕上げとします。

3階平面図の屋上ﾃﾗｽにて､ 緩降機が２ヶ所ありますが､特記仕様書-
14の仕様では､ 避難ﾊｯﾁ 吊り天井型とあり､仕様が相違しているようで
す｡緩降機の場合の仕様を御指示下さい｡(意-1-15･3-4)

緩降機が正となり、松本工機ＯＲＩＲＯ300同等品、屋外ＢＯＸ付とします。
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化粧ﾌﾞﾛｯｸ笠木のP防水はP防水-2で宜しいでしょうか｡また､竪樋はVP
φ 75と考えて宜しいでしょうか｡併せて御指示下さい｡(意-12-2-3)

Ｐ防水-2とし、縦樋はＶＰφ 75とします。

ｽﾛｰﾌﾟ-1･駐輪場の床ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装下の防水押ｴｺﾝｸﾘｰﾄはt=80で宜し
いでしょうか｡御指示下さい｡(意-6-4)

防水押ｴｺﾝｸﾘｰﾄt=80とします。

矩計図-1-2･矩計図-2にて､ R1階 二重床部のﾄﾞﾚｲﾝ設置部に断熱防
水の指示ありますが､ ﾒｰｶｰ品番等の仕様が判断できません｡御指示
下さい｡(意-6-1-2･6-2)

①Ｕ防水-1とします。

部分詳細図-3の郵便受のﾒｰｶｰ品番等が御座いましたら､御指示下さ
い｡(意-10-3)

田島メタルワーク郵便受けＭＸ-101ＦＷ同等品とします。

矩計図-4の2階室外機置場にて､ 壁 ECP-Fと指示ありますが､竪張と
考えて宜しいでしょうか｡また､ 表面仕上も不明ですので､併せて御指示
下さい｡(意-6-4)

縦張りとし、仕上げはＤＰＣ-ＡＳとします。
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ｽﾛｰﾌﾟ-1横の駐輪場について､平面詳細図で2段式ﾗｯｸの指示がありま
すが､参考ﾒｰｶｰ･品番を御指示下さい｡また､車輪止めは不要で宜しい
でしょうか｡併せて御指示下さい｡(意-3-2･7-4)

ニチプレＮＳＲ-27Ｎ型同等品とし、当該エリアの車輪止めは不要です。

駐輪場 ｸｰﾙﾁｭｰﾌﾞ屋根はU防水-2と考えて宜しいでしょうか｡御指示下
さい｡(意-6-8)

Ｕ防水-2とします。

ｽﾛｰﾌﾟ-2の車両誘導表示｢矢印｣･｢IN｣･｢OUT｣はﾄﾗﾌｨｯｸﾍﾟｲﾝﾄ(白線)と
考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-3-2)

トラフィックペイント（白線）とします。

ｽﾛｰﾌﾟ-2 ｼｬｯﾀｰ前ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ側溝は外構詳細図の排水溝Aに倣うと考
えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-6-10･12-2-1)

外構詳細図、排水溝Ａに倣うこととします。

ｽﾛｰﾌﾟ-2 床真空ｺﾝｸﾘｰﾄのｺﾝｸﾘｰﾄはt=100と考えて宜しいでしょうか｡御
指示下さい｡(意-6-4)

ｽﾛｰﾌﾟ-2 床真空ｺﾝｸﾘｰﾄのｺﾝｸﾘｰﾄはt=100とします。
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床下地について特記仕様書-8でｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞの項目がありますが仕上
共通事項･仕上表1､矩計図よりｺﾝｸﾘ-ﾄ金鏝と考えて宜しいでしょうか｡
御指示下さい｡(意-1-9･4-1･6-12)

ｺﾝｸﾘ-ﾄ金鏝押さえとします。

ﾌﾛ-ﾘﾝｸﾞ-1の厚について仕上共通事項･仕上表-1でt=17､ﾎ-ﾙ部分詳
細図-1と部分詳細図-7でt=30と異なります｡Ｔ=17を正と考えて宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡（意-4-1･8-3･10-7）

Ｔ=17を正とします。

舞台上部の屋根点検口部ﾀﾗｯﾌﾟの仕様は部分詳細図-1　25ﾀﾗｯﾌﾟ　と
考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡（意-6-7･10-1）

部分詳細図-1　25ﾀﾗｯﾌﾟ　とします。

駐輪場Y15通りの梁天端はU防水-2と考えて宜しいでしょうか｡御指示
下さい｡(意-6-8)

Ｕ防水-2とします。

（内部）
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ﾎ-ﾙ部分詳細図-1に客席空調吸込部とありますが､段床蹴込部分に面
する椅子1ｹにつき1ｹ所,ｽﾘ-ﾌﾞは2ｹ所と考えて宜しいでしょうか｡御指示
下さい｡（意-8-3）

段床蹴込部分に面する椅子1ｹにつき1ｹ所,ｽﾘ-ﾌﾞは2ｹ所とします。

大ﾎ-ﾙ舞台袖のｺ-ﾅ-ｶﾞ-ﾄﾞについて､H=3000程度と考えて宜しいでしょ
うか｡御指示下さい｡（意-7-1）

Ｈ＝3000程度とします。

大ﾎ-ﾙ走行式音響反射板用床ﾚ-ﾙ部分の範囲を御指示下さい｡(意-8-
3）

音響反射板及び床レールは別途工事です。

大ﾎ-ﾙ2F客席手摺について､手摺部P-19.1*1.6の材種はｽﾃﾝﾚｽ､支柱
部　38*.9　DP-U部はｽﾁ-ﾙと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
（意-8-2）

手摺部P-19.1*1.6の材種はｽﾃﾝﾚｽ､支柱部　38*.9　DP-U部はｽﾁ-ﾙとします。

大ﾎ-ﾙ客席､舞台の巾木について仕上表でW､W（桧）とありますが展開
図ではみあたりません｡不要と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
（意-4-2･8-1）

不要です。
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大ﾎ-ﾙに天井廻縁は必要でしょうか｡必要な場合は仕様を御指示下さ
い｡（意-8-2）

客席後方部の壁面との取り合いについては見切縁（塩ビ）、仕上げ面同面パテ
処理とします。その他は不要です。

部分詳細図-12にｵ-ｹｽﾄﾗﾋﾟｯﾄ移動手摺とありますが､今回客席からｵ-
ｹｽﾄﾗﾋﾟｯﾄ部は断面詳細図より　X7通り部分に適用と思われますが､段
差がありませんので不要と思われます｡必要であれば､範囲を御指示
下さい｡（意-6-6）

意7-1、ｒ＝24,915の破線部に通しで設置できるものとします。

部分詳細図-3に手摺ｶﾞ-ﾄﾞ（防護柵）とありますが､施工範囲を御指示
下さい｡（意-10-3）

意7-2、Ｘ7、Ｙ6～Ｙ7に1か所設置とします。

B1階平面詳細図-1､1階平面詳細図-1､2階平面詳細図-1､3階平面詳
細図-1のX6通り･Y9A･Y13B通りにW=400程度の斜線部がありますが､
仕様･詳細を御指示下さい｡(意-7-1･7-4･7-7･7-10)

可動プロセニアムでありフレームは別途工事です。

大ﾎ-ﾙX1～X2A通りに斜線の壁､天井がありますが､大ﾎ-ﾙ展開図では
確認できません｡下地から仕上まで機構工事と考えて宜しいでしょうか｡
建築工事の場合は仕様･詳細を御指示下さい｡(意-6-6･7-1･8-1)

構造フレームまでを機構工事、下地から仕上げまでを本体工事とします。本体
工事とする壁面意匠は意8-1によります。反射板天井面の意匠は意8-2により
ます。
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ﾎ-ﾙ部分詳細図-1の舞台床の木製巾木について塗装は不要と考えて
宜しいでしょうか｡御指示下さい｡（意-8-3）

ＯＳＵＣとします。

大ﾎ-ﾙ舞台の外壁断熱材についてﾎ-ﾙ部分詳細図の舞台床で打込材
t=30､断熱詳細図で吹付硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫ-ﾑ+ｾﾗﾐｯｸ系吹付と異なります｡
吹付硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫ-ﾑ+ｾﾗﾐｯｸ系吹付を正と考えて宜しいでしょうか｡御指
示下さい｡（意-8-3･11-2）

吹付硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫ-ﾑ+ｾﾗﾐｯｸ系吹付の上にＧＷｔ50ボタン押さえとします。

大ﾎ-ﾙ天井伏図　03各部鼻先詳細図の2階客席の段型ｽﾗﾌﾞ下に吸音
材とありますが､大ﾎ-ﾙ部分詳細図-1　11客席床には記載なし､矩計図
も記載なしです｡必要であれば吸音材の仕様を御指示下さい｡（意-6-
12･8-2･8-3）

２階客席スラブ下全域に必要です。ＧＷｔ50（32Ｋ）とします。

客席天井裏ｼ-ﾘﾝｸﾞｽﾎﾟｯﾄ置場X7a通りにｸﾘﾝﾌﾟﾈｯﾄとありますが範囲は
長手方向RC手摺壁からRC手摺壁全面でしょうか｡御指示下さい｡（意-
6-6･7-1.3）

ｸﾘﾝﾌﾟﾈｯﾄ範囲は長手方向RC手摺壁からRC手摺壁全面とします。

B1F前室B-1､B-2の巾木について仕上表でW（木製巾木）とあります
が､塗装が必要であれば塗装仕様を御指示下さい｡（意-4-2）

ＯＳＵＣとします。
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部分詳細図-11　31　ﾎﾘｿﾞﾝﾗｲﾄ廻りとありますが､施工範囲を御指示下
さい｡（意-10-11）

大ホール：意7-1図　Ｘ2ａ通り沿い（ホリゾント幕沿い）小ホール：意7-3図　Ｗ6ｂ
とＷ7間ホリゾント幕沿いです。

客席天井裏ｼ-ﾘﾝｸﾞｽﾎﾟｯﾄ置場X7a通りに48.6φ とありますが範囲は長
手方向RC手摺壁からRC手摺壁全面でしょうか｡又､これは何を取付け
る為の物でしょうか｡御指示下さい｡（意-7-1.3･10-11）

スポットライト設置用パイプ48.6φ であり、範囲は長手方向RC手摺壁からRC手
摺壁全面とします。

ｼ-ﾘﾝｸﾞ置場､ﾌｫﾛ-ｽﾎﾟｯﾄ置場の床に600角の物がありますが工事区分､
仕様を御指示下さい｡(意-7-13）

床点検口詳細は意10-2図20によります。

舞台上部ｷﾞｬﾗﾘ-床仕上について下地が構造図より､ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙです
が､仕上表で表面仕上がNPCとあります｡ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙ面にNPC張りと
考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡

当該ギャラリー部のエキスパンドメタルはスチールＰＬ-3.2と読み替え、ＮＰＣ仕
上げとします。

舞台上部ｷﾞｬﾗﾘ-外壁面ｶﾞﾗﾘがある部屋4室（X8･Y9　X8･Y14X12･Y9B
X12･Y13A）の仕上を御指示下さい｡

仕上げなしとします。
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B1F大･中･小練習室の天井高が､展開図ではCH=2400とありますが､仕
上表･天井伏図通りCH=2500･2200と考えて宜しいでしょうか｡御指示下
さい｡(意-3-8･4-1･9-1)

ＣＨ＝2500・2200とします。

部分詳細図-12にｽﾋﾟ-ｶ-吊り下げﾊﾟｲﾌﾟとありますが施工範囲を御指示
下さい｡（意-10-12）

10ｍ分見込むとします。（大・小ホール音響調整室・映写室）

部分詳細図-1　25でﾀﾗｯﾌﾟA～G　16ｹ所とありますが各ﾀﾗｯﾌﾟ毎の施工
範囲･ヶ所数を御指示下さい｡（意-10-1）

Ａ・Ｂは３か所ずつ。Ｃ～Ｇは２か所ずつとします。

防水範囲図の客室天井裏平面図で①（二重ｽﾗﾌﾞ部）とその下に⑩と記
載ありますが､二重ｽﾗﾌﾞ上部（外部側）が①､二重ｽﾗﾌﾞ内部床が⑩で
しょうか｡御指示下さい｡（意-11-1）

二重スラブ上部を⑩、下部を①とします。

大ﾎ-ﾙ舞台背面の架台は舞台機構工事と考えて宜しいでしょうか｡御
指示下さい｡（意-6-6･7-1）

舞台機構工事（別途）です。

44/204



103

104

105

106

107
天井化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞの厚みが､仕上げ材料符号一覧表ではt=12.5とあ
りますが､材料表通りt=9.5と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意
-4-1)

ｔ＝12.5とします。

楽屋ｶｳﾝﾀｰ詳細図で､鏡面に@600でφ 60の印がありますが､詳細を御
指示下さい｡(意-10-11)

照明（白熱球タイプ）ソケット用開口を示しています。（鏡加工60φ 穴）

1F会議･講座室の建具SWG5面に3枚引込戸が見ありますが､仕様及び
詳細を御指示下さい｡(意-7-5)

別図-①とします。

1F会議･講座室の天井伏図に､ｶｰﾃﾝﾚｰﾙとありますが､ｱﾙﾐ製ﾀﾞﾌﾞﾙと
考えて宜しいでしょうか｡又､ｶｰﾃﾝ､ﾚｰｽの仕様を御指示下さい｡(意-3-
9)

カーテンレール、カーテンは別途工事とします。（共通）

B1F小楽屋1～3で､詳細図では洗面ｶｳﾝﾀｰがありますが､平面詳細図
では洗面のみ見受けられます｡詳細図通り､洗面ｶｳﾝﾀｰを見込むものと
考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-7-1･10-11)

洗面カウンターも見込むとします。
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B1F収蔵庫1･2の建具SDB-3面に､2枚引込戸が見受けられますが､仕
様及び詳細を御指示下さい｡(意-7-3)

意5-4によります。

B1F収蔵庫1･2周囲壁の断熱材の厚みが､断熱範囲図ではt=30とあり
ますが､平面詳細図通りt=50と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
(意-7-3･11-2)

ｔ＝50です。

和室造作材は､図示無き限り杉集成材と考えて宜しいでしょうか｡御指
示下さい｡(意-10-8)

桧集成材とします。

2F物入2-2にPS点検口450角がありますが､仕様を御指示下さい｡(意-
7-9)

ダイケン壁点検口WE60JP同等品とします。

B1F収蔵庫1･2の床･腰壁仕上げが､仕上表と収蔵庫内装詳細図とで相
違します｡床仕上げ･天然木(桧)t=15 W=120､腰壁仕上げ･天然木(桧)目
透し張t=10と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-4-1･10-4/01)

床仕上げ･天然木(桧)t=15 W=120､腰壁仕上げ･天然木(桧)目透し張t=10としま
す。
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階段10上部他に小屋裏がございますが､内部仕上げが不明です｡下記
の通り考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-6-5)■床･･･ｺﾝｸﾘｰﾄ
金鏝 素地■壁･天井･･･ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修 素地

小屋裏の床はコンクリート金鏝押さえ素地、壁天井はコンクリート打ち放し補修
素地とします。

部分詳細図より注意喚起用床材について､ｽﾃﾝﾚｽ製と硬質塩ﾋﾞ製がご
ざいますが､ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ仕上げ面はｽﾃﾝﾚｽ製を適用するものと考えて宜し
いでしょうか｡御指示下さい｡(意-10-2)

ステンレス製を適用とします。

3階平面詳細図よりﾎﾜｲｴ～DS･PSに排煙ﾎﾞｯｸｽの図示がございます
が､建築工事で見込むものと考えて宜しいでしょうか｡その場合､詳細を
御指示下さい｡(意-7-10)

意6-1-2による。本体工事とし、SUSクリンプネット金網SOP付きとします。

B1F PS(X9a～X10通･Y13a～Y14通)に仮設床とありますが､詳細を御
指示下さい｡(意-7-1)

四方枠L-150×150（溶融亜鉛メッキ）、床材ALCｔ150程度とし、全てのALCに取
り外し用のフック（アイボルト）付とします。

3F階段2横のPS床が､矩計図で防水仕上とありますが､仕様は材料表
のU防水1(ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水 X-2 ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ(指定色) ﾀﾞｲﾌﾚｯｸｽX2工法)と
考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-4-1･6-3)

意11-1のとおりとします。
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S-7A 16 10
S-7B 5 4
S-7C 9 6
S-7E 8 7
S-11 48 37
S-12 14 9

SH-5 6 5
SH-6 23 13
SH-10 7 6

B1F駐車場などにおいて､防水範囲図･断熱範囲図によると､ｱｽﾌｧﾙﾄ防
水及び天井 ｳﾚﾀﾝ吹付の指示が明記されておりますが､矩計図･断面
詳細図では確認できません｡防水範囲図･断熱範囲図に従った処理が
必要と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-6-3･10･11-1･11-2)

防水範囲図・断熱範囲図に従った処置が必要とします。

ｻｲﾝ計画図･ｻｲﾝﾘｽﾄに於いて､下記の通り各ｻｲﾝの数量が相違してお
ります｡全てｻｲﾝﾘｽﾄの数量を正と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さ
い｡(意-11-9)

全てサインリストの数量を正とします。

<ｻｲﾝ符号> <ｻｲﾝﾘｽﾄ数量> <ｻｲﾝ計画図数量> S-1A 20 10
S-1B 143 123
S-1C 106 91
S-2 16 11
S-6 5 4
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B1F通路B-2 V4～V5間の<W10>面の壁仕上はEP塗と考えて宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡(意-7-10)

当該箇所の仕上げはEPとします。

部分詳細図-7のｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞ-1について､高さがH=CHとなっています
が､ｴﾝﾄﾗﾝｽ､ﾛﾋﾞｰ等CH=6000と天井高が高い場合は､天井まで必要な
いと思われますが､必要最大高さを御指示下さい｡ (意-10-7/07)

基本天井高さまでとし、駐車場エリアはH=2,000、コンクリートブロック壁面には
設置しないものとします。

1Fﾋﾞｭｯﾌｪ に流し台がありますが､部分詳細図-3では湯沸の流し台の指
示しかありません｡ﾋﾞｭｯﾌｪの流し台の仕様を御指示下さい｡(意-7-4･10-
3/04)

ビュッフェ流し台は適用外とします。

B1F荷捌場において､平面詳細図によると､階段廻りに｢手摺｣との指示
が明記されておりますが､詳細が不明です｡部分詳細図(意-10-10/32)
に従ったｽﾁｰﾙ手摺と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-7-1･
10-10/32)

部分詳細図(意-10-10/32)に従ったｽﾁｰﾙ手摺とします。

B1F駐車場において､平面詳細図に明記されております○記は､ｺｰﾅｰ
ｶﾞｰﾄﾞと考えて宜しいでしょうか｡またその際の仕様･H寸法が不明です｡
併せて御指示下さい｡(意-7-2)

○印はコーナーガードを指し、意10-7図07の仕様、H＝2,000とします。
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吹抜部の手摺は､DP-U塗と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意
-6-16/02)

吹抜け手摺の仕上げはDP-Uとします。

天伏図凡例(T)防煙垂壁の高さ及びﾒｰｶｰ､品番を御指示下さい｡(意-3-
8他)

鈴木シャッター　防煙スクリーンタイプとします。

材料表 仕上-1に花こう岩 赤錦5～12mmとありますが､豆砂利の事で
しょうか｡御指示下さい｡(意-4-1)

№125の回答と同じです。

防煙垂壁H=500(固定式)の仕様は､線入ｶﾞﾗｽt=6.8と考えて宜しいでしょ
うか｡御指示下さい｡(意-3-8他)

線入りガラスｔ＝6.8とします。

材料表 仕上-1に花こう岩 赤錦5～12mmとありますが､豆砂利の事で
しょうか｡御指示下さい｡(意-4-1)

豆砂利（赤色）を示します。
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B1F MWC1･WWC1の化粧鏡は部分詳細図-3洗面台の化粧鏡と考えて
宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-7-1･10-3)

B1F MWC1･WWC1の化粧鏡は部分詳細図-3洗面台の化粧鏡を適用とします。

ﾗｲﾆﾝｸﾞの下地は部分詳細図にあるC-100*50*20*2.3下地と考えて宜し
いでしょうか｡御指示下さい｡(意-10-3/06･13･23)

ﾗｲﾆﾝｸﾞの下地は部分詳細図にあるC-100*50*20*2.3下地とします。

ﾗｲﾆﾝｸﾞ腰仕上は部分詳細図-3ﾗｲﾆﾝｸﾞ詳細の仕上と考えて宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡(意-10-3/24)

ﾗｲﾆﾝｸﾞ腰仕上は部分詳細図-3ﾗｲﾆﾝｸﾞ詳細の仕上とします。

部分詳細図-3 SKのﾓｯﾌﾟ掛けはL=900程度と考えて宜しいでしょうか｡
御指示下さい｡(意-10-3/06)

分詳細図-3 SKのﾓｯﾌﾟ掛けはL=900程度とします。

部分詳細図-7WCﾗｲﾆﾝｸﾞ上部に間接照明が付くのはMWC小便器ﾊﾞｯｸ
で平面詳細図にてW=130と記されている部分が該当すると考えて宜し
いでしょうか｡御指示下さい｡(意-10-7/17･7-1)

部分詳細図-7WCﾗｲﾆﾝｸﾞ上部間接照明タイプは平面詳細図にてw=130と示し
た小便器バックの壁に適用とします。
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防振浮床工法詳細図に立上り防振ｺﾞﾑと嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄ内に溶接金網
φ 6*100*100程度を見込んで宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-10-
8/11)

防振浮床工法詳細図に立上り防振ｺﾞﾑと嵩上げｺﾝｸﾘｰﾄ内に溶接金網φ
6*100*100程度を見込むこととします。

2F空調機械室4のﾀﾗｯﾌﾟは高さがH=4000程度ですが部分詳細図ﾀﾗｯﾌﾟ
Bに該当すると考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-6-5･10-
1/25)

2F空調機械室4のﾀﾗｯﾌﾟは部分詳細図タラップBに該当します。

小ﾎｰﾙ舞台で遮音壁は仕上･下地共建築工事と考えて宜しいでしょう
か御指示下さい｡(意-8-4/02)

小ホール舞台遮音壁は仕上げ・下地とも建築工事です。

小ﾎｰﾙで天井廻り縁の仕様を御指示下さい｡（意-8-4/01) GRC天井端部加工とします。

小ﾎｰﾙ舞台で遮音壁上部の杉集成材の寸法が詳細図では50*150｡展
開図では150*150と相違しています｡詳細図を正として50*150で宜しい
でしょうか御指示下さい｡(意-8-4/02･8-5/02)

150×150を正とします。
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（建具）

小ﾎｰﾙ天井裏でｼｰﾘﾝｸﾞ機器置き場がありますが仕上は床 鉄骨ﾌﾞﾄﾞｳ
棚表し｡壁･天井 ｸﾞﾗｽｳｰﾙt=50貼で宜しいでしょうか｡御指示下さい｡（意
-6-5･4-3)

床：スチールプレート3.2の上にNPC敷きとします。壁・天井：GWｔ＝50貼りとしま
す。

小ﾎｰﾙ調光室･ﾌｫﾛｰｽﾎﾟｯﾄ室･音響調整室で壁仕上げが仕上表ではｸﾞ
ﾗｽｳｰﾙt=50貼｡詳細図では吸音ﾊﾟﾈﾙt=25と相違しています｡詳細図を
正とし吸音ﾊﾟﾈﾙt=25で宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-4-3･意-
10-8/10)

グラスウールｔ＝50貼りを正とします。（ボタン押さえ、ガラスクロス付）

小ﾎｰﾙで客席のﾌﾛｰﾘﾝｸﾞの厚みが仕上材料表ではt=17｡詳細図では
t=30と相違しています｡ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ1の厚みはt=17で宜しいでしょうか｡御
指示下さい｡(意-4-1･意-3-8)

t=17を正とします。

地下二重壁 排水溝の防水の仕様がP-2と明記有りますがP-1(ﾊﾟﾗﾃｯｸ
ｽ防水 B-2)と読替えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡（意-10-10/0.3)

防水モルタルとします。
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建具SW-HG6につきまして､建具表の備考欄に特定防火設備と記載が
ありますが､扉が特定防火設備と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さ
い｡(意-5-9)

図示の通り特定防火設備ではありません。

建具SW-HG7につきまして､建具表のｶﾞﾗｽｻｲｽﾞが強化ｶﾞﾗｽt12.0,15.0の
製作可能範囲(6000*2800)を超えている為､製作不可と考えられます｡
よってｶﾞﾗｽを2分割すると考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-5-
9)

見積もり上2分割想定とし現場にて詳細調整とします。

建具SD-HP4につきまして､平面図に建具符合の記載がありませんが､
建具表より､ﾎﾟﾝﾌﾟ室に1ヶ所あると考えて宜しいでしょうか｡御指示下さ
い｡(意-3-4)

ﾎﾟﾝﾌﾟ室に1ヶ所あるものとします。

建具SW-HB1につきまして､建具表のｶﾞﾗｽｻｲｽﾞが強化ｶﾞﾗｽt15.0の製
作可能範囲(6000*2800)を超えている為､製作不可と考えられます｡よっ
てｶﾞﾗｽを4分割すると考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-5-9)

見積もり上4分割想定とし現場にて詳細調整とします。

建具SW-HT1につきまして､建具表のFIX窓のｶﾞﾗｽｻｲｽﾞが強化ｶﾞﾗｽ
t12.0の製作可能範囲(6000*2800)を超えている為､製作不可と考えられ
ます｡よってｶﾞﾗｽを2分割すると考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
(意-5-9)

見積もり上2分割想定とし現場にて詳細調整とします。
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建具共通事項(追記) 1外部建具に､枠廻りは現場発泡吹付断熱材充填
と記載がありますが､ｸﾞﾗｽｳｰﾙ充填と考えて宜しいでしょうか｡御指示下
さい｡(意-5-1)

発泡吹付断熱材を充填とします。

建具ＷＷ-Ｓ1につきまして､建具表に仕上の記載がありませんが､ｵﾚ
ﾌｨﾝｼｰﾄ貼と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-5-9)

スプルスOSUCとします。

建具SD-GF2につきまして､建具表の備考欄にSD-GF2aは防火設備と
記載がありあますが､SD-GF2は特定防火設備と考えて宜しいでしょう
か｡御指示下さい｡(意-5-10)

SD-GF2は特定防火設備とします。

建具SD-HB1,HB2につきまして､建具表に硝子ｶﾞﾗﾘ付と記載があります
が､建具表姿図･展開図に硝子･ｶﾞﾗﾘの記載はありません｡建具表姿
図･展開図を正とし､硝子ｶﾞﾗﾘはなしと考えて宜しいでしょうか｡また､あ
る場合はｻｲｽﾞ･ｶﾞﾗｽ仕様も併せて御指示下さい｡(意-5-10･9-1)

建具表姿図･展開図を正とし､硝子ｶﾞﾗﾘはなしとします。

建具SD-STにつきまして､建具表に二重壁部分は450*450とすると記載
がありますが､二重壁の範囲が不明です｡該当箇所を御指示下さい｡
(意-5-12)

①収蔵庫１、２に6か所②排煙ファン室に2か所③引込盤室に2か所とします。

55/204



154

155

156

157

新設建物南東側において､舗装･植栽の凡例が無く外構仕上が不明で
す｡該当範囲外構仕上を御指示下さい｡(意-12-1)

南東側庭園部の植栽は全て別途工事です。

東側擁壁新設(大道具倉庫解体部)において､擁壁仕上が不明です｡ｺﾝ
ｸﾘｰﾄ打放補修素地と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-12-2-
7)

コンクリート打放しDPC-ASとします。

植栽工事において､工事区分表に建築工事と記載がありますが､詳細
が不明です｡植栽計画図､植栽ﾘｽﾄを御指示下さい｡(意-1-24･12-1)

植栽工事は別途工事です。

上記に関連し､建物南側地被類A､樹木､ﾂﾘｰｻｰｸﾙ､中庭樹木､建物西
側植栽帯､屋上緑化の記載がありますが､詳細が不明です｡植栽ﾘｽﾄ､
客土仕様を御指示下さい｡(意-12-1)

全て別途工事です。

（外構）
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西側擁壁沿いU-150において､外構詳細図-1詳細番号12では蓋無しの
記載がありますが､外構詳細図-8ではｽﾃﾝﾚｽ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋の記載が
有り相違しています｡U型側溝には全てｽﾃﾝﾚｽ製ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋を見込む
と考えて宜しいでしょうか｡又､仕様は 細目T-2 ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟと考えて宜しい
でしょうか｡御指示下さい｡(意-12-2-1･12-2-8)

全てスチール細目グレーチングノンスリップ蓋つきとします。

西側敷地境界部において､外構図ではｺﾝｸﾘｰﾄ排水管(HP200)の記載
がありますが､外構詳細図A-A､B-B断面等では排水溝Aの記載があり
相違しています｡共に見込むと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
(意-12-1･12-2-2)

双方ともに見込むこととします。

雨水桝詳細図において､400角はH≦880､500角はH≧850と有り､H800
前後で重複しています｡H≦880を400角､H≧890を500角と考えて宜しい
でしょうか｡御指示下さい｡(意-12-1)

H≦880を400角､H≧890を500角とします。

G-G断面 既存ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ端部擁壁新設において､既存ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰ
ﾄ立上りに一部解体範囲の記載が有りますが､参考図に既存ﾎﾞｯｸｽｶﾙ
ﾊﾞｰﾄの詳細が無く､解体範囲が不明です｡既存ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ解体範囲
詳細を御指示下さい｡(意-12-2-4)

RC壁ｗ300、ｈ600、ｗ3000　D16@200縦横ダブルとします。

G-G断面において､化粧ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ塀(H2100)の記載がありますが､
範囲は外構図X17通り沿いに記載の擁壁としL=27000を計上すると考
えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-12-1･12-2-4)

外構図X17通り沿いにL=15000として見込むものとします。
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会所ﾘｽﾄB-iにおいて､蓋種別部にD(化粧蓋)とありますが､設置場所が
植栽帯内のため､Bと読み替えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-
12-1)

植栽帯内の化粧蓋DはBとします。

建物範囲排水管において､管種､径が不明です｡特記無き限りVPφ 200
と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-12-1)

SGP（配管用炭素鋼鋼管）φ 200とします。ただしA-i～A-ｍはSGPφ 250としま
す。

ｺﾝｸﾘｰﾄ排水管SGPにおいて､詳細が不明です｡管詳細を御指示下さ
い｡(意-12-1)

SGPは配管用炭素鋼鋼管とします。

会所ﾘｽﾄ 合流会所において､<意12-3-1参照>とありますが､該当図面
がありません｡<意12-1>雨水ﾏﾝﾎｰﾙ(組立)に倣うと考えて宜しいでしょ
うか｡御指示下さい｡(意-12-1)

<意12-1>雨水ﾏﾝﾎｰﾙ(組立)に倣うこととします。

会所ﾘｽﾄにおいて､RC現場打と記載のある物のみ集水桝(詳細番号07)
に倣う物とし､RC現場打の指示無き桝は全て既製品(詳細番号05･06)
に倣うと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-12-1)

倣RC現場打と記載のある物のみ集水桝(詳細番号07)に倣うこととします。RC
現場打の指示無き桝は全て既製品(詳細番号05･06)に倣うこととします。
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169

170

171

172

1階平面図において､車両出入口にｶｰﾌﾞﾐﾗｰの記載がありますが詳細
が不明です｡ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ詳細を御指示下さい｡(意-3-2)

特記仕様書-14 敷地境界石標において､設置場所が不明です｡設置場
所を御指示下さい｡(意-1-15)

敷地北側境界ポイント10箇所見込むとします。

外構範囲 点字ﾌﾞﾛｯｸにおいて､凡例C ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸを採用すると
考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-10-2･12-1)

ステンレス製（意11-10図24）とします。

特記仕様書-15 舗装工事において､下記に示す試験の記載があります
が､試験実施箇所数が不明です｡試験実施箇所数を御指示下さい｡路
床安定処理路盤締固め度の試験ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物の抽出試験(意-1-16)

路床安定処理：大ホール北側400㎡見込むとします。路盤締め固め度の試験：
行いません。アスファルト混合物の抽出試験：2か所です。

1階平面図 設備機器ﾘｽﾄ①～④において､図示が見当たりません｡設
置場所を御指示下さい｡(意-3-2)

小ホール盤室内に図示あります。
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174

175

176

177

南側 地被類A範囲において､車止めと記載がありますが､誤記と考えて
宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-12-1)

誤記です。適用外です。

F-F断面において､砂利敷き端部にｽﾁｰﾙｴｯｼﾞ2とありますが詳細が不
明です｡ｽﾁｰﾙｴｯｼﾞ2詳細を御指示下さい｡(意-12-2-3)

適用外です。

F-F断面において､ｽﾁｰﾙｴｯｼﾞ2と側溝の間に見切材の記載があります
が､G-G断面では擁壁となっており相違しています｡G-G断面を正と考
えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-12-2-3･12-2-4)

G-G断面を正とします。

南西部 ﾏﾝﾎｰﾙ改修において､天端を300mm下げると記載があります
が､詳細が不明です｡ﾏﾝﾎｰﾙ改修詳細図を御指示下さい｡(意-13-1)

意12-1雨水マンホール天端より1200mmの深さまで撤去、現況から仕上げ面を
300mm下げた部分までを新設とします。（鋳鉄製化粧蓋）

外構図凡例縁石において､A･B･Cと記載がありますが､Cの図示及び詳
細が不明です｡縁石Cは該当無しと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さ
い｡(意-12-1)

縁石Cは該当無しとします。
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179

180

181

182
外構図 会所ﾘｽﾄにおいて､蓋Aの材種が不明です｡鋳鉄製と考えて宜し
いでしょうか｡御指示下さい｡(意-12-1)

スチール細目グレーチングノンスリップタイプとします。

西側歩道において､外構図に舗装凡例が記載されておりませんが､外
構詳細図では歩道部も工事範囲となっており相違しています｡外構詳
細図を正とし､東側歩道の舗装工事も本工事に含むと考えて宜しいで
しょうか｡御指示下さい｡(意-12-1･12-2-2)

敷地外舗装は切込み部のみ本工事、その他は舗装材料の支給を本工事とし
ます。（南側歩道舗装は敷地内のため材工共本工事）

上記､西側歩道において､既存舗装は全て撤去し､新設と考えて宜しい
でしょうか｡御指示下さい｡(意-12-1)

上記の通りとします。

解体･撤去範囲図-2 凡例18において､露出配管撤去長さが不明です｡
詳細を御指示下さい｡(意-13-2)

SGPφ 150、L＝40ｍの撤去を見込むとします。

ｻｲﾝ計画図-2 21案内ｻｲﾝ(埋込)基礎において､平面ｻｲｽﾞが不明です｡
W500*D1000*H350と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-11-
10)

W500*D1000*H350とします。
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184

185

186

187
外構詳細図-4 G-G断面化粧ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ擁壁において､笠木部はﾓﾙ
ﾀﾙ塗と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-12-2-4)

P防水-1とします。

ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞ舗装(車道用)､ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装(車道部)下地ｺﾝｸﾘｰﾄにおい
て､溶接金網はφ 6-150*150と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
(意-12-2-1)

溶接金網はφ 6-150*150とします。

車止めにおいて､外構図では37ｹ所の記載がありますが､外構詳細図
では 員数30ｹ所と有り相違しています｡37ｹ所を見込むと考えて宜しい
でしょうか｡又､ﾒｰｶｰ仕様･品番を御指示下さい｡(意-12-1･12-2-1)

37ｹ所を見込むこととします。

外構工作物使用ｺﾝｸﾘｰﾄ強度において､特記無き限りFc21N S15と考え
て宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-12-2-1)

特記無き限りFc21N S15とします。

ｺﾝｸﾘｰﾄ平板舗装(車道用) 下地ｺﾝｸﾘｰﾄにおいて､ｺﾝｸﾘｰﾄ強度FC21N
S12 溶接金網 φ 6-150*150と考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡
(意-12-2-1)

ｺﾝｸﾘｰﾄ強度FC21N S12 溶接金網 φ 6-150*150とします。
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189

190

191

192

天端P防水-1とします。

敷地東側新設擁壁において､大道具倉庫改修平面図では手摺;H1300
とありますが､外構詳細図-8 I-I断面では手摺RC製H1200と有り相違し
ています｡大道具倉庫改修平面図を正と考えて宜しいでしょうか｡御指
示下さい｡(意-12-2-7･12-2-8)

屋上手摺（意6-16図03）同仕様（見切り材より上の範囲）、H1300とします。

外構詳細図-4 G-G断面 既設ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ端部擁壁において､配筋要
領が不明です｡D16@200ﾀﾞﾌﾞﾙとし､ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ取合部には､ｴﾗｽﾀｲﾄ
ｺﾞﾑt50を見込むと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-12-2-4)

D16@200ﾀﾞﾌﾞﾙとし､ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ取合部には､ｴﾗｽﾀｲﾄｺﾞﾑt50を見込む としま
す。

大道具倉庫改修後平面図において､敷地東側新設擁壁の記載があり
ますが､仕上が不明です｡ｺﾝｸﾘｰﾄ打放補修 素地とし､手摺りはｽﾃﾝﾚｽ
製､水抜きﾊﾟｲﾌﾟはVPと仮定して宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-
12-2-7)

化粧打放しの上DPC-AS、手摺は屋上手摺同仕様とします。

大道具倉庫改修後平面図において､天端ﾚﾍﾞﾙTP+14.20まで存置する
塀の記載がありますが､補修及び仕上げの有無が不明です｡既存のま
まと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-12-2-7)

外構詳細図-4 H-H断面 ｺﾝｸﾘｰﾄ階段において､手摺;RC立上りは片側
のみと考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-12-1･12-2-4)

片側のみとします。
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194

B1階平面詳細図-3において､大練習室中庭側に配管ﾋﾟｯﾄの記載があ
りますが､外構図に記載が無く相違しています｡外構図を正と考えて宜
しいでしょうか｡又､配管ﾋﾟｯﾄが必要な場合､断面詳細､蓋仕様､範囲を御
指示下さい｡(意-6-14･12-1)

配管ピットは不要とします。

ｺﾝｸﾘｰﾄ平板において､仕上表に1･2とありますが､ｺﾝｸﾘｰﾄ平板舗装
(車道部)はｺﾝｸﾘｰﾄ平板-1､ｺﾝｸﾘｰﾄ平板舗装(歩道部)はｺﾝｸﾘｰﾄ平板-2
を使用すると考えて宜しいでしょうか｡御指示下さい｡(意-4-1･12-
2-1)

全てコンクリート平板-1とします。
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豊中市告示第64号 件　　　　名
No

1

質疑事項 回　　　　答

(構造)

(構-1-2図)特記仕様書で、地下部のｺﾝｸﾘｰﾄの種類が指示されていま
せん。　ｺﾝｸﾘｰﾄ番号2の、地上部の躯体に同じとしてよろしいでしょう
か。

ｺﾝｸﾘｰﾄ番号2の、地上部の躯体に同じとします。

告示番号 （仮称）豊中市文化芸術センター建設工事

前回質疑・回答書【4.5-2situgikaitou-bungei】
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2

3

4

5

(設計図書に関する説明書)（3）工場出張検査　ア　既成ｺﾝｸﾘｰﾄ杭吊込
み試験（ただし10ｍ以上）とありますが、10ｍとは杭１本の事で宜しいの
でしょうか。（当該工事は試験無しと考えて宜しいのでしょうか）御指示
下さい。また、試験がある場合の吊込み試験の試験内容を教えて下さ
い。破壊試験に関しては１本でいいのでしょうか。またそれ以上の場合
は本数の御指示下さい。

当該工事は試験無しとします。

(意-1-5､11-1図)外部保護アスファルト防水の仕様が特記仕様書-4で
はB-1とB-13ですが､防水範囲図ではB-13のみです、B-13としてよろし
いでしょうか。

B-13とします。

(意-11-1図)1Fﾋﾟﾛﾃｨ(X1-4､Y1-7間)の防水仕様は､⑨A防水-2としてよ
ろしいでしょうか。

Ａ防水-2とします。

(外部)

(構-4-1図)基礎伏図で、X16a/Y2aのF2の基礎下端ﾚﾍﾞﾙが、特記なし
の為、B1FL-2510ですが、それに接続するFG1の下端B1FL-2810よりも
浅くなります。　周囲の基礎下端ﾚﾍﾞﾙに合わせて、B1FL-3210としてよ
ろしいでしょうか。

B1FL-3210とします。
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6

7

8

9

10

(意-6-1-1図)笠木の化粧面木の詳細をご指示下さい。

(意-4-1図)仕上げ表で外壁の化粧ＣＢは１及び２ですが､外壁は１とし
てよろしいでしょうか。

平面詳細図を参照として下さい。

(意-6-3図､構-4-6図)3F人工ﾃﾞｯｷ下嵩上げｽﾀｲﾛﾌｫｰﾑの範囲及び厚
みをご指示下さい。

嵩上げコンクリート（増打ち）がｔ60をこえる場合は、スタイロフォームを敷込むこ
ととします。（構4-6参照）

(意-3-13､4-1図)西､北立面図3FLのGR屋上緑化の平面範囲が不明で
す､又仕様は仕上げ表の事前養生緑化ﾕﾆｯﾄとしてよろしいでしょうか。

別途工事です。

(意-4-1､6-1-1図)仕上げ表で笠木はｱﾙﾐですが矩計図等では防水で
す、防水としてよろしいでしょうか。

防水とします。
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12

13

14

15

(意-5-12図)AW-R1,2,3のｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙに裏面制振材吹付とありますが､制
振材の同等ﾒｰｶｰ品番を御指示下さい。

日本特殊塗料イーディケル　Ｍ-3000とします。

(意-7-9図)2F室外機置場の壁ECPは素地としてよろしいでしょうか。 DPC-ASとします。

(意-3-13､6-8図)PHFﾋｰﾄﾁﾑﾆｰの左右の壁仕上げが西立面図ではS1
左官壁-1ですが､断面詳細図-3ではDPC-ASです、S1左官壁-1として
よろしいでしょうか。

Ｓ１左官壁-1とします。

(意-7-9図)2F屋上庭園(X14-15A､Y4-7間)の床仕様をご指示下さい。 伊勢ごろた石敷きφ 100～150（別途工事）します。

(意-4-1図)一般屋上 笠木の仕様に､裏面制振材 ｲｰﾃﾞｨｹﾙ t5とありま
すが､品番が3種類程度あります｡同等品番を御指示下さい｡

Ｍ-3000とします。
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17

18

19

（意-8-1､3図）大ﾎｰﾙ展開図にて、舞台回り 音響移動反射板面 杉集
成材 ﾎﾞｰﾀﾞｰの大きさが150×150となっていますが、ﾎｰﾙ部分詳細図-
123大ﾎｰﾙ音響反射板仕上詳細図ではﾎﾞｰﾀﾞｰ寸法が50×150と展開図
と相違しています。大ﾎｰﾙ展開図を正としてよろしいでしょうか。

展開図を正とします。

(内部)

(意-11-3図)耐火被覆範囲図 02耐火性能・使用材料表 柱 8耐火塗料
と記載ありますが、範囲をご指示下さい。

2Ｆ床　X9-Y6～Y7 B453F床　X13a～X13d-Y6 HN153Ｆ床　Y1a～Y2a-X13e
HM193Ｆ床　Y1a～Y2a-X14a HM19です。

（意-4-2図）仕上表-2 大ﾎｰﾙ客席 幅木にて、W(図示)と記載あります
が、詳細をご指示下さい。

意8-1の通り、幅木部はRC化 DPC-ASとします。ただし、舞台鼻部の幅木は意
8-3-02とします。

（意-7-1､8-3図）大ﾎｰﾙ舞台回り ｹｰﾌﾞﾙﾋﾟｯﾄW300＠600の詳細はﾎｰﾙ
部分詳細図-1 詳細17 客席ｹｰﾌﾞﾙﾋﾟｯﾄ詳細図に倣うものとしてよろしい
でしょうか。

意10-11-31ホリゾントライト廻りによります。
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22

23

24
（意-6-5図）矩計図-5 小ﾎｰﾙ 舞台W7側天井～壁取合い部 天井仕上
げをご指示下さい。

GRGフラット天井　ワイヤー穴あけ加工、2本で1穴200φ 　2ヶ所とします。

（意3-11､6-1-1図）矩計図-1-1 X8-X9通間 壁際天井納まり図にて、下
り壁の記載がありますが、3階天井伏図では見当たりません、範囲をご
指示下さい。

意8-2　大ホール天井伏図の通り、壁側面に設けることとします。

（意-7-13図）客席天井裏ｷﾞｬﾗﾘｰ部 RC手摺壁の仕上げはRC-B素地
仕上としてよろしいでしょうか。

RC-Aのままとします。

（意-7-3､8-4､8-5図）小ﾎｰﾙ 舞台Ｗ７側壁のﾎﾞｰﾀﾞｰ仕様が小ﾎｰﾙ展
開図では148×148ですが、ﾎｰﾙ部分詳細図-2 詳細02小ﾎｰﾙ遮光ﾊﾟﾈ
ﾙ詳細図では50×150と相違しています。小ﾎｰﾙ 舞台W7側壁のﾎﾞｰﾀﾞｰ
仕様は全て50×150としてよろしいでしょうか。

150×150とします。

（意-8-1､3図）大ﾎｰﾙ展開図にて、舞台回り 音響移動反射板面 杉集
成材 ﾎﾞｰﾀﾞｰの大きさがA材（奥行650）、B材（奥行450）と記載あります
が、ﾎｰﾙ部分詳細図-1 23大ﾎｰﾙ音響反射板仕上詳細図ではﾎﾞｰﾀﾞｰ
奥行が250となっており、展開図と相違しています。大ﾎｰﾙ展開図を正
としてよろしいでしょうか。

展開図を正とします。
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26

27

28

29
(意7-2図)地下外周壁回りの透水ﾏｯﾄの範囲は排水溝のある部分全て
に必要としてよろしいでしょうか。

適用外です。

（意-8-4図）ﾎｰﾙ部分詳細図－２ 詳細０１小ﾎｰﾙ客席天井詳細図に
て、壁～天井取合い図 N型廻り縁の範囲、詳細をご指示下さい。

GRGの納まりとします。

(意4-1､10-8図)B1階ﾛﾋﾞｰ､通路B-1仕上が仕上表-1と部分詳細図-8-
07で相違しています。仕上表-1の仕上としてよろしいでしょうか。

仕上表-1の仕上げとします。

(意3-1､6-4､7-2､7-3図)地下外周壁回り排水溝のW寸法がB1階平面
図ではW100､矩計図-4ではW130､B1階平面詳細図-2ではW120､B1階
平面詳細図-3ではW100です。W100としてよろしいでしょうか。

W120とします。

（意-6-10図）小ﾎｰﾙ 舞台袖1､2の天井仕上げはDPC-ASとしてよろし
いでしょうか。

DPC-ASとします。
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(意3-8､6-1-2図)矩計図-1-2でB1階楽屋の設備ﾁｬﾝﾊﾞｰBOX及びﾌﾞﾗｲ
ﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽがあり、範囲がB1階天井伏図では外壁側一面となっています
が、納まり上、ｻｯｼｭ幅のみ必要としてよろしいでしょうか。

サッシュ幅とします。

(意3-8､4-2図)B1階小楽屋の天井高が仕上表-2では2,400､2,300です
が、B1階天井伏図には2,100の記入があります。2,400及び2,100として
よろしいでしょうか。

2,400および2,100とします。

(意7-1､7-3､10-10図)ｽﾛｰﾌﾟ1､2及びｺﾞﾐ庫の排水溝の仕上は部分詳細
図-10-25横断側溝に倣って防水ﾓﾙﾀﾙとしてよろしいでしょうか。

防水モルタルとします。

(意4-1､6-10､7-3図)B1階空調機械室1の仕上表で壁一部ECP-Fとあり
ますが、B1階平面詳細図-3及び断面詳細図-5より、ECP-Fは無しとし
てよろしいでしょうか。

無しとします。

(意3-8～12図)ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽの断面寸法が不明です。150X100程度とし
てよろしいでしょうか。

150×100　U-BEとします。
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(意4-1､9-1図)B1階練習場の天井高が仕上げ表-1では2,500､2,200で
すが、展開図-1では2,400です。2,500及び2,200としてよろしいでしょう
か。

2,500および2,200とします。

(意10-3図)湯沸室の流し前の壁仕上が部分詳細図-3-04で耐水合板、
GB-S､EP-Gとなっていますが、壁全面GB-S､EP-Gとしてよろしいでしょ
うか。

下地として耐水合板を見込み、GB-S、EP-Gとします。

(意6-5､8-4図)小ﾎｰﾙﾎﾜｲｴの設備BOXの仕上が矩計図-5ではDP-Uで
すが、ﾎｰﾙ部分詳細図-2-03ではU-BEです。U-BEとしてよろしいでしょ
うか。

U-BEとします。

(意7-1､11-2図)B1階荷捌場1の壁がB1階平面詳細図-1では木繊ｾﾒﾝﾄ
板-2(ｾﾞｵﾗｲﾄ)とありますが､断熱範囲図ではC木繊ｾﾒﾝﾄ板(片面ﾓﾙﾀﾙ
塗り)です。木繊維ｾﾒﾝﾄ板(片面ﾓﾙﾀﾙ塗り)としてよろしいでしょうか。

木繊維ｾﾒﾝﾄ板(片面ﾓﾙﾀﾙ塗り)とします。

(意4-1､7-1図)B1階物入B-4の仕上表が不明です。物入B-1～B-3と同
じとしてよろしいでしょうか。

同じとします。
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(意4-3､6-10図)B1階ﾋﾟｱﾉ庫2の床仕上が仕上表-3ではVS-1ですが、
断面詳細図-5より舞台袖と同じﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ-3としてよろしいでしょうか。

VS-1とします。

(意4-2､11-1図)2階機械室2等で防水範囲図で②U防水-2の場合、仕
上表でFLP-2とある場合でも、FLP-2は無しとしてよろしいでしょうか。

無しとします。

(意4-2､10-8図)2階会議室1～4の床仕上が仕上表-2ではﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ-2で
すが、部分詳細図-8-02､03ではﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ-1です。ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ-2としてよろ
しいでしょうか。

フローリング-2とします。

(意7-9､10-8図)部分詳細図-8-04に２階和室会議室に化粧柱がありま
すが、2階平面詳細図-3より化粧柱は無しとしてよろしいでしょうか。

無しとします。

(意4-2､7-6図)1階湯沸室2の床仕上が仕上表-2ではﾀｲﾙ-1ですが、1
階平面詳細図-3ではｺﾝｸﾘｰﾄ平板-2です。ｺﾝｸﾘｰﾄ平板-2としてよろし
いでしょうか。

コンクリート平板-2とします。
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(意3-7図)ﾋﾟｯﾄ平面図にて天井面断熱材吹付範囲:居室､通路部 ｳﾚﾀﾝ+
ｾﾗﾐｯｸ系t30とありますが､ｳﾚﾀﾝ+ｾﾗﾐｯｸ系のそれぞれの厚み及び､ｾﾗ
ﾐｯｸ系の同等ﾒｰｶｰ品番を御指示下さい｡

意1-15　19.9.3によります。

（意-4-3､7-9､10-8）部分詳細図－８ 詳細１０にて、小ホール調光室他
の壁仕上げが吸音ﾊﾟﾈﾙT25と記載されていますが、仕上表及び平面
詳細図ではGW t50となっています、調光室他の壁仕上げはGW t50とし
てよろしいでしょうか。

GWt50とします。

(意6-6､10-10)断面詳細図－１ 大ﾎｰﾙ客席下 DS（RAC）及びｵｰｹｽﾄﾗ
ﾋﾟｯﾄ下ピットに透水ﾏｯﾄt50と記載ありますが、詳細は部分詳細図-10詳
細07 ｽﾗﾌﾞ下湧水処理に倣うものとしてよろしいでしょうか。

部分詳細図-10詳細07 ｽﾗﾌﾞ下湧水処理にならいます。

(意4-2､6-10図)2階熱源ﾎﾟﾝﾌﾟ室の天井仕上が仕上表-2では直天です
が、断面詳細図-5よりGWt50としてよろしいでしょうか。

GWt50とします。

(意4-2図)2階物入2-2の天井高が不明です。2,400としてよろしいでしょ
うか。

H2,400とします。
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(意-5-6-1､6-11図)階段詳細図-1 ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ下の内壁仕上げに「化粧ﾊﾟ
ﾈﾙ」と記載がありますが､建具詳細図-6 ﾄｯﾌﾟﾗｲﾄ詳細図ではGB-R
12.5+12.5EPとなっています。化粧ﾊﾟﾈﾙが正の場合は仕様も併せてご
指示ください。

GB-Rt12.5+GB-Rt12.5 EPとします。

(雑金物)

下記の項目についてご指示ください。1)（意-10-11-11図)ﾕﾆｯﾄｼｬﾜｰ付
け額縁は木製･SOPとしてよろしいでしょうか2)(意-7-8図)ｷｯｽﾞ用WC ﾍﾞ
ﾋﾞｰﾍﾞｯﾄﾞ(折畳み式)のメーカー名、品番3)(意-10-6-28図)ﾌｯｸ金物の
メーカー名、品番4)(意7-10図)3階熱源機械室の階段部分手摺の仕様・
詳細

1）木製・SOPとします。2）TOTO　YKA25とします。3）特注品とします。4）意10-
11-29の手摺にならってください。

下記の項目についてご指示ください。1)(意-7-4図)音響調整室･調光室
の階段横､手摺の仕様･詳細2)(意-7-4､7-9図)音響調整室･調光室・映
写室･ﾌｫﾛｰｽﾎﾟｯﾄ室のｶｰﾃﾝ及び､ｶｰﾃﾝBOXの仕様･詳細3)(意-7-4図)
音響調整室･調光室・映写室 SW-HG4部のｽﾁｰﾙﾊﾟﾈﾙﾊﾞｯｸﾎﾞｰﾄﾞの仕
様･詳細

1）意10-8-09　多目的室の手摺にならうとします。2）カーテン：サンゲツ　ミュン
ヘン同等品とします。カーテンBOX：120×120　スチールｔ1.6加工　SOPとしま
す。3）スチールパネルｔ1.6 SOPとします。

（意6-1-1）矩計図-1-1にて、ｵｰｹｽﾄﾗﾋﾟｯﾄ壁にﾂｷ板張りＴ１２ｗ１５０と
記載ありますが、仕様、詳細をご指示下さい。

GB-Rt12.5+GB-Rt12.5 EPとします。
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下記の項目についてご指示ください。1)(意-7-1図）X9ａ-X10､Y13ａ-
Y14間のPS内 仮設床の仕様･詳細2)(意-7-1図)荷捌場1 手摺の仕様・
詳細3)(意10-10-24図)駐車場 ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ本体の寸法4)(意-7-1図)W･
MWC1の洗面台は意-10-3-23に倣ってよろしいでしょうか。

1）床用ALCt150とします。2）意10-10-32にならうとします。3）曲面角型550×
400角程度　既製品とします。4）意10-4-17にならってください。

下記の項目についてご指示ください。1)(意-7-4図) X1･Y8通りPSのｵｰ
ﾊﾞｰﾌﾛｰ管はｽﾃﾝﾚｽとしてよろしいでしょうか。2)(意-6-1-2図) X13通り､
屋上PSの水抜きﾊﾟｲﾌﾟはｽﾃﾝﾚｽとしてよろしいでしょうか。3)(意-6-5-2
図）小屋裏 床点検口600角の仕様・詳細

1）SUS100×50×ｔ3とします。2）SUS100×50×ｔ3とします。3）意6-5右上天井
点検口詳細図によります。

(意-4-1､10-4-1図)収蔵庫1･2の床仕上げは「ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ-2」としてよろし
いでしょうか。・仕上げ表 天然木(桧)T15 W120 ｻﾝﾀﾞｰ掛け乱尺張り・詳
細図 ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ-2 (ｽｸﾋﾟﾗ ﾙｰﾌﾞﾙﾊﾟﾗﾚﾙ ｶﾝﾄﾘｰ仕上げT14)

材料表のフローリング-1、-2、-3は正とし、それぞれ仕上表によります。収蔵庫
は仕上表の天然木（桧）Ｔ15　Ｗ120サンダー掛け乱尺張り　とし、フローリング-
4と呼びます。

(意6-5図)小ﾎｰﾙ客席上部 ｼｰﾘﾝｸﾞ機器置場 「点検床(通し)Ｌ900程度」
について仕様・詳細をご指示ください。

下記の項目についてご指示ください。1)(意-7-3図) 空調機械室1 ｸﾞﾚｰ
ﾁﾝｸﾞの仕様・詳細2)(意-6-5-2図) 小ﾎｰﾙ ﾎﾜｲｴ天井 ﾙｰﾊﾞｰ天井の仕
様･詳細3)(意-6-5図) 空調機械室4 天井ﾒﾝﾃﾅﾝｽ把手の仕様・詳細
4)(意-7-9図) 物入2-2 壁点検口450角の仕様･詳細

1）スチールグレーチングT-2とします。2）取止めとします。3）意10-11ギャラリー
手摺にならうとします。4）ダイケン壁点検口WE60JK同等品としてください。
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(意-1-25､10-11-1図)大･中楽屋内 更衣ﾌﾞｰｽの詳細がありますが､工
事区分表-2では「移動型ﾌｯﾃｨﾝｸﾞﾌﾞｰｽ」は別途工事となっています。 建
築工事・別途工事の何れでしょうか。

建築工事です。

(意-7-1､7-3､10-11-16図)小楽屋･控室1､2の洗面ｶｳﾝﾀｰの詳細図が
有りますが､平面詳細図ではｶｳﾝﾀｰの記載がありません（洗面器のみ）
洗面ｶｳﾝﾀｰは詳細図により必要としてよろしいでしょうか。又、上記洗
面ｶｳﾝﾀｰ部分の鏡は意-10-3-23 既製鏡としてよろしいでしょうか。

洗面カウンターは必要です。意10-11-16により、全面鏡とし照明用加工としま
す。

(意-8-3-25､8-4、8-5図)上記質疑の設備ﾎﾞｯｸｽについて、小ﾎｰﾙ舞台
W280・客席W200と詳細図に記載されていますが、天井伏図･詳細図に
記載がありません。無しとしてよろしいでしょうか。

(意-6-8､10-11-20図)大ﾎｰﾙ舞台上部 ｷﾞｬﾗﾘｰ手摺についてH寸法・詳
細は断面詳細図を正としてよろしいでしょうか。・断面詳細図-3 H1100
横桟2段・部分詳細図-11 H900 横桟1段

断面詳細図を正とします。

(意-8-2､8-3-25図)大ﾎｰﾙ天井の設備ﾎﾞｯｸｽについてW寸法は250とし
てよろしいでしょうか。・天井伏図 W250・詳細図 W280

大ホールおよび小ホール舞台はＷ280とし、小ホール客席はＷ200とします。
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(意-6-1-1図)大ﾎｰﾙ客席部 投光ｽﾍﾟｰｽの鉄部はDP-Uとしてよろしい
でしょうか。又、タラップの仕様は意-10-1-25に倣ってよろしいでしょう
か。

SOPとします。タラップの仕様は意-10-1-25にならうとします。

(意-10-11-20､構4-9図)上記質疑のｷﾞｬﾗﾘｰ床仕上げについて､ｴｷｽﾊﾟ
ﾝﾄﾞﾒﾀﾙを正としてよろしいでしょうか。・構造図 ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾒﾀﾙ・部分詳細
図-11 PL-6の上ﾆｰﾄﾞﾙﾊﾟﾝﾁｶｰﾍﾟｯﾄ

当該ギャラリー部のエキスパンドメタルはスチールＰＬ-3.2と読み替え、ＮＰＣ仕
上げとします。

(意-6-12､6-16-01図)階段2･4･5･6の壁付き手摺の仕様は階段詳細図
の補助手摺部分(竹集成材)と同じとしてよろしいでしょうか。

同じとします。

(意-10-10-32､10-11-29図)下記の手摺について使用場所が不明で
す。ご指示ください。・部分詳細図-10 32.手摺・部分詳細図-11 29.舞台
回り階段手摺

・部分詳細図-10 32.手摺　→　特記なき手摺とします。・部分詳細図-11 29.舞
台回り階段手摺　→　鉄骨階段手摺（空調機械室3,4）とします。

(意-7-4､10-11-32図)中継ｹｰﾌﾞﾙ口の寸法は450角としてよろしいでしょ
うか。・平面詳細図 450角・部分詳細図 300角

450角とします。
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(意-7-4､10-3-4図)1階ﾋﾞｭｯﾌｪの流し台･吊戸棚は部分詳細図-3に倣っ
てよろしいでしょうか。

適用外です。

（意-10-5-19図）床空調吹出しﾘﾀｰﾝBについて、員数が不明です。ご指
示ください。

１階　5ヶ所、３階　5ヶ所とします。

(意-10-6-07図)屋内ﾍﾞﾝﾁの員数が詳細図では20ヶ所とありますが、平
面図では19ヶ所です。 19ヶ所としてよろしいでしょうか。

20ヶ所とします。

（意-10-6-05図）壁付きﾍﾞﾝﾁについて形状・寸法が記載されています
が､下記のﾍﾞﾝﾁについて使用場所が不明です。無しとしてよろしいで
しょうか。・2200×500､ ・3780×500～800(L型) ・8460×500上記と異な
る寸法のﾍﾞﾝﾁは平面詳細図に倣ってよろしいでしょうか。

本工事に含みます。使用場所は現場にて決定とします。また、寸法が異なる場
合は平面詳細図を正とします。

(意-7-9､10-3-4図)2階湯沸室3の流し台寸法はL1500としてよろしいで
しょうか。・平面詳細図 Ｌ1200・部分詳細図 L1500

Ｌ1200とします。
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(意-10-1-25図)ﾀﾗｯﾌﾟの詳細について下記の内容をご指示ください。1)
内部ﾀﾗｯﾌﾟは防錆塗装の上SOPとしてよろしいでしょうか。2)「B」ﾀﾗｯﾌﾟ
の使用場所が不明です。3)「C」ﾀﾗｯﾌﾟのH寸法は意-6-7図よりH2500と
してよろしいでしょうか。

1）防錆塗装の上SOPとします。2）空調機械室4のタラップとします。3）Ｈ2500と
します。

上記質疑の続きです。4)「D」ﾀﾗｯﾌﾟのH寸法は意-7-13図よりH4200とし
てよろしいでしょうか。5)「G」ﾀﾗｯﾌﾟのH寸法は意-6-5図よりH4050として
よろしいでしょうか。6)員数16ヶ所の内訳が不明です。

4）Ｈ4200とします。5）タラップＧは意6-5 小ホールホワイエ上部の室外機置場
のタラップとし、Ｈ3,000とします。6）適用外とします。

(意-7-2､10-7-7図)駐車場のｺｰﾅｰｶﾞｰﾄﾞは意-10-7-7図に倣ってよろし
いでしょうか。その場合、H2000としてよろしいでしょうか。

駐車場のコーナーガードは意10-7-7にならうとします。駐車場以外は天井高ま
でとします。

(意-7-5図)Y7､X8～10間の吹抜け部分に「ﾏﾁｶﾈﾜﾆ設置位置」と記載が
ありますが、本工事に含まれる内容が御座いましたらご指示下さい。
(取付け金物等）

現場にて調整とします。アンカーボルトＭ20を20ヶ所見込むとします。

(意-7-5､11-4図）昇降路断面図1階に「ｶﾞﾗｽ手摺H2100」と記載があり
ますが、平面詳細図には記載がありません。必要としてよろしいでしょ
うか。又、ｶﾞﾗｽ手摺の詳細をご指示ください。

適用外です。
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(意10-3-29図)防護柵の材質･仕上げがｽﾃﾝﾚｽとｽﾁｰﾙDP-Uとで異な
ります。ｽﾁｰﾙを正としてよろしいでしょうか。

スチールDP-Uとします。

(ｻｲﾝ)

(意-10-10-15図)ｸﾞﾘｰｽﾄﾗｯﾌﾟ耐火型の詳細について員数が不明です。
ご指示ください。

適用外とします。

(意7-8､10-9図)Y6･X10a-X11間の展示ｹｰｽについて､ｶﾞﾗｽ扉の姿図
(枚数･開き勝手）が不明です。（W2500程度） ご指示ください。

(意-10-10-12図)ｽﾃﾝﾚｽ製吊会所耐火型の詳細について員数が不明
です。ご指示ください。

8ヶ所とします。
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(意-11-9図、意-11-11図）下記のｻｲﾝの員数について､ｻｲﾝﾘｽﾄを正と
してよろしいでしょうか。
ｻｲﾝﾘｽﾄ　　ｻｲﾝ詳細図
SH-6　　　　23か所　　　14か所(図示4か所＋図示以外10か所)

サインリストを正とします。

(意-11-11図）ﾎｰﾙ誘導ｻｲﾝの員数は25か所となっていますが、W630
×H1502段とW630×H1000のそれぞれの員数が不明です。それぞれ
の員数をご指示ください。

W630×H150 2段を10個、W630×H1,000を15個とします。

(建具)

(意-11-9図、意-11-10図）下記のｻｲﾝの員数について､ｻｲﾝﾘｽﾄを正と
してよろしいでしょうか。
ｻｲﾝﾘｽﾄ　　ｻｲﾝ平面図　　ｻｲﾝ詳細図
S-1B　　　143か所　　　142か所　　　144か所
S-7A　　　　16か所　　　 11か所 20か所
S-7E　 　　 　8か所　　　 8か所 7か所

サインリストを正とします。

(意-11-9図、意-11-10図）下記のｻｲﾝの員数について､ｻｲﾝﾘｽﾄを正と
してよろしいでしょうか。
ｻｲﾝﾘｽﾄ　　ｻｲﾝ平面図
S-1C　　　106か所　　　104か所
S-6　　　　　5か所 　　　4か所

サインリストを正とします。
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上記質疑で､特記仕様書の内容とする場合は､「枠見込100」と「枠見込
125」の使い分けをご指示下さい。

上記の通りとします。

(意-1-10､5-13図)重量ｼｬｯﾀｰ(SS)の仕様が下記の様にあります､○印
の内容としてよろしいでしょうか。×特記仕様書-9 屋外 ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ･まぐ
さ･座板 ｽﾃﾝﾚｽ 屋内 ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ ｶﾞｲﾄﾞ部分をｽﾃﾝﾚｽ､見掛りを鋼製焼付
け塗装

○印の内容とします。

上記質疑の続きです。○建具表-6 ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ ｽﾃﾝﾚｽHL､まぐさ･座板 ｽ
ﾃﾝﾚｽA-BE

○印の内容とします。

(意-1-9図)特記仕様書-8 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具AWは「遮音性T-2」として､よ
ろしいでしょうか。

遮音性Ｔ-2とします。

(意-1-9､5-6図)AW･AGの枠見込が下記の様にあります､○印の内容と
してよろしいでしょうか。×特記仕様書-8 枠見込100･125○建具詳細
図-6 枠見込70

○印の内容とします。
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(意-3-2､5-11図)1階平面図 Y13b～14通り･X7～7a間(EPS)の扉の建
具符号が「SD-HG6a」とありますが､建具表より「SD-HG6」と読み替えて
よろしいでしょうか。

SD-HG6とします。

(意-5-1図)建具共通事項･建具詳細図-1 共通事項(追記)に「強化ｶﾞﾗｽ
部には全て飛散防止ﾌｨﾙﾑ張りとする。特記なき限り FM2とする。」とあ
りますが､「耐熱ｶﾞﾗｽ(FK)」にも必要としてよろしいでしょうか。

必要とします。

(意-5-8図)建具表-1 SW-G9のｶﾞﾗｽが「FL8､TP8」の2種類ありますが､
使い分けは下記の内容としてよろしいでしょうか。･TP8 → 片引き窓+
袖嵌殺し窓･FL8 → 上部ﾗﾝﾏ嵌殺し窓

･TP8 → 片引き窓+袖嵌殺し窓･FL8 → 上部ﾗﾝﾏ嵌殺し窓　　　　　　とします。

(意-5-3､5-8図)建具詳細図-3 21鋼製窓のSW-G3に「防火戸煙感知器
連動閉鎖装置 天井設置電動ﾚﾘｰｽﾞ付」とありますが､建具表に記載が
ありません。建具詳細図を正とし、「防火戸煙感知器連動閉鎖装置 天
井設置電動ﾚﾘｰｽﾞ付」として宜しいでしょうか。

防火戸煙感知器連動閉鎖装置 天井設置電動ﾚﾘｰｽﾞ付とします。

(意-1-9､1-11図)ｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ(SW-G4､SW-HG2)の性能はｱﾙﾐﾆｳﾑ製建
具に倣い､「耐風圧性能 S-5､気密性能 A-4､水密性能 W-5」として､よ
ろしいでしょうか。

耐風圧性能 S-5､気密性能 A-4､水密性能 W-5とします。
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(意-5-9図)建具表-2 SW-HB4他のｶﾞﾗｽが「FL12､A6､FL8」と記載あり
ますが､「FL12+A6+FL8」の複層ｶﾞﾗｽとしてよろしいでしょうか。

複層ガラスとします。

(意-5-9図)建具表-2 SW-HB1の「合せｶﾞﾗｽ TP15+TP15」､SW-HG7の
「複層ｶﾞﾗｽ TP15+A6+TP12」の強化ｶﾞﾗｽの合せｶﾞﾗｽや複層ｶﾞﾗｽには､
「飛散防止ﾌｨﾙﾑは不要」としてよろしいでしょうか。

合せガラスは必要なしとします。複層ガラスの場合は室内フィルム張りとしま
す。

(意-5-9図)建具表-2 WW-S1(木製窓)の「樹種、仕上」をご指示下さい。 スプルス、OSUCとします。

(意-5-2､5-12図)建具表-5 LD-1･LD-1a･LD-3のｶﾞﾗｽ及びｶﾞﾗﾘ寸法が
建具詳細図-2で不明です。W、H寸法をご指示下さい。

LD-1 W100×H1,900LD-1a W100×H2,100LD-3 W100×H1,900　　とし、すべて
ガラスとガラリのH割合は半々とします。

(意-5-8図)建具表-1 SW-S12の扉上部は「ﾌﾗｯｼｭﾊﾟﾈﾙ」として､よろしい
でしょうか。

フラッシュパネルとします。
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(意-5-12図)建具表-5 TL-1～9のﾄｯﾌﾟﾗｲﾄは全て「防火設備」として、よ
ろしいでしょうか。

屋根30分耐火仕様とします。

(意-5-13図)建具表-6 AGのｶﾞﾗﾘは「固定(AG-B2の上段ｶﾞﾗﾘは片開き､
AG-R1は両開き)」として､よろしいでしょうか。

固定(AG-B2の上段ｶﾞﾗﾘは片開き､AG-R1は両開き)とします。

(意-5-6､5-12図)建具表-5 AW-R1～R3の備考に「前面ｱﾙﾐﾌﾗｯｼｭﾊﾟﾈﾙ
ｔ2.0 U-BE」とありますが､建具詳細図-6より「ｱﾙﾐﾌﾗｯｼｭﾊﾟﾈﾙ 外部側ｔ
2.5､内部側t2.0 ｱﾙﾏｲﾄﾌｯ素(ﾒﾀﾘｯｸ)」としてよろしいでしょうか。

ｱﾙﾐﾌﾗｯｼｭﾊﾟﾈﾙ 外部側ｔ2.5､内部側t2.0 ｱﾙﾏｲﾄﾌｯ素(ﾒﾀﾘｯｸ)とします。

(意-3-4､5-13図)建具表-6 AG-HM7に防火設備の記載はありません
が､3階平面図の空調機械室6(X1通り･Y7a～8間)の「1か所のみ防火設
備」として、よろしいでしょうか。

空調機械室6のAG-HM7は防火設備とします。

(意-5-13図)建具表-6 AG-B3の備考に「FD付(設備工事)」とあります
が､「防火設備」と記載のあるｶﾞﾗﾘにも必要として、よろしいでしょうか。

必要とします。

87/204



108

109

110

111

112

(意5-6､5-12図)建具詳細図-6 03で外倒し窓のｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙが断熱ﾊﾟﾈﾙで
裏面結露防止材吹付は無しですが、建具表AW-R1,2,3は、前面ｱﾙﾐﾌ
ﾗｯｼｭﾊﾟﾈﾙt2.0裏面制震材吹付t5GW充填とあります。建具表の制震材
吹付及びﾊﾟﾈﾙの仕様が不明な為、建具詳細図を正としてよろしいで
しょうか。

イーディケル Ｍ-3000 t5の上、グラスウール充填32㎏/㎥とし、建具表を正とし
ます。

(意-5-8､7-5図)建具表-1 SW-G1のW寸法を平面詳細図より下記の様
に読み替えて、よろしいでしょうか。･W2,340 →　W1,960

建具表を正とします。

(意-5-13､7-1､7-5図)建具表-6 ｼｬｯﾀｰのW寸法を平面詳細図より下記
の様に読み替えて、よろしいでしょうか。･SS-G1 W2,340 → W1,960･
SS-G2 W2,340 → W1,960･SS-HB2 W3,400 → W3,250･SS-HB3
W3,400 → W3,250

建具表を正とします。

(意5-1､5-2図)建具共通事項･建具詳細図-1 共通事項(追記)の1.外部
建具に「枠回りは現場発泡吹付断熱材充填し､枠回りは､二重ｼｰﾘﾝｸﾞを
施す。」とありますが､該当する建具は建具詳細図-2の「01 外部扉
(AT)」のみとしてよろしいでしょうか。

該当建具は建具詳細図-2の01 外部扉(AT)とします。

(意-3-5､5-12図)建具表-5でTL-9は900×16+775の17連ですが、意3-
5平面図では、12連です。建具表を正として宜しいでしょうか。

建具表を正とします。
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(意-1-16図)22章 舗装工事の3節 路盤の22.3.5試験､「a.路盤の締固め
度試験 *行う」と有りますが､箇所数が不明です。御指示下さい。

2ヶ所とします。

(外構)

(意-1-16図)22章 舗装工事の2節 路床の22.2.2､a路床 「1)遮断層 *路
床土の設計CBR値が2.0以下の場合は､厚さ150mmの遮断層を設け
る。」と有りますが､舗装の場所及び､範囲が不明です。詳細を御指示
下さい。

自動車切込み部、搬出入動線等、車両通行が考えられる範囲全域とします。
（ＣＢＲ値2.0以下の場合）

(意-1-16図)22章 舗装工事の2節 路床の22.2.2､a路床「4)路床安定処
理 ○行う」と有りますが､仕様､舗装の場所及び､範囲が不明です。詳
細を御指示下さい。

上記範囲とします。（ＣＢＲ値2.0以下の場合）

(意-1-15図)20章 ﾕﾆｯﾄ及びその他の工事､5節 敷地境界石標 *ｺﾝｸﾘｰ
ﾄﾌﾞﾛｯｸ既製品の設置数量を御指示下さい。

L=80mとします。
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(意-10-10図､意-12-1図)意10-10図に12 ｽﾃﾝﾚｽ製吊会所耐火型(既
製品)二重蓋の詳細図が有りますが､意12-1図の02-1 汚水会所ﾘｽﾄ及
び､02-2 会所ﾘｽﾄの吊会所の仕様は､全て意12-1図の04 吊会所として
宜しいでしょうか。

雨水の吊会所は意12-1-04とし、汚水の吊会所は意10-10-12とします。

(意-12-1図)04 吊会所の下記について御指示下さい。1)会所の平面寸
法は600角として宜しいでしょうか。　　(桝深さ0.95～2.260)2)RC壁及び
底盤の厚みは120として宜しいでしょうか。3)RC部分の配筋はD10@200
ﾀﾃﾖｺｼﾝｸﾞﾙ､端部1-D13として　宜しいでしょうか。

1）600角とします。2）120とします。3）D10@200ﾀﾃﾖｺｼﾝｸﾞﾙ､端部1-D13とします。

(意-1-24図)工事区分表のその他の植栽工事が○建築と有りますが､
意-12-1図他に植栽計画図が見当りません､今回は別途工事として宜
しいでしょうか。外構工事に含まれる場合は､植栽計画図を御指示下さ
い。

別途工事とします。

(意-11-10図)ｻｲﾝ計画図-2の21案内ｻｲﾝ(埋込)のRC基礎(W500×
H350)の長辺方向の寸法はL800程度として宜しいでしょうか。又､地業
は捨てｺﾝｸﾘｰﾄT50､再生砕石T100として宜しいでしょうか。

L=1,000とします。地業は捨てｺﾝｸﾘｰﾄT50､再生砕石T100とします。

(意-12-1図)02-2 会所ﾘｽﾄの備考欄が空白部分は､05雨水桝､06雨水
桝として宜しいでしょうか。又､桝深さ寸法が0.85未満は､05雨水桝､桝
深さ寸法が0.85以上は､06雨水桝として宜しいでしょうか。

会所ﾘｽﾄの備考欄が空白部分は､05雨水桝､06雨水桝として、桝深さ寸法が
0.85未満は､05雨水桝､桝深さ寸法が0.85以上は､06雨水桝とします。
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(意-12-1図)凡例の排水管 SGPがｺﾝｸﾘｰﾄ排水管(ﾋｭｰﾑ管)となってい
ますが､配管用炭素鋼鋼管(SGP)として宜しいでしょうか。

配管用炭素鋼鋼管(SGP)とします。

(意-12-1図)01 外構平面図､排水管VPの土中部分は､砂基礎360°巻
きとして宜しいでしょうか。

砂基礎360°巻きとします。

(意-12-1図)01 外構平面図､建物内の吊会所間の排水管で凡例記号
及び径の記載が無い部分は、SGPφ 150として宜しいでしょうか。　　(吊
会所A-h1～A-f間､A-h2～A-h3～A-h間､他)但し､吊会所A-1～A-m～
雨水抑制槽間は､SGPφ 250として宜しいでしょうか。

SGPφ 200とします。吊会所A-1～A-m～雨水抑制槽間は､SGPφ 250としま
す。

(意-12-1図)02-2 会所ﾘｽﾄの合流会所(組立ﾏﾝﾎｰﾙ)の備考欄に､意
12-3-1参照と有りますが､意12-2-1参照又は､意12-2-2図01A-A断面
詳細図参照と読替えて宜しいでしょうか。

意12-2-1参照又は､意12-2-2図01A-A断面詳細図参照と読替えとします。

(意-12-1図)02-2 会所ﾘｽﾄの下段に､・A 格子蓋(集水枡用)とあります
が､仕様はｽﾁｰﾙ溶融亜鉛ﾒｯｷ､細目､ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾌﾟとして宜しいでしょう
か。

ｽﾁｰﾙ溶融亜鉛ﾒｯｷ､細目､ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾌﾟとします。
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(意-10-2図､意-12-1図)意12-1図､上記の誘導ﾌﾞﾛｯｸは､意10-2図13
誘導用床材・注意喚起用床材のCｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ(突起付ｲﾝﾀｰﾛｯｷ
ﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ300×300)として宜しいでしょうか。

意10-2図13 誘導用床材・注意喚起用床材のCｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ(突起付ｲﾝ
ﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ300×300)とします。

(意-12-1図､意-12-2-4図)01 外構平面図､南側の地被類A[斜線部]が､
意12-2-4図 01 G-G断面詳細図では､ｺﾝｸﾘｰﾄ平板舗装(歩道用)となっ
ています。地被類Aと記載部分はｺﾝｸﾘｰﾄ平板舗装(歩道用)として宜し
いでしょうか。地被類Aの場合､本工事に含む場合は仕様､詳細を御指
示下さい。

地被類Ａとし、別途工事とします。

(意-12-1図)01 外構平面図､新設建物南東隅に､縁石Aの記載が有りま
すが､設置範囲が不明です。範囲を御指示下さい。

NO.113の員数を見込むこととします。

(意-12-1図)01 外構平面図､北側､西側､南西側のｺﾝｸﾘｰﾄ平板舗装他
部分に記載の会所及び､排水管の表示が重なって判読できません。排
水計画図のみを御指示下さい。

別添の「別図-①雨水ルート図」参照とします。

(意-12-1図)01 外構平面図､北側ｱｸｱ文化ﾎｰﾙ(既設)部分に誘導ﾌﾞﾛｯｸ
撤去と誘導ﾌﾞﾛｯｸ新設と記載されていますが､図面より判読できませ
ん。詳細図面を御指示下さい。

別添の「別図-②誘導ブロック撤去新設図」参照とします。
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134

135

136

(意-4-1図､意-12-2-1図)意4-1図材料表のｺﾝｸﾘｰﾄ平板-1とｺﾝｸﾘｰﾄ平
板-2と有りますが､意12-2-1図の01～03ｺﾝｸﾘｰﾄ平板舗装の材料は下
記として宜しいでしょうか。・01ｺﾝｸﾘｰﾄ平板舗装(車道部)・・・・・・・ｺﾝｸﾘｰ
ﾄ平板-2・02､03ｺﾝｸﾘｰﾄ平板舗装(歩道部)・・・・ｺﾝｸﾘｰﾄ平板-1

すべてコンクリート平板-1とします。

(意-12-2-1図)01ｺﾝｸﾘｰﾄ平板舗装(車道部)､04ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ舗装
(車道部)及び､ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装(車道部)の土間ｺﾝｸﾘｰﾄ内の溶接金網はφ
6-150×150として宜しいでしょうか。

溶接金網はφ 6-150×150とします。

(意-12-2-1図)ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装(車道部)の表面仕上げは､ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝仕
上げとして宜しいでしょうか。

ｺﾝｸﾘｰﾄ金鏝仕上げとします。

(意-12-1図､意-12-2-7図)01 外構平面図に記載のU-150 U字側溝は
全て､意12-2-7図02改修後平面図に記載のｽﾃﾝﾚｽ溝蓋として宜しいで
しょうか。又､溝蓋はｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ細目､ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲﾌﾟ､T-2として宜しいで
しょうか。

スチール細めグレーチング、ノンスリップタイプとします。

(意-12-1図)01 外構平面図､新設建物東側及び､南東側の白地部分
は､真砂土敷きT100程度の整地として宜しいでしょうか。

真砂土敷きT100程度の整地とします。

93/204



137

138

139

140

141

(意-6-4図､意-12-2-1図)意12-2-1図､19 砂利舗装の厚みが100と有り
ますが､意6-4図01矩計図では伊勢ごろた石100φ ～150φ となってい
ます､厚100として宜しいでしょうか。

厚150を正とします。

(意-12-1図､意-12-2-1図)意12-2-1図､20 手摺(車歩道境界用)の設置
範囲が､意12-1図01 外構平面図で判読が出来ません。新設配置図を
御指示下さい。

別途工事とします。

(意-12-1図)凡例の縁石A､B､Cと有りますが､Cが01 外構平面図に見
当りません､今回は無しとして宜しいでしょうか。必要な場合は設置場
所及び､縁石Cの仕様､詳細図を御指示下さい。

無しとします。

(意-12-2-1図)22 横断側溝(車路)のｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋は普通目､ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟﾀｲ
ﾌﾟとして宜しいでしょうか。

細目ノンスリップタイプとします。

(意-12-2-1図)11 縁石B(雑割石)の石の種類を御指示下さい。 花崗岩とします。
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143

144

145

146

(意-12-1図､意-12-2-2図)意12-2-2図､02 B-B断面詳細図の建物内
1F床仕上げが[ﾃﾞｯｷ]と有りますが､意12-1図 01 外構平面図のB-B断
面部は､凡例でｺﾝｸﾘｰﾄ平板舗装(歩道用)となっています。ｺﾝｸﾘｰﾄ平板
舗装(歩道用)として宜しいでしょうか。

コンクリート平板舗装とします。

(意-12-2-3図)03 F-F断面詳細図､1F砂利舗装(t=100)の(X17)通り端部
のｽﾁｰﾙｴｯｼﾞ2の厚み及び､詳細図を御指示下さい。

スチールエッジは取止めとします。

(意-12-2-4図)01 G-G断面詳細図､本体建物(X17)通り南側の擁壁の
下記について御指示下さい。1)RC基礎の断面巾寸法はW2,500として
宜しいでしょうか。2)擁壁の地上部立上り壁は､化粧CB-1(意4-1図材
料表)として　宜しいでしょうか。3)水抜き穴120□の仕様を御指示下さ
い。

1）W15,000とします。2）左記の通りとします。3）60φ とし、VP60打込みとします。

(意-12-2-4図)01 G-G断面詳細図､既設ﾎﾞｯｸｽｶﾙﾊﾞｰﾄ(残置)端部のｺﾝ
ｸﾘｰﾄ擁壁(新設)L=3300の配筋はD13@200ﾀﾃﾖｺﾀﾞﾌﾞﾙ､端部2-16として
宜しいでしょうか。

D16@200　縦横ダブルとします。

(意-12-2-3図)03 F-F断面詳細図､1F砂利舗装(t=100)の下地ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ
立体網状形成形品(t=80､50､30)の同等ﾒｰｶｰ､品番を御指示下さい。

新光ナイロン　ヘチマロン同等品とします。
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148

149

150

151

(意-12-2-4図)02 H-H断面詳細図､階段下のU字側溝ｽﾃﾝﾚｽ溝蓋付
は､U-150として宜しいでしょうか。

U-150とします。

(意-12-2-5図､意-12-2-6図)意12-2-5図 02 道路切下げ-3部詳細図
のA-A断面詳細図及び､意12-2-6図 01 道路切下げ-4部詳細図のB-B
断面詳細図の(Y1)通り地下外壁に記載の通水ﾏｯﾄt30の設置範囲及
び､長さを御指示下さい。又､通水ﾏｯﾄの同等ﾒｰｶｰ､品番を御指示下さ
い。

いずれも取止めとします。

(意-12-2-7図)02 改修後平面図､新設擁壁の下記について御指示下さ
い。1)擁壁上部の新設手摺H=1,300の仕様､詳細図を御指示　下さい。
2）地業は､捨てｺﾝｸﾘｰﾄT50､再生砕石T100として宜しいで　しょうか。3)
擁壁の仕上は化粧打放しの上 RE-Tとして宜しいでしょうか。

1）意6-16　屋上テラス手摺　同仕様とします。（見切材 FB19×50より上の部
分）2）左記の通りとします。3）DPC-ASとします。

(意-12-2-7図)01 I-I断面詳細図の手摺:RC製 H=1,200 化粧打ち放しの
上RE-Tの場所を御指示下さい。(意12-2-7図では､新設手摺H=1,300と
なっています。)

上記回答を正とします。

(意-12-2-5図､意-12-2-6図)意12-2-5図 02 道路切下げ-3部詳細図
のA-A断面詳細図及び､意12-2-6図 01 道路切下げ-4部詳細図のB-B
断面詳細図の(Y1)通り地下外壁に記載の通水管φ 200の設置範囲及
び､長さを御指示下さい。又､通水管φ 200の仕様を御指示下さい。

いずれも取止めとします。
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153

154

155

156
意13-6、意13-7-1、意匠13-7-2（仮設計画図-1～3）は、指定仮設と考
えて宜しいでしょうか？また指定の場合、ｼｰﾄﾊﾟｲﾙ以外は存置してよい
と考えて宜しいでしょうか？

指定仮設ではないが同等以上の性能を確保することとします。シートパイル以
外は存置として構わないが、インフラ・外構・雨水排水計画等と干渉する部分に
ついては撤去します。

(意-12-2-1図)図面下部欄に､「*現地調査を行い､CBR値≧5以下の場
合は､監理者と協議の上､地盤改良を行うことにする。」と有ります。現
時点では別途工事として宜しいでしょうか。含む場合は､地盤改良の仕
様、範囲､詳細を御指示下さい。

現時点では別途工事とします。

(意-3-2図)1階平面図､南西側ｽﾛｰﾌﾟ2の乗入れ口の道路境界線に､自
立型ｶｰﾌﾞﾐﾗｰ(1面鏡)が2か所設置されていますが､詳細が不明です。
詳細図を御指示下さい。

(意-12-1図～意-12-2-8図)外構のｺﾝｸﾘｰﾄ強度は特記なき限り､下記と
して宜しいでしょうか。1) 捨てｺﾝｸﾘｰﾄ　FC18　S152) 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ
FC18　S153) 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ　FC18　S154) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ　FC21　S15

1) 捨てｺﾝｸﾘｰﾄ　FC18　S152) 土間ｺﾝｸﾘｰﾄ　FC18　S153) 無筋ｺﾝｸﾘｰﾄ　FC18
S154) 鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ　FC21　S15特記なき限り上記とします。

(意-1-1図～意-1-24図)植栽工事が工事概要書では､別途工事 工事
区分表では､建築工事となっています｡別途工事と考えて宜しいでしょう
か｡

別途工事とします。

97/204



157

158
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豊中市告示第64号 件　　　　名
No

Ｈ25年5月議会を予定しています。

計画通知(確認申請)の現況と見通しについて､御教示下さい｡ 工事着手までに計画通知完了のスケジュールで調整中。

質疑事項 回　　　　答

（仮設）

告示番号 （仮称）豊中市文化芸術センター建設工事

前回質疑・回答書【4.8-situgikaitou-bungei】

意13-13（市民会館既設杭撤去範囲図）で、斜線のない既設ﾌｰﾁﾝｸﾞは
存置してよいと考えて宜しいでしょうか？
また、新設杭及びﾌｰﾁﾝｸﾞに構造図との食い違いがありますが、
引き抜く既存杭に変更はないのでしょうか？

斜線のない既設フーチングは存置とします。図示の数量を見込むものとしま
す。

掘削に伴い地下水の排水が発生しますが、その際の下水道使用料金
は施工者負担でしょうか？別途と考えて宜しいでしょうか？

施工者負担とします。

議会承認の予定時期について､御教示下さい｡
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2

3

4

5

工事着手前に計画通知が完了している予定です。

意１－２　１．一般共通事項　７．室内空気中の化学物質の濃度測定意
１－１７　２７章シックハウス対応について化学物質濃度測定の対象
室、測定箇所数等をご指示ください。

居室15室を対象とします。測定箇所は1室につき6カ所程度とします。

意１－２　１．１．３　官公署その他への届出手続等について法定検査
（豊中市文化財検査）とありますが、埋文調査に関する協議内容および
実施状況をお教え下さい。また届出手続き等は見積に含むものとしま
すが、埋蔵文化財調査については別途としてよろしいいでしょうか。

埋蔵文化財調査は完了しており、再調査の必要はありません。

意１－３図　１．３．５　ｂ．施工条件について、「あり」と記載され、豊中
市とスケジュールについて協議調整を行うとありますが、具体的な内容
をご教示ください。

工事期間中の一時期において西側道路において近接工事が発生するため搬
入路の取り方など一部施工計画上の調整が必要となります。

意１－３　１．２．３　ｅ．　5）先行施工について設計図による（その他ブ
ロック検討用は見本施工（意匠検討含む）とする）とありますが、先行施
工する範囲をご指示ください。

目的は化粧CBの施工確認とし、施工計画の上目地管理、まぐさRC部取り合い
確認、アクアシールの状況確認などとしてください。場所はB1階のCB壁面の一
部とし、施工者との協議により詳細決定とします。

意１－１　３．確認申請関連事項等について工事着手時には、確認申
請が受理されているものとしてよろしいでしょうか。
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7
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10

土壌汚染の分析調査はありません。

意１－４図　１．７．９　ｃ．完成引き渡し後の検査・調査について設備水
槽や設備ガラリの機能確認を行い、臭い状況や空気環境についての
運転実績調査を行うことになっていますが、各関係設備工事請負者が
行うものとし、建築工事には含まないと考えてよろしいでしょうか。

建築工事には含みません。

意１－４図　２．１．４工事用電力、上下水道について有償にて既存施
設を利用できるとありますが、供給位置、費用等をご指示ください。

電気は工事用電源を別途引き込むものとします。上下水については既存インフ
ラの付替えを行うことで利用可とします。費用は別途協議とします。

意１－４図　監理者事務所、請負者事務所について監理者事務所35
㎡、会議室60㎡（請負業者と共用可）、休憩室更衣室10㎡、請負者事
務所160㎡とありますが、別途工事である設備業者の作業員休憩所等
は考慮する必要はないとしてよろしいでしょうか。

請負者の休憩室、設備業者の作業員休憩室等は各々の工事区分ごとに請負
者の判断で任意設置とします。

意１－２２図　１．３．５　ｂ．施工条件について工事中は敷地内アクア文
化ホールを使用するとありますが、アクアホール南側は第三者の通行
はないものとし、工事範囲内として使用できるものと考えてよろしいで
しょうか。

避難経路（ｗ1,500）のみ確保し残りは工事ヤードとして利用可とします。

意１－３図　１．３．９　c．　汚染土壌について「あり」となっていますが、
意１－２３図　５章　５．１．３　ｃ．土壌汚染の分析調査は実施しない（対
象外）となっています。土壌汚染については、ないものとしてよろしいで
しょうか。
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12

13

14

15

構１－２図　６．１．３　a．コンクリートの種類についてフロー60cm指定
の場合、流動化コンクリートまたは高流動（高強度）コンクリートが想定
されます。どちらの場合もセメント量が少ない場合、フロー確保が困難
となります。必要フロー60cmを確保するためには、一般的にはセメント
量を480kg／m3以上とする必要があるので、発注するコンクリートは高
強度コンクリートと考えて宜しいでしょうか。

高強度コンクリートとします。

意１２－２－２図、意１２－２－４～６図　各断面詳細図中の農業用水路
について、（撤去済み）の記載があるものとないものがあります。存在
する範囲をご指示ください。

X1～X17西側敷地境界沿い敷地内に通しで埋設されており、X13通り付近で公
共下水本管に接続を本工事として見込み、以降水下エリアの既設管（～X17）
の撤去も見込むものとします。

意１３－２図　解体撤去範囲図－２について既設ボックスカルバートお
よび下流管路保存とありますが、詳細な図面がありません。新築範囲
および必要な山留めとは干渉しないものと考えてよろしいでしょうか。

新築範囲との干渉はないものとします。仮設計画との干渉も原則ないものとす
るが、芦田ヶ池からの出口付近にて土留め等との干渉の有無は、工事着手後
すみやかに測量を行い確認すること。

意１３－６図、１３－７－１図、１３－７－２図仮設計画図については、指
定仮設ではなく、参考図と考えてよろしいでしょうか。

指定仮設ではないが同等以上の性能を確保します。

意１３－１３図既設杭撤去範囲図において、新設杭およびフーチングが
構造図と食い違います。既設杭撤去範囲をご指示ください。

図示の撤去数量を見込みます。
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17

18

19

20
近隣家屋調査について、範囲、内容等想定されていましたらご指示くだ
さい。

家屋事前調査・事後調査とも別途工事とします。

構１－２図　６．３．５混和材料番号３　ＲＭ壁充填コンクリートに関して、
収縮低減剤の使用が指定されています。ＪＩＳ規格適合製品となりませ
んが、よろしいいでしょうか。

RM造において打込み型枠・鉄筋・コンクリートを含んだ鉄筋コンクリート組積壁
全体でJIS指定となるため問題ありません。

構１－２図　６．４．４計画調合試し練りで乾燥収縮率の測定を行うとあ
りますが、生コン工場で実施される試験を代替として、よろしいでしょう
か。

図面に示す通りとします。

計画地の地質調査資料を一式いただけないでしょうか。 構3-1図,3-2図,3-3図参照とします。

構１－２図　６．３．５混和材料番号３　ＲＭ壁充填コンクリートに関して、
収縮低減剤と流動化剤（高性能AE減水剤）が同時添加された場合、
メーカーによっては硬化不良等の問題が懸念されます。現在想定され
ている収縮低減剤および流動化剤（高性能AE減水剤）のメーカーをご
掲示いただけないでしょうか。また、硬化確認試験が必要な場合、その
試験項目をご掲示ください。

できる限り同時添加した場合の問題点が懸念されないメーカーを選出します。
確認試験は構造図1-2および1-4などに示す試験とし、工事開始からなるべく早
期の段階で行い、RM壁への充填性および混和剤による影響を確認します。
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（共通）

電波障害調査（事前・事後）及び対策費は別途としてよろしいでしょう
か。

別途工事とします。

意１－４図　監理者事務所、請負者事務所について請負者事務所160
㎡（建築：75㎡、設備：60㎡、舞台：25㎡）を設置とありますが、意１－２
４図工事区分表では、現場事務所の設置は関連工事別となっていま
す。アクア文化ホール東側に事務所を合棟にて設置するとし、費用負
担は関連工事別と考えてよろしいでしょうか。

請負者事務所160㎡（建築：75㎡、設備：60㎡、舞台：25㎡）は全て本工事に含
み、各々の休憩室等については各工事請負業者にて任意設置とします。

隣接するアクア文化ホールの基礎深さをご教示ください。 基礎梁底TP+11.0（GL-1.5ｍ）とします。

各式典（起工式、竣工式など）について、別途としてよろしいでしょうか。
見積に含む場合、想定規模・人数、直会の有無等をお教えください。

安全祈願祭（神式）を行うものとし、建築主及び設計者で60人程度の出席、直
会はしません。竣工式は含みません。
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（意１－４図） １．６．１完成、検査　７）の自然換気性能の確認の測定
は、設備工事（別途）としてよろしいでしょうか。

設備工事（別途）とします。

（意１－３図） １．２．３施工図等　５）先行施工で「・する」及び「・設計図
による」に適用の○印が付いておりますが、設計図中に先行施工の図
示がありません、先行施工は不要としてよろしいでしょうか。 又、必要
な場合、先行施工の仕様・製作範囲（大きさ）・設置場所・詳細等をご指
示下さい。

目的は化粧CBの施工確認とし、施工計画の上目地管理、まぐさRC部取り合い
確認、アクアシールの状況確認などとします。場所はB1階のCB壁面の一部と
し、施工者との協議により詳細決定とします。

（意１－３図） １．２．３施工図等　２）モックアップの作成で「・する」に適
用の○印が付いておりませんが、「・コンクリートブロック外壁」に適用
の○印が付いておりますので、モックアップの作成は行うとしてよろしい
でしょうか。

コンクリートブロックのモックアップの作成は行うこととします。

（意１－４図） 特記仕様書－３　８章　５節　８．５．４ｆにおいて、ＥＣＰの
外気に接するパネル取付け金物の仕上げが、「溶融亜鉛メッキＣ種（ボ
ルト・ナット類はステンレス）」と記載ありますが、取付け金物が外気と
接する場合の記載としてよろしいでしょうか。また、外気と接しない金物
は、「防錆塗装ＪＩＳＫ－５６７４　工場２回塗」としてよろしいでしょうか。

地下二重壁のECPも亜鉛メッキC種ボルトSUSとします。その他外気と接しない
金物は、「防錆塗装ＪＩＳＫ－５６７４　工場２回塗」とします。
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（意１－２４、１－２５図） 軽量鉄骨天井下地及び軽量鉄骨壁下地の設
備開口の大きさ・数量をご指示下さい。

壁：450□10箇所、ｗ800×ｈ300　3か所、ｗ2000×ｈ850　4か所　とします。天
井：190φ 4か所、200φ 514か所、300□64か所、350□24か所、　　　　450□205
か所、600×150　8か所、1000×500　19か所、　　　　1250×150　116か所、
1500×200　18か所　とします。

（意１－２５、１０－６図） 工事区分表－２のホール全般の天井・壁フッ
ク、楽屋廻り全般の天井・壁付きフックとは部分詳細図－６　２８．フック
金物のこととしてよろしいでしょうか。

部分詳細図－６　２８．フック金物のこととし、500か所設置とします。

29

（意１－２４図） 工事区分表－１について下記の内容をご指示下さい。
①点検口・ガラリでチャンバーボックスとレタンガラリが建築と 設備の
双方に○印が付いております、建築図において設備 工事と図示なき物
は建築工事としてよろしいでしょうか。 ②排水工事の屋内汚水・雑排水
工事が建築と設備の 双方に○印が付いております、屋内汚水・雑排
水工事 は設備工事としてよろしいでしょうか。 ③便所・浴室・湯沸室な
どで流し台・吊り戸棚・フード・ 洗面化粧台が建築と設備の双方に○印
が付いております、 建築図において設備工事と図示なき物は建築工
事として よろしいでしょうか。 ④便所・浴室・湯沸室などで化粧鏡450×
６００・棚・小便器 隔て板が建築と設備の双方に○印が付いておりま
す、 建築図において設備工事と図示なき物は建築工事として よろしい
でしょうか。 ⑤ピット・マンホール・水槽などで同上オーバーフロー・通
気管 取付けが建築と設備の双方に○印が付いております、 建築図に
おいて設備工事と図示なき物は建築工事として よろしいでしょうか。 ⑥
ピット・マンホール・水槽などで屋内マンホールの化粧蓋 が建築と設備
の双方に○印が付いております、 建築図において設備工事と図示なき
物は建築工事として よろしいでしょうか。 ⑦ピット・マンホール・水槽な
どで屋外マンホールの躯体・ 鋳鉄蓋が建築と設備の双方に○印が付
いております、 建築図において設備工事と図示なき物は建築工事とし
て よろしいでしょうか。

　①建築図において設備工事と図示なき物は建築工事とします。　②屋内汚
水・屋内雑排水工事は設備工事とします。　　　なお、一度屋外に出た上記
ルート水下側は全て建築工事とします。 ③建築図において設備工事と図示な
き物は建築工事とします。 ④建築図において設備工事と図示なき物は建築工
事とします。 ⑤建築図において設備工事と図示なき物は建築工事とします。
⑥建築図において設備工事と図示なき物は建築工事とします。 ⑦建築図にお
いて設備工事と図示なき物は建築工事とします。 ⑧建築図において図示無き
家具・備品は別途工事とします。

⑧その他で家具・備品が建築と設備・別途の双方に○印が 付いており
ます、建築図において図示無き家具・備品は 別途工事としてよろしい
でしょうか。
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（意１－２５図） 舞台機構関連の「同上機器取り付けに伴う機械基礎」
は各階平面図に図示あります機械基礎に含まれているとしてよろしい
でしょうか。 又、含まれていない場合、大きさごとの数量をご指示下さ
い。

舞台機構関連の「同上機器取り付けに伴う機械基礎」は各階平面図に図示の
ある機械基礎に含みます。

（意１－１図） 工事概要書　２－３総合耐震クライテリアについて、「Ｃ．
敷地及び建築物各部の耐震要求性能は次の各項目による」として、各
工事毎のクライテリアが示されており、各工事毎の特記仕様書にも「耐
震性能は、工事概要書２－３耐震クライテリアによる」と示されています
が、その性能を満たすための具体的な仕様・詳細が示されておりませ
ん、設計図及び仕様書群に具体的に示された内容を入念に施工する
ことによって、２－３耐震クライテリアは満たされるものとしてよろしいで
しょうか。

図示の及ばない詳細仕様については現場にて監理者と協議・調整を図るもの
とします。

（設計図書に関する説明書） 「設計図書に関する説明書」において、質
疑回答の日時の記載がございません。質疑回答の日時をご提示願い
ます。

準備でき次第、すみやかに回答としております。

（意１－２５図） 工事区分表ー２について下記項目の詳細・大きさ及び
数量をご指示下さい。 ①ホール全般の「客席天井面の仮設吊りワイ
ヤー用開口・ 補強、同化粧蓋（脱着式、落下防止付き）」 ②ホール全
般の「同上用仮設吊り鉄骨・フック」 ③ホール全般の「表示灯・禁煙灯
同上取付け用開口、 補強、同化粧枠仕舞い」 ④ホール全般の「舞台
からの中継車両駐車位置までの通線 ルートの確保、中間支持金物
等」 ⑤舞台照明設備関連の「ブラケット照明等　同上用天井開口 、補
強、化粧枠」 ⑥舞台照明設備関連の「舞台床フロアコンセント　同上用
木製蓋」 ⑦舞台音響設備関連の「舞台床フロアコンセント　同上用 木
製蓋」 ⑧舞台音響設備関連の「マイクシステム工事　同上用 吊り点部
天井穴明け、補強、化粧枠」

下記のとおりとします。①30か所（φ 60程度、見切り材（塩ビ）付）②5ヵ所（アイ
ボルト90φ 程度）③なし。（別途工事）④意10-11図06　のれんフック同仕様のも
のを図示以外に30か所設置。⑤照明機器は別途工事、天井開口、補強、化粧
枠は図示による。⑥意10-11図31ホリゾントライト廻り同仕様とし300□×30か
所見込む。⑦ ⑥に含まれる。⑧ ①に含まれる。
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（構２－３、５－１０図） 柱断面表Ｒ１階Ｃ７のＸ・Ｙ方向とＲ１階Ｃ９のＹ方
向は柱幅７００ですが、標準配筋要領図より柱幅中央部に組立補強筋
は必要でしょうか。必要な場合、鉄筋径はＤ１３としてよろしいでしょう
か。

D13の組み立て補強筋を設けるとします。

（構５－１５図） 中空スラブＶＳ１・ＶＳ２にありますボイド管φ １５０の配
置、端部の空き寸法等をご指示下さい。 又、メーカー・品番・仕様・指定
材料等あれば併せてご指示下さい。

ボイド管平行方向の梁面からボイド管芯までの距離は300mm以上とし、ボイド
管直行方向の梁面からボイド管端部までの距離は100mmとします。指定材料
は特に無く、フジスパイラー（SGCC材）などと同等品とします。

（構１－１図） 特記仕様書４．２．２に試験杭とありますが、本杭兼用とし
てよろしいでしょうか。

本杭兼用とします。

（構５－１４図） 大梁断面表（２）にあります各符号のリストは、全階共通
としてよろしいでしょうか。

全階共通とします。

（構造）
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（構５－１図） ＳＣ杭及びＰＨＣ節付き杭の肉厚は、全て標準タイプとし
てよろしいでしょうか。

全て標準タイプとします。

（構４－１、４－２図） Ｘ１６ａ通・Ｙ２ａ通の基礎Ｆ２下端レベルはＢ１ＦＬ－
２，５１０ですが、接続する基礎梁下端レベル（Ｂ１ＦＬ－２，８１０）より浅
くなっています。基礎底をＢ１ＦＬ－３，２１０としてよろしいでしょうか。

B1FL-3,210とします。

（意３－７、６－６図、構４－２図） Ｘ９～１０通・Ｙ９ａ～１１通の消火水槽
スラブレベルは、基礎梁礎版伏図でＢ１ＦＬ－５，２１０とありますが、
ピット平面図・矩計図よりＢ１ＦＬ－４，１１０としてよろしいでしょうか。

構造図を正とします。

（構４－１、４－２図） Ｘ８通・Ｙ９ａ通の基礎Ｆ１下端レベルはＢ１ＦＬ－
５，９１０ですが、接続するピット礎版下端レベル（Ｂ１ＦＬ－６，３６０）より
浅くなっています。基礎底をＢ１ＦＬ－６，７６０としてよろしいでしょうか。

Ｂ１ＦＬ－６，７６０とします。

（構１－１、５－１図） 特記仕様書４．２．２に試験杭の杭長は、本杭＋１
ｍは記載ありますが、下杭を１ｍ伸ばすとしてよろしいでしょうか。

特記仕様書４．２．２に示す通り、上杭断面を１ｍ延ばすこととします。
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（意３－７図、構４－２、４－３図） 梁の配置が基礎梁礎版伏図及びＢ１
階床梁伏図とピット平面図で異なりますが（例：Ｘ１５ａ～１７通・Ｙ１～４ａ
通間）、構造図の配置としてよろしいでしょうか。 又、意匠とする場合、
符号及びレベルをご指示下さい。

構造図を正とします。

（構４－２図） 基礎梁礎版伏図の特記事項に「基礎小梁下端レベル
は、礎版下端レベルに合わせる」とありますが、下記の内容をご指示下
さい。 ①Ｙ１３ａ通・Ｘ８～１０通は、受水槽室の室内となりますので 天
端＝Ｂ１ＦＬ－４，１１０としてよろしいでしょうか。 ②Ｙ１６通・Ｘ７ａ～８ａ
通は、土埋め戻し部と土間コンピットの 取り合いで、周囲基礎梁レベル
より天端＝Ｂ１ＦＬ－３１０と してよろしいでしょうか。

①天端＝Ｂ１ＦＬ－４，１１０とします。②天端＝Ｂ１ＦＬ－３１０とします。

（意３－７図、構４－２、４－３図） Ｂ１階床梁伏図にＶ５～６通・Ｗ５ｃ～
６通は土間コンクリート（Ｂ１ＦＬ－２１０）と記載ありますが、ピット平面図
ではＢ１ＦＬ－１，８８０にピット床があります。ピット有りとし、Ｂ１ＦＬ－２
１０の土間コンクリートをスラブＳ２０、ピット底は土間コンクリートとして
よろしいでしょうか。

構造図を正とします。

（構１－１、４－２図） ピット底の土間コンクリート下地業は、特記仕様書
より捨コンクリートｔ５０＋砕石ｔ６０としてよろしいでしょうか。

捨コンクリートｔ５０＋砕石ｔ６０とします。

（意３－７、６－５図、構４－２図） Ｖ２～４通・Ｗ５ｃ～６通の小ホール湧
水ピットスラブレベルは、ピット平面図でＢ１ＦＬ－１，７６０とありますが、
基礎梁礎版伏図・矩計図よりＢ１ＦＬ－２，０６０としてよろしいでしょう
か。

構造図を正とします。
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（構４－４図） １階床梁伏図　Ｖ１～Ｖ２通・Ｗ２ａ～Ｗ５ｃ通のスラブは、
Ｘ１３ｅ～１４ａ通・Ｙ５～６通のスラブＳ２７と連続しておりますので、Ｓ２７
としてよろしいでしょうか。

Ｓ２７とします。

（意６－６図、構４－２図） 断面詳細図－１　Ｘ８～９通間の地下消火ポ
ンプ室床は嵩上げコンクリートｔ３００＋湧水マットｔ５０＋土間コンクリー
トｔ１５０で記載ありますが、基礎梁礎版伏図では礎版ＦＳ３０とありま
す。下記の内容についてご指示下さい。 ①湧水マットは必要でしょう
か。ご指示下さい。 ②湧水マットが必要な場合、礎版の上に必要として
よろしい でしょうか。 ③上記で湧水マットを設ける場合、礎版レベル、
嵩上げコン クリートの厚みをご指示下さい。 ④消火ポンプ室以外に必
要な室があればご指示下さい。

①意10-10図07「スラブ下湧水処理」に倣います。②同上とします。③礎版レベ
ルは意匠図・構造図に倣い、上記によります。④X8～X10間、Y9a～Y13b間に
上記仕様を適用とします。

（意１０－１０図） 部分詳細図－１０　スラブ下湧水処理詳細のように捨
コンクリート上に湧水マットを設置する場所は無しとしてよろしいでしょう
か。 又、捨コンクリート内にワイヤーメッシュφ ３．２　１００目の記載も
ありますが、摘要無しとしてよろしいでしょうか。

部分詳細図に示すスラブ下湧水処理のエリアは、意6-6より、X8～X10間、Y9a
～Y13b間とする。ワイヤーメッシュも適用とします。

（構２－４図） 梁の打増補強で、打増厚及び打増幅が１，２００を超える
場合、補強筋はＤ１６＠３００としてよろしいでしょうか。

補強筋はＤ１６＠３００とします。

（構４－４～４－６図） １階～３階床梁伏図　Ｖ１～Ｖ５通・Ｗ７通外側の
スラブ符号はＣＳ１５としてよろしいでしょうか。

ＣＳ１５とします。
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（構６－３図） 鉄骨要領図にデッキスラブ床中間のスラブ段差要領とあ
りますが、適用場所が無い様に思われます。不要としてよろしいでしょ
うか。

不要とします。

（構１－３図） デッキプレートを鉄骨部材に溶接する場合の工法は「焼
き抜き栓溶接」とあります。デッキプレートの鉄骨部材接合は焼き抜き
栓溶接とし、スタッドボルトは不要としてよろしいでしょうか。

スタッドボルトは構6-3図03により必ず設けることとします。

図面に示されていないひび割れ補強筋は、設ける必要はありません。
（構５－１５図） スラブＤＳ１５の鉄骨柱回り及び鉄骨大梁上にひび割れ防止補
強筋は不要としてよろしいでしょうか。必要な場合、仕様と配筋をご指示下さ
い。

（構４－６、４－７図） ３階Ｙ９通・Ｘ１～２通他のＲＣ耐震壁上部は鉄骨
梁に接続しますが、納まり・配筋等をご指示下さい。

構2-9に示した通りとします。

（意６－１－２図、構５－１５図） 矩計図－１－２の３ＦＬ床は合成デッキ
のような記載ですが、床配筋表よりデッキプレートは全てフラットデッキ
としてよろしいでしょうか。

構造図を正とします。
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（意３－７図） ピット底の水勾配用増打ちコンクリートは無筋としてよろし
いでしょうか。 又、補強筋が必要な場合、配筋をご指示下さい。

厚み150mmを超える場合はワイヤメッシュ3.2φ ×100×100を設けます。それ
以下は無筋とします。

（構６－７図） ２階鉄骨造部客席で、束壁及び段型（踏面・蹴上）の底
面・裏面の型枠は、合板型枠としてよろしいでしょうか。

合板型枠とします。

（構２－１０図） 構造スリットは不要としてよろしいでしょうか。 又、必要
な場合は仕様及び適用場所（位置）をご指示下さい。

構造スリットは本建物には用いません。構造図2-10には誘発目地を示していま
す。

（構２－１０図） 耐震壁（ＥＷ）目地詳細で壁厚が２５０を超える場合、欠
損用アングルと欠損用塩ビパイプの使用する材料と壁厚毎の部材仕
様をご指示下さい。

鉄筋のかぶり厚さを確保したうえで、躯体欠損率25％を満足するものとします。
L-65*65*5（SS400材）程度とします。

（意６－３図） 矩計図－３　Ｘ２～２ａ通間のＹ４・Ｙ６通トップライト下部に
「増打スタイロフォーム」とありますが、スタイロフォームとＲＣ部分の形
状、ＲＣ部分の配筋をご指示下さい。

スタイロ形状は図面内の破線部分であり、その外周のRC部（梁を除く）はW18と
同様の配筋とします。
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（構２－１１、６－９図） 鉄筋コンクリート組積造（ＲＭ造）配筋標準図に
スパイラル筋について記載ありますが、ＲＭ造配筋詳細図にはスパイ
ラル筋の記載がありません。スパイラル筋は不要としてよろしいでしょう
か。 スパイラル筋を使用する場合、仕様と使用場所をご指示下さい。

スパイラル筋に替えて、構6-9に示す端部コ型筋D16@150を設けるものとしま
す。

（構６－９図） 柱状ＥＷ２９の配筋で、３６０×９００・３６０×１，４４０の記
載はありますが、下記場所のＥＷ２９も柱状とし、配筋は同じとしてよろ
しいでしょうか。 ①１階　Ｙ２ａ通・Ｙ４～６通他　　３６０×２，０００ ②１階
Ｘ１ａ通・Ｙ１ａ通他　　 　３６０×３，０００ ③１階　Ｘ６ａ通・Ｙ２～２ａ通他
３６０×１，１００ ④１階　Ｘ８通横・Ｙ１～１ｂ通他 ３６０×２，３００

下記場所のＥＷ２９も柱状とし、配筋は３６０×９００・３６０×１，４４０に倣いま
す。 ①１階　Ｙ２ａ通・Ｙ４～６通他　　３６０×２，０００ ②１階　Ｘ１ａ通・Ｙ１ａ通他
３６０×３，０００ ③１階　Ｘ６ａ通・Ｙ２～２ａ通他　３６０×１，１００ ④１階　Ｘ８通
横・Ｙ１～１ｂ通他 ３６０×２，３００

（構４－５、６－９図） ２階床梁伏図　Ｙ１通のＥＷ２９Ｂはリストがありま
せん。リストをご指示下さい。

ＥＷ２９と同様とします。

（構６－９図） ＲＭ造ＥＷ２９、ＥＷ２９Ａ、柱状ＥＷ２９に使用する鉄筋の
継ぎ手は、重ね継ぎ手としてよろしいでしょうか。

重ね継手とします。

（構５－１４図） 大梁断面表のＧ３５Ａで、ＲＭ壁取り合い補強筋は、コ
型　Ｄ１３＠２００　ＲＭ壁内定着長Ｌ２としてよろしいでしょうか。

コ型　Ｄ１３＠２００　ＲＭ壁内定着長Ｌ２とします。
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（構４－３、６－９図） Ｂ１階床梁伏図　Ｘ７ａ通・Ｙ１４～１４ａ通のＥＷ２９
は、梁底に取り付きます。ＲＭ造壁が梁底と取り合う場合の配筋要領を
ご指示下さい。

構６－９図左側に示す通り、直上の梁に梁底から40d定着とします。

（構１－２図） 基礎・基礎梁・礎版のコンクリートは、ＦＣ２４　Ｓ１５です
が、Ｂ１ＦＬの床版・小梁等Ｂ１ＦＬ以下のコンクリートは、ＦＣ２４　Ｓ１５と
してよろしいでしょうか。

ＦＣ２４　Ｓ１５とします。

（構１－２図） コンクリートの耐久設計基準強度について図示がありま
せんが、Ｆｑ＝Ｆｃ＋Ｓとしてよろしいでしょうか。

Ｆｑ＝Ｆｃ＋Ｓとします。

（意６－５図、構６－９図） ＲＭ造配筋詳細図の横長開口部まぐさ補強
要領で、適用場所はＷ３ａ通・Ｖ２～Ｖ４通とありますが、矩計図－５で
は開口部まぐさは無い様に思われます。開口まぐさは不要としてよろし
いでしょうか。

矩計図-５にまぐさとの注記はありませんが、スラブと取り合うまぐさ梁を設けま
す。

（構６－９図） ＲＭ造配筋詳細図の横長開口部まぐさ補強要領には適
用場所が記載ありますが、適用場所以外の開口部まぐさの補強要領を
ご指示下さい。

横長開口まぐさと同様のＵ型筋D16@180とその下端にコーナー筋2-D13とし ま
す。
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（構１－２図） 特記仕様書で、「コンクリート番号４・５については構造体
強度補正値（Ｓ）を３Ｎ／ｍｍ２とする。」とありますが、機械基礎コンク
リート及び土間コンクリートに構造体強度補正値３Ｎ／ｍｍ２は不要と
してよろしいでしょうか。

必要とします。

（意１０－１図、構１－２図） 防水押えコンクリートの仕様は、特記仕様
書のコンクリート種類４．ＦＣ２１　Ｓ１５としてよろしいでしょうか。

ＦＣ２１　Ｓ１５とします。

（意１０－１図） 下記コンクリート内ワイヤーメッシュの仕様は、φ ３．２
－１００×１００としてよろしいでしょうか。 ①防水押え用コンクリート ②
嵩上げ用コンクリート ③湧水マット上コンクリート

①に関して、構造図4-6の「屋上スラブ嵩上げ要領」に示す押さえコンクリートは
ひび割れ防止のためワイヤメッシュφ 6×100×100とします。②③に関しては、
φ 3.2とします。

（構１－２図） Ｂ１階のコンクリートは、地上部の躯体コンクリートＦＣ２４
Ｓ１８に同じとしてよろしいでしょうか。

ＦＣ２４　Ｓ１８とします。

（構１－２図） 特記仕様書にマスコンクリートの適用は「設計図による」
とありますが、適用する場所・部位等があれば具体的にご指示下さい。

特に無いが、壁厚さ600mm以上の壁、および部材最小寸法が1000mm以上の
基礎や基礎梁について、打設前にひび割れ予測等を行い、監理者の承認を得
ることとします。
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（構２－７図） 設備貫通個数表に数量は記載ありますが、梁貫通の位
置により、梁貫通補強の寸法が異なる為、梁貫通の位置がわかる伏図
をご指示下さい。

梁断面は450×850を仮定し、構２－７図の補強要領に従い補強筋を積算しま
す。

（意１０－６図、構２－７図） 構造図　標準配筋要領図（７）の表７．２　設
備貫通個数表に部分詳細図－６　１７・１９詳細図のスプリンクラー用の
個数は含まれているとしてよろしいでしょうか。 又、含まれていない場
合、大きさごとの数量をご指示下さい。

個数表とは別に梁貫通孔100φ ×50か所、300ｗ×150ｈ×50か所見込むとしま
す。

（意１－２５図、構２－７図） 構造図　標準配筋要領図（７）の表７．２　設
備貫通個数表に特殊設備（舞台機構、舞台音響、舞台照明）も含まれ
ているとしてよろしいでしょうか。 又、含まれていない場合、大きさごと
の数量をご指示下さい。

設備貫通個数表に含まれています。

（意１０－１図） 部分詳細図－１にあります土間コンクリート伸縮目地
は、湧水ピット底の土間コンクリートには適用しないとしてよろしいでしょ
うか。 又、使用する場合、伸縮目地材の仕様をご指示下さい。

部分詳細図－１にある土間コンクリート伸縮目地は、湧水ピット底の土間コンク
リートには適用しないこととします。

（意１０－１図） 部分詳細図－１にありますスラブ（断熱、防湿）について
下記の内容ををご指示下さい。 ①防湿ポリエチレンフィルムの適用範
囲は、Ｘ１４ａ～１５ａ通・ Ｙ１～１ｃ通（空調機械室１）のみとしてよろしい
でしょうか。 ②断熱ポリスチレンフォームの適用範囲は無しとしてよろし
い でしょうか。必要な場合、範囲をご指示下さい。

①X14a～15a通・Y1～Y1c通のみとします。②は無しとします。
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（構６－１図） 鉄骨継手基準図において、１階～Ｒ１階のＣＧ１梁
（SN490B SH-600x300x12x19）について、継手が必要と判断しておりま
すが、鉄骨継手基準図には継手リストがありません。スプライスＰＬ類
について、下記の内容で宜しいでしょうか。　　　　フランジ　SN490B
1PL-12x300x710　　　　　　　　　　　　　　2PL-16x110x710
HTB M20 56本（片側）　　　　ウェブ　　SN490B　2PL-12x290x380
HTB M20 24本（片側）

運搬上必要であれば、左記の継手を設けて構いません。

（構６－７図） 大ホール２階、客席鉄骨詳細図　Ｘ１２通り上Ｇ３梁の取
合いをピン接合としてよろしいでしょうか。

ウェブボルト接合とします。

（意１０－１０図） ０５．メンテナンス階段－１のササラ桁上側のベースプ
レートの大きさは３００×２５０、アンカーボルトの仕様は４－Ｍ１６として
よろしいでしょうか。

取り合う鉄骨梁が無い場合は左記のとおりとします。

（構４－８、６－１図、意６－８図） 外装支持鉄骨の片持ち梁が意匠図
断面詳細図－３と構造図Ｒ２階床梁伏図ではＨ－２００×２００ですが、
構造図鉄骨継手基準図では□－１５０×１５０となっております、意匠
図断面詳細図－３と構造図Ｒ２階床梁伏図によりＨ－２００×２００とし
てよろしいでしょうか。 又、片持ち梁のベースプレートの大きさは３００
×３００、アンカーボルトの仕様は４－Ｍ１６　Ｌ４５０としてよろしいでしょ
うか。

□－１５０×１５０は、Ｙ１７通りの鉄骨を示しています。またH-200×200は伏図
に示す通り、柱鉄骨と仕口を形成する剛接合の取り合いとします。

「表７．２注記に示す通り、意匠図に示す建築用開口は表中には含んで
いない。デッキスラブの開口は意7-10、7-11に示すSA・RA開口分を見
込む。」　とします。

（構２－７図） 床スラブ貫通孔の数量にデッキプレート部分は無しとしてよろしい
でしょうか。 又、デッキプレート部分が含まれている場合、大きさごとの数量を
ご指示下さい。

117/204



90

91

92

93

94

（意５－７図、構４－６図） ガラススクリーン受け鉄骨の仕様が意匠図
建具詳細図－７ではＨ－１５０×１５０ですが、構造図　３階床梁伏図で
は□－１５０×１５０となっております、建具詳細図－７よりＨ－１５０×１
５０としてよろしいでしょうか。 又、ベースプレートの大きさは２５０×２５
０、アンカーボルトの仕様は４－Ｍ１６　Ｌ４５０としてよろしいでしょうか。

上記質疑（No89）参照。構造図の部材および継手基準図を正とします。

（構４－７図） ＤＳ・ＰＳの床エキスパンドメタルの梁：ｅのベースプレート
の大きさは２５０×３００、アンカーボルトは４－Ｍ１６　Ｌ４５０としてよろ
しいでしょうか。

ベースプレートの取り合いではなく、小梁継手基準図に示す通りとします。

（意３－７図） Ｅ－Ｅ断面図の鉄骨の耐火被覆の仕様は、半湿式岩綿
吹付け１時間耐火　Ｔ３０としてよろしいでしょうか。 又、スラリーは不要
としてよろしいでしょうか。

Ｅ－Ｅ断面図の鉄骨の耐火被覆は、半湿式岩綿吹付け　１時間耐火　Ｔ３０と
し、スラリーは不要とします。

（意６－２図） 床ＡＬＣ受け鉄骨の梁のアンカーボルトの仕様は４－Ｍ１
２　Ｌ６００としてよろしいでしょうか。

床ＡＬＣ受け鉄骨の梁のアンカーボルトの仕様は４－Ｍ１２　Ｌ６００とします。

（意６－２図、構４－７図） ＤＳ・ＰＳの床エキスパンドメタルの根太の仕
様が意匠図　矩計図－２ではＬ－１００×７　＠６００ですが、構造図　Ｒ
１階床梁伏図ではＣ－１００×５０×２０×２．３　＠４５０となっておりま
す、意匠図　矩計図－２によりＬ－１００×７　＠６００としてよろしいで
しょうか。

構造図を正とします。

118/204



95

96

97

98

99

（意６－２図） 床ＡＬＣ受け鉄骨の耐火被覆の仕様は、半湿式岩綿吹付
け　１時間耐火　Ｔ３０としてよろしいでしょうか。 又、スラリーは不要とし
てよろしいでしょうか。

床ＡＬＣ受け鉄骨の耐火被覆の仕様は、半湿式岩綿吹付け　１時間耐火　Ｔ３０
とし、スラリーは不要とします。

（意１０－１１図、構４－９図） ギャラリー床の根太の仕様が意匠図　部
分詳細図－１１ではＬ－７５×７５ですが、構造図　ホール、舞台、客席
上部吊物床梁伏図ではＣ－１００×５０となっております、構造図　ホー
ル、舞台、客席上部吊物床梁伏図によりＣ－１００×５０としてよろしい
でしょうか。 又、Ｌ－７５×７５の場合、割付は＠４５０としてよろしいで
しょうか。

構造図を正とします。

（意６－５図） ３階空調機械室４の室外機置場昇降架台について下記
の内容をご指示下さい。 ①エキスパンドメタルの根太はＬ－６５×６５
×６　＠６００として よろしいでしょうか。 ②水平材のベースプレートの
大きさは２５０×１７５として よろしいでしょうか。 ③斜材のベースプレー
トの大きさは２００×１５０として よろしいでしょうか。 ③水平材・斜材の
アンカーボルトの仕様は２－Ｍ１２　Ｌ４５０ としてよろしいでしょうか。

①エキスパンドメタルの根太はＬ－６５×６５×６　＠６００とします。②水平材の
ベースプレートの大きさは２５０×１７５とします。③斜材のベースプレートの大
きさは２００×１５０とします。④水平材・斜材のアンカーボルトの仕様は２－Ｍ１
２　Ｌ４５０とします。

（意６－１１図） ３階ＥＶホール３－１　間仕切上部の頭つなぎ鉄骨につ
いて下記の内容をご指示下さい。 ①ベースプレートの大きさは２００×
３００としてよろしい でしょうか。 ②アンカーボルトの仕様は２－Ｍ１２
Ｌ４５０としてよろしい でしょうか。

①ベースプレートの大きさは２００×３００とします。 ②アンカーボルトの仕様は
２－Ｍ１２　Ｌ４５０とします。

（意１０－１１） ２７．ネットフェンスの柱・水平材・振れ止めのアンカーボ
ルトの仕様は２－Ｍ１２　Ｌ４５０としてよろしいでしょうか。

２－Ｍ１２　Ｌ４５０とします。
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（構１－３図） 溶接技能者の技量付加試験を行うと指示がありますが、
AW検定の有資格者が溶接作業を行う場合は、技量付加試験を省略で
きるものとしてよろしいでしょうか。

7.6.3の7)に示す通りとします。

（意６－１０図） ２階ＡＬＣ床の受け鉄骨Ｈ－３００×１５０について下記
の内容をご指示下さい。 ①ベースプレートの大きさは２５０×４００とし
てよろしい でしょうか。 ②アンカーボルトの仕様は４－Ｍ１６　Ｌ４５０と
してよろしい でしょうか。

①ベースプレートの大きさは２５０×４００とします。 ②アンカーボルトの仕様は
４－Ｍ１６　Ｌ４５０とします。

（意６－１０、１３図） 間仕切ＡＬＣ受け鉄骨の耐火被覆の仕様は、半湿
式岩綿吹付けとしてよろしいでしょうか。 又、スラリーは必要としてよろ
しいでしょうか。

間仕切ＡＬＣ受け鉄骨の耐火被覆の仕様は、半湿式岩綿吹付けとします。又、
スラリーは必要です。

（意３－７図、構５－３図） 反射板レール下補強鉄骨が意匠図のピット
平面図のＥ－Ｅ断面図では耐火被覆の図示がありますが、構造図　基
礎梁断面表では溶融亜鉛メッキとなっております、意匠図により耐火被
覆としてよろしいでしょうか。 又、耐火被覆の仕様は半湿式岩綿吹付け
１時間耐火　Ｔ３０スラリ不要としてよろしいでしょうか。

溶融亜鉛メッキの上、左記の耐火被覆を施すとします。又耐火被覆の仕様は
半湿式岩綿吹付け　1時間耐火　Ｔ３０スラリを必要とします。

（構２－７図） 設備梁貫通について下記の内容をご指示下さい。 ①Ｓ
梁の鉄骨補強要領をご指示下さい。 ②ＳＲＣ梁の補強で、鉄筋と貫通
スリーブ以外に鉄骨部 プレート補強は必要でしょうか。必要な場合、補
強 要領をご指示下さい。

①②とも補強PL等は不要とします。但し、トラス鉄骨には貫通孔は設けないも
のとします。
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（意１－５、４－１図） Ｙ防水の仕様が特記仕様書－４ではＹ－２工法で
すが、仕上共通事項　材料表ではＹ－１工法となっております、仕上共
通事項　材料表によりＹ－１工法としてよろしいでしょうか。

Y-1工法とします。

（意１０－１図） １２詳細図で打継目地のＷ寸法が目地幅適用は２０で
すが、詳細は２５となっております、２０としてよろしいでしょうか。

２０とします。

鉄骨等鉄鋼面の錆止め塗料について、公共建築工事標準仕様書（平
成２２年版）では工場１回・現場１回と記載ありますが、現場１回につい
ては、タッチアップ補修程度としてよろしいでしょうか。

公共建築工事標準仕様書（平成２２年版）によります。（18.3.3、7.8.4等に拠るこ
と）

（構１－４図、意１１－３図） 柱耐火塗料の使用場所及び上塗り材の仕
様をご指示下さい。

耐火塗料は使用しないものとします。

（仕上）
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（意１０－１図） １３詳細図で脱気筒を設けると図示ありますが、割付を
ご指示下さい。

意1-5　9.2.3とします。

（意１０－１図） １３詳細図の笠木：Ｕ防水の仕様はＵ防水－１としてよ
ろしいでしょうか。

U防水-2とします。

（意１０－１図） １８詳細図で誘発目地のＷ寸法がシーリング寸法は１５
×２０ですが、詳細は２５となっております、２０としてよろしいでしょう
か。

２０とします。

（意４－１図） 材料表の事前養生緑化ユニットについて下記の内容をご
指示下さい。 ①工事概要で植栽工事は別途工事とありますので、事前
養生緑化ユニットは別途工事としてよろしいでしょうか。 （意１－１図）
②本工事の場合、施工場所及び範囲をご指示下さい。 ③本工事の場
合、既製コンクリートブロックの範囲を ご指示下さい。 ④本工事の場
合、植栽の仕様をご指示下さい。

事前養生緑化ユニットは別途工事とします。

（意１－１、６－３図） 立面図の凡例ＧＲ：屋上緑化は工事概要で詳細
工事が別途工事とありますので、屋上緑化は別途工事としてよろしい
でしょうか。 又、本工事の場合、詳細・植栽仕様をご指示下さい。 又、
自動潅水の有無及建築・設備の取り合い、詳細をご指示下さい。

植栽工事全般（屋上緑化を含む）は別途工事とします。
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（意４－１図） 天井ＲＣ化　ＤＰＣ－ＡＳ部について下記の内容をご指示
下さい。 ①ＲＣ打放型枠の種別はＢ種としてよろしいでしょうか。 ②化
粧用樹脂板（旭ビルウォール同等品）の品番をご指示 下さい。

①RC化とあり化粧用樹脂板がない場合はRC化（化粧打ち放し）とします。化粧
用樹脂板がある場合は種別はB種とします。②モールドスターTSS同等としま
す。

（意１０－１図） ０７・０８詳細図のＲＣ壁仕上げはＲＣ化　ＤＰＣ－ＡＳとし
てよろしいでしょうか。

天端から水切までU防水-2とします。パラペットおさまりもU防水-2とします。

（意６－２図） Ｒ１ＦＬ屋根のパラペット壁天端の防水仕様はＵ防水－１
としてよろしいでしょうか。

U防水-2とします。

下記の場所の庇の仕上は天端・鼻先・立上り：Ｕ防水－１、天井：ＲＣ化
ＤＰＣ－ＡＳとしてよろしいでしょうか。 ①階段Ｘ６前の庇（意６－７図）
②雨水ポンプ室前の庇（意６－７図） ③階段Ｘ３前の庇（意３－５図） ④
ＡＧ－ＨＭ２上部の庇（意３－５図） ⑤３階ＥＶホール３－１前の庇（意６
－９図） ⑥３階ＥＶ１前の庇（意６－１１図）

①～⑥とも天端・立ち上がりはU防水-2、天井鼻先はRC化DPC-ASとします。

（意６－７、１０－１図） 屋上点検口の詳細が断面詳細図－２ではステ
ンレスＴ１．５裏面ＧＷ　遮音仕様ですが、部分詳細図－１ではステンレ
スＴ２裏面断熱材となっております、断面詳細図－２によりステンレスＴ
１．５　裏面ＧＷ　遮音仕様としてよろしいでしょうか。

ステンレスＴ１．５　裏面ＧＷ　遮音仕様とします。
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（意６－２、１１－２図） 断熱範囲図　客席天井裏平面図の凡例②部分
が矩計図－２では防水の上に断熱材となっております、矩計図－２に
よりＵ防水－１の上に断熱範囲図　凡例②の断熱材としてよろしいで
しょうか。 又、防水立上りの断熱材が矩計図－２のＹ１６a～Ｙ１６b通間
矩計図では図示ありますが、Ｘ１２ａ～Ｘ１３通間矩計図では図示ありま
せん、不要としてよろしいでしょうか。

凡例②の断熱材とします。防水立ち上がり部の断熱材は全て必要とします。

（意３－４、３－５図） 外部屋根又は室外機置場に設置される機械基礎
の仕上はＵ防水巻き上げとしてよろしいでしょうか。

U防水巻き上げとします。

（意６－１３図） Ｒ１ＦＬ＋２，０００部分の床ＡＬＣ先端のＬ－５０×６はス
チール溶融亜鉛メッキのままとしてよろしいでしょうか。

スチール溶融亜鉛メッキとします。

（意１０－１図） ０７・０８詳細図でアルミパネル周囲のＬ－３０×３０×３
の仕様が０７詳細はステンレスですが、０８詳細図ではスチールとなっ
ております、０８詳細図によりスチールとしてよろしいでしょうか。

スチール溶融亜鉛メッキとします。

（意１１－１図） 客席天井裏平面図の凡例①（二重スラブ部）とは床ＡＬ
Ｃ版下のスラブ面のこととしてよろしいでしょうか。

二重スラブ部はALC下部のスラブを指すとします。
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（意６－２図） Ｒ１ＦＬの床ＡＬＣ版の谷樋のステンレスの厚みがＸ１２ａ～
Ｘ１３通間矩計図ではＴ２ですが、Ａ部詳細図ではＴ３となっております、
Ｘ１２ａ～Ｘ１３通間矩計図によりＴ２としてよろしいでしょうか。

T２とします。

（意４－１図） 仕上材符号一覧表の追記）ＲＣ化－ＦＵＣの適用場所をを
ご指示下さい。

取りやめとします。

（意１１－１図） ３階平面図と客席天井裏平面図でＸ１０a～１２・Ｙ１７通
間の屋根が重複していると思われます、３階平面図の凡例④としてよろ
しいでしょうか。

凡例④とします。

（意６－２図） 鉄骨仕口詳細図の通水管１００／２φ の設置場所・割付
又は数量をご指示下さい。

VP200φ 半割　二か所とします。

（意１１－１図） 客席天井裏平面図Ｘ１３・Ｙ７～１４通間のパイプスペー
ス立上り天端の防水仕様が防水範囲図で凡例⑩Ｕ防水－６となってお
りますが、凡例②Ｕ防水－２と読み替えてよろしいでしょうか。

U防水-2とします。
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（意６－８、１１－１図） ３階Ｘ２ａ～７ａ・Ｙ７～８通間の室外機置場の防
水仕様が断面詳細図－３では断熱防水ですが、防水範囲図では凡例
②Ｕ防水－２となっております、防水範囲図により凡例②Ｕ防水－２と
してよろしいでしょうか。

U防水-2とします。

（意１１－１図） ３階平面図の凡例⑤について下記の内容をご指示下さ
い。 ①特殊緑化仕様の内容をご指示下さい。 ②人工木デッキ下も特
殊緑化仕様としてよろしいでしょうか。

仕上表の防水メーカーの仕様とします。

（意１－５、１１－１図） Ｕ防水－３の仕様が特記仕様書－４で緑化工法
用・特注色（高反射率塗料）（露出部）と図示ありますが、防水範囲図
３階平面図　逆梁のＵ防水－３は特注色（高反射率塗料）（露出部）とし
てよろしいでしょうか。

特注色（高反射率塗料）（露出部）とします。

（意１１－１図） ３階平面図で逆梁立上り部はＵ－３防水Ｈ４００と図示
ありますが、Ｕ防水－５　Ｈ４００と読み替えてよろしいでしょうか。

U防水-5　H400とします。

（意３－４図） Ｘ２ａ～Ｘ３・Ｙ１７通間の三角形部分の詳細をご指示下さ
い。

コンクリート躯体とし寸法は平面詳細図によるとします。
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（意７－１１、７－１３、１０－１０図） 下記の場所の鉄骨階段の詳細は部
分詳細図－１０　０５．メンテナンス階段に倣い、鉄部塗装はＤＰ－Ｕとし
てよろしいでしょうか。 ①３階平面詳細図－２　Ｘ２ａ～３・Ｙ７通間の鉄
骨階段 ②３階平面詳細図－２　Ｘ６～６ａ・Ｙ７通間の鉄骨階段 ③３階
平面詳細図－２　Ｘ１２ａ～１３ａ・Ｙ５通間の鉄骨階段 ④客席天井裏平
面詳細図　Ｘ６・Ｙ１３ｂ～１４通間の鉄骨階段

左記鉄骨階段の鉄部塗装は全てDP-Uとします。

（意７－１１図） Ｘ１２ａ～１３・Ｙ５通間の鉄骨階段～デッキＡ迄の床部分
の詳細をご指示下さい。

階段は部分詳細図-10.05参照の上
外部溶融亜鉛メッキの上DP-Uとします。

（意６－９図） ＴＰ＋１８．８のＹ４通りトップライト前パイプスペース立上り
のアルミパネルの範囲をご指示下さい。

w1500,H550を5か所見込むこととします。その他はコンクリート壁とします。

（意３－４、１１－１、１０－１図） ３階平面詳細図－２　 ＴＬ－６・ＴＬ－７
前パイプスペース立上りの天端防水の仕様が防水範囲図で凡例⑤（Ｕ
防水－５）となっておりますが、部分詳細図－１によりＵ防水－２として
よろしいでしょうか。

2階機械室上部パイプスペースと繋がるためU防水-5とします。

（意７－１１図） Ｘ１２～１２ａ・Ｙ６通間の両開き扉部分の階段の詳細を
ご指示下さい。

右図の通りとします。
デッキレベルを各々150ずつ
下げることで
階段とします。
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（意７－１２図） Ｘ１３・Ｙ４ａ～４ｂ通間のパイプスペース立上りのアルミ
パネルの有無及び範囲をご指示下さい。

この部分にはありません。

（意６－１１図） トップライトの立上りＲＣ壁の外部仕上はＲＣ化　ＤＰＣ－
ＡＳとしてよろしいでしょうか。

アルミ笠木を示します。意5-6参照のこととします。

（意７－１１図） デッキＡの３ＦＬ±０～３ＦＬ－３００部分の框の有無及び
詳細をご指示下さい。

右図の通りとします。
（意6-16図03）

（意６－４図） Ｂ１階大練習室上部のデッキ床の下地組詳細をご指示下
さい。

プラ束+ｃ100×50×20 ｔ2.3@450の上デッキ敷きとします。メーカーによる既製
品標準工法も可とします。

（意７－１２図） Ｘ１３ｅ・Ｙ２ａ通間のパイプスペース立上りのアルミパネ
ルの有無及び範囲をご指示下さい。

X13d面側、ｗ＝2000、H＝600のアルミパネルとします。
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（意６－９図） １階客用ＨＷＣ１－３上部の２階中庭１に立上り化粧ＣＢ
と図示ありますが、２階中庭１のみに必要としてよろしいでしょうか。

中庭1、中庭2に設けることとします。

（意６－４図） ２階中庭４及び室外機置場上部屋根に水抜き穴の図示
があります、設置範囲をご指示下さい。

30か所として見込むこととしま
す。
SUS25□（U-BEは取りやめ
→HLとする）。

（意６－１２、１１－１図） ２階中庭２について下記の内容をご指示下さ
い。 ①防水仕様が階段詳細図－２では断熱防水ですが、 防水範囲図
では凡例③で断熱防水ではありません、 防水範囲図により凡例③とし
てよろしいでしょうか。 ②防水範囲図の凡例③（Ｕ防水－３）は緑化用
防水ですが、 階段詳細図－２では玉砂利敷きとなっております、 凡例
③（Ｕ防水－３）の上に玉砂利敷きとしてよろしい でしょうか。 ③玉砂利
敷きの厚みをご指示下さい。 ④砂利敷き下に２階中庭３と同じ保護
シートは不要として よろしいでしょうか。（意６－４図）

①断熱防水範囲図、凡例③とします。②Ｕ防水－３の上に玉砂利敷きとしま
す。③④中庭1,2,3及び庭園には伊勢ごろた石100～150φ 敷き込みH200程度
とします。④保護シートとしてネトロンシート30×30程度敷き込みとします。

（意６－４、１１－１図） ２階中庭３について下記の内容をご指示下さ
い。 ①防水範囲図の凡例⑤（Ｕ防水－５）は緑化用防水ですが、 矩計
図－４で玉石敷きとなっております、 凡例⑤（Ｕ防水－５）に上に玉石
敷きとしてよろしい でしょうか。 ②玉石敷きの厚みをご指示下さい。 ③
保護シートの仕様又はメーカー・品番をご指示下さい。 ④頭つなぎ材Ｈ
－１５０×７５はＤＰ－Ｕ仕上としてよろしい でしょうか。

①Ｕ防水－５の上に玉石敷きとします。②№146の回答③と同じです。③ネトロ
ンシート30×30同等品。④溶融亜鉛メッキ耐火塗料の上、メーカー指定のウレ
タン塗装とします。

（意１１－１図） ２階中庭１と中庭４の防水仕様が凡例⑤で特殊緑化仕
様となっております、植栽仕様をご指示下さい。

植栽は別途工事とします。
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（意６－１２図） 化粧ルーバーの下地鉄骨もＤＰ－Ｕ塗装としてよろしい
でしょうか。

DP-U塗装とします。

（意３－３、６－１４、７－９図） ２階庭園について下記の内容をご指示
下さい。 ①砂利敷きの厚みをご指示下さい。 ②砂利敷き下に２階中庭
３と同じ保護シートは不要として よろしいでしょうか。 ③ＰＣ縁石の範囲
をご指示下さい。 ④階段１３接続部のデッキの範囲をご指示下さい。

①伊勢ごろた石　100～150φ 　H200程度とします。②必要です。③当該部分の
PC縁石は取りやめとします。④X14aよりX14側　外部範囲とします。

外壁押出成形セメント板の開口補強金物については、耐火被覆は不要
なものとしてよろしいでしょうか。

耐火被覆不要とします。

（意６－８図） ヒートチムニーについて下記の内容をご指示下さい。 ①
スチールパネルは両面ともＤＰ－Ｕ塗装としてよろしい でしょうか。 ②
亜鉛メッキ鋼板の素地ごしらえはＢ種としてよろしい でしょうか。 ②下
地鉄骨もＤＰ－Ｕ塗装としてよろしいでしょうか。 ③エキスパンドメタル
の仕様はスチール　ＸＧ－２１　　　溶融亜鉛メッキの上、ＤＰ－Ｕ仕上げ
としてよろしいでしょうか。

①DP-Uとします。②A種とします。③DP-Uとします。④メッキのままとします。

（意７－９図） ２階室外機置場ＰＳ・ＥＰＳ回りの外壁ＥＣＰ－Ｆについて
下記の内容をご指示下さい。 ①表面仕上げをご指示下さい。 ②出隅
部はＥＣＰコーナーパネルＷ３００×Ｄ３００を使用する としてよろしいで
しょうか。 ③鉄骨梁貫通部塞ぎの詳細をご指示下さい。

①DPC-ASとします。
②出隅部はＥＣＰコーナーパネル
　Ｗ３００×Ｄ３００を使用します。
③数の通りとします。

130/204



154

155

156

157

158

（意７－５、１２－２－１、１２－２－２図） １階Ｘ７～８・Ｙ１通間が１階平
面詳細図ではグレーチングですが、外構詳細図－２　Ｂ－Ｂ断面では
縁石となっております、１階平面詳細図によりグレーチングとしてよろし
いでしょうか。 又、グレーチングの場合、排水溝Ｄとしてよろしいでしょう
か。

グレーチングとし、スチールグレーチング細目ノンスリップタイプとします。

（意６－４、１２－１、１２－２－３図） １階Ｘ１５ａ～１７・Ｙ１～５通間の床
仕上が矩計図－４では伊勢ごろ太石ですが、外構詳細図－３では砂利
舗装となっております、矩計図－４により伊勢ごろ太石としてよろしいで
しょうか。

伊勢ごろた石（別途工事）とします。

（意６－３、１１－１図） １階ピロティの床防水の仕様は凡例⑨としてよろ
しいでしょうか。

凡例⑨とします。

（意７－４～７－６、１２－２－１図） １階の排水溝グレーチング蓋の仕
様が１階平面図ではステンレスですが、外構図ではスチールとなってお
ります、１階平面図によりステンレスとしてよろしいでしょうか。 又、メー
カー及び品番をご指示下さい。

スチール細目ノンスリップタイプとします。

（意１２－１、１２－２－２図） １階Ｘ７～８・Ｙ１～２通間の床仕上が外構
平面図ではコンクリート平板ですが、外構詳細図－２　Ｂ－Ｂ断面では
デッキとなっております、外構平面図によりコンクリート平板としてよろし
いでしょうか。

コンクリート平板-1とします。
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（意６－４、６－１４図） １階通路１－３前デッキ部分の防水押えコンク
リートが矩計図－４では図示ありますが、階段詳細図－４では図示あり
ません、階段詳細図－４により不要としてよろしいでしょうか。

不要とします。

（意７－３、７－６図） Ｂ１階スロープ２について下記の内容をご指示下
さい。 ①センターラインは不要としてよろしいでしょうか。 ②出入り口部
の「ＩＮ」「ＯＵＴ」は文字書きとしてよろしい でしょうか。 ③停止線は不要
としてよろしいでしょうか。

①センターラインを見込みます。②文字書きとします。③停止線は必要としま
す。

（意６－４、６－８図） Ｂ１階スロープ１の床仕上が真空コンクリート、Ｂ１
階スロープ２がＡＳ舗装となっております、よろしいでしょうか。

スロープ2も真空コンクリートとします。Y4手前グレーチングまで真空コンクリー
トとします。

（意１２－２－３図） Ｆ～Ｆ断面詳細図のスチールエッジ２の仕様・大きさ
をご指示下さい。

取りやめとします。

（意４－１、６－１６図） 人工木デッキの板幅・板厚が材料表ではＷ１４８
×Ｔ２３ですが、階段詳細図－６ではＷ１５０×Ｔ３０となっております、
材料表によりＷ１４８×Ｔ２３としてよろしいでしょうか。

W148×ｔ23とします。

132/204



164

165

166

167

168

（意６－１０図） Ｂ１階ピアノ庫上部防水面の床仕上をご指示下さい。 防水⑨コンクリート平板②-2とします。

（意６－１２、１０－１０図） ３階室外機置場の壁：外部吸音壁について
下記の内容をご指示下さい。 ①階段詳細図－２　上端見切り縁：Ｌ-７５
×７５×６は スチール　溶融亜鉛メッキ　ＤＰ－Ｕとしてよろしいでしょう
か。 ②階段詳細図－２　上端見切り縁：Ｌ-７５×７５×６は 上端のみと
してよろしいでしょうか。 ③下端及び竪端部の見切りは部分詳細図－１
０の０９詳細図 によるとしてよろしいでしょうか。 ④部分詳細図－１０
０９詳細図の見切り縁・竪目地・横目地 の材質、表面仕上げをご指示
下さい。

①②スチール　溶融亜鉛メッキ　DP-Uとし、上端のみとします。③部分詳細図
－１０の０９詳細図によります。④SUS　HLとします。

（意３－１３、７－６図） 西立面図　Ｘ１５ａ～１６ｂ通間の１階に凡例Ｓ２と
図示ありますが、１階平面詳細図－３等で該当する擁壁らしき図示は
ございません、不要としてよろしいでしょうか。

必要とします。地下外壁立上り部H1100程度を示す。

（意７－３図） Ｂ１階ドライエリアの壁仕上げはＲＣ化　ＤＰＣ－ＡＳとして
よろしいでしょうか。

DPC-ASとします。

（意６－１０、７－１、７－４、１１－２図） Ｂ１階スロープ１について下記
の内容をご指示下さい。 ①方向表示・センターライン・停止線等のライ
ン引きは不要 としてよろしいでしょうか。 ②断面詳細図－５で１ＦＬ部分
に図示ある既製縁石ｈ＝２００の 範囲をご指示下さい。 ③断熱範囲図
で１階Ｙ１７通りが凡例Ｃと図示ありますが、 スロープ１にも必要として
よろしいでしょうか。

①全て必要とします。②アスファルト防水押さえの範囲とします。③必要としま
す。
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（意３－６図） 大ホール舞台屋根伏図のＹＤ１５０とは横引き型ルーフド
レインのこととしてよろしいでしょうか。

横引き型ルーフドレインを示します。

（意４－１図） 材料表の見え掛り竪樋で１５０×１００と２００×１００と図
示ありますが、平面図・平面詳細図図中の外部見え掛りのＴＤ１５０とＴ
Ｄ２００のこととしてよろしいでしょうか。

見え係り75φ とあるものは150×100、150φ とあるものは200×100とします。
RDはそれぞれの仕様に対応するものとします。

（意４－１、１０－１図） 見え掛り竪樋の表面仕上が仕上共通事項　材
料表ではＵ－ＢＥですが、部分詳細図－１　０９詳細図ではＤＰ－Ｕと
なっております、材料表によりＵ－ＢＥとしてよろしいでしょうか。

U-BEとします。

（意６－４、１１－１図） 地下外壁の外防水は地中梁下端まで必要とし
てよろしいでしょうか。

B1FL-300までとします。

（意４－１、６－８図） スチールパネルの外部の仕上が仕上共通事項
材料表ではＤＰ－Ｆですが、断面詳細図－３ではＤＰ－Ｕとなっておりま
す、断面詳細図－３によりＤＰ－Ｕとしてよろしいでしょうか。

ＤＰ－Ｕとします。
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（意６－５、１０－１図） ３階室外機置場のタラップの頂部の形状が矩計
図と部分詳細図－１　２５詳細図で異なっております、部分詳細図－１
によるとしてよろしいでしょうか。

部分詳細図-1によるとします。

（意３－５、６－１－２） Ｒ１ＦＬのＸ１３通のパイプスペース立上りの天端
に矩計図－１－２では丸環の図示がありますが、客席天井裏平面図で
は図示ありません、客席天井裏平面図により不要としてよろしいでしょ
うか。

設けます。Ｗ＝2700とします。

（意１０－１図） パイプスペース立上り内部に部分詳細図－１の０７詳細
図では水抜きパイプの図示がありますが、０８詳細図では図示ありませ
ん、０８詳細図により不要としてよろしいでしょうか。 又、必要な場合、
仕様及び排水経路をご指示下さい。

不要とします。

（意６－４図） Ｂ１階大練習室上部１階デッキの手摺の足元詳細をご指
示下さい。

意6-16図03によるとします。

（意１－２１図） 屋内を通る竪樋もグラスウール巻き＋鉛シート巻きとし
てよろしいでしょうか。

グラスウール巻き＋鉛シート巻きとします。
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（意６－４、７－６、１０－1－０９図） ２階中庭３からの竪樋の径が矩計
図－４では７５角ですが、１階平面詳細図－３ではＴＤ１００となっており
ます、矩計図－４により７５角としてよろしいでしょうか。 又、掴み金物
の仕様が矩計図－４ではステンレスですが、部分詳細図－１　０９詳細
図ではスチールとなっております、矩計図－４によりステンレスとしてよ
ろしいでしょうか。

150×100とします。SUS DP-Uとします。掴み金物はステンレスとします。

（意３－１、１２－１図） Ｂ１階小ホール横ドライエリアの吊り会所の深さ
及び蓋の仕様をご指示下さい。

意12-1図05雨水枡H680、鋳鉄製格子蓋とします。A-g1への接続管SGP150φ
L=17.000分も見込むとします。

（意６－５、７－１２図） 小ホール３階室外機置場のルーフドレイン・竪樋
の径が３階平面詳細図－３ではＲＤ（ＴＤ）１００ですが、矩計図－５では
ＲＤ（ＴＤ）１２５となっております、３階平面詳細図－３によりＲＤ（ＴＤ）１
００としてよろしでしょうか。

ＲＤ（ＴＤ）１００とします。

（意６－１６図） ０３詳細図で手摺の連結シャフトがステンレス　ＺＰと図
示ありますが、スチール　ＺＰと読み替えてよろしいでしょうか。

ZPは取りやめとします。スチール溶融亜鉛メッキのままとします。

（意７－６、７－９、７－１１図） ３階Ｘ１３・Ｙ６～７通間の３階平面詳細図
－２ではＴＤ１２５ですが、１階平面詳細図－３ではＴＤ１００となっており
ます、３階平面詳細図－２によりＴＤ１２５としてよろしいでしょうか。 又、
ＴＤ１２５の場合、ステンレスφ １２５としてよろしいでしょうか。

隣接する2本ともSUS　90□　とします。
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（意７－１１、１０－１図） Ｘ４・Ｙ６～７通間の打込みタラップの詳細は部
分詳細図－１２６詳細図としてよろしいでしょうか。

部分詳細図－１　２６詳細図とします。

（意６－３、７－１１図） ３階屋根外周のルーフドレイン・竪樋の径が３階
平面詳細図－２ではＲＤ（ＴＤ）１００ですが、矩計図－３ではＲＤ（ＴＤ）１
２５となっております、３階平面詳細図－２によりＲＤ（ＴＤ）１００としてよ
ろしいでしょうか。

ＲＤ（ＴＤ）１００とします。

（意１２－１図） 吊り会所について下記の内容をご指示下さい。 ①大き
さは特記無き限り４５０角としてよろしいでしょうか。 ②コンクリート強度
及びスランプをご指示下さい。 ③鉄筋配筋は０７．集水桝に同じとして
よろしいでしょうか。

①特記なき限り450□とします。②FC21,S15とします。③集水桝に倣うとします。

（意７－４図） Ｘ１・Ｙ１４～１４ａ通間の給油口は設備工事としてよろしい
でしょうか。 又、建築工事の場合、詳細をご指示下さい。

設備工事（別途工事）とします。

（意３－２図） １階ピロティのサインスペースがサイン図に図示ありませ
ん、詳細をご指示下さい。

取りやめとします。
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（意１１－１０図） １７案内板のインターホンは設備工事としてよろしいで
しょうか。

設備工事（別途工事）とします。

（意１２－２－５図） 地中外壁の通水マット・通水管の施工範囲及びメー
カー・品番をご指示下さい。

取りやめとします。

（意１０－８図） １２詳細図の下地鉄骨もＤＰ－Ｕ塗装が必要としてよろ
しいでしょうか。

地下鉄骨は溶融亜鉛メッキのままとします。

（意３－５、６－１－２図） 客席天井裏平面図の機械基礎⑥が矩計図－
１－２で床ＡＬＣ版上に設置されておりますのでＲＣ基礎ではないと思わ
れます、詳細をご指示下さい。

設備工事（別途工事）とします。

（意１１－９図） サイン特記事項　Ｄ．ピクトグラム（別途指定による）と
図示ありますが、別途指定の図示が無いように思われます、適用外と
してよろしいでしょうか。 又、適用される場合、別途指定の内容をご指
示下さい。

適用外とします。
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（意１１－９～１１－１１図） サイン詳細図にサインリストに図示の無い
サインがありますが、全て必要としてよろしいでしょうか。（例：サイン計
画図－２の０６．自動扉ＡＵＴＯサイン等）

全て必要とします。

（意３－１３、３－１４図） 凡例に♀メンテナンス用フックの図示がありま
すが、立面図に図示ありません、不要としてよろしいでしょうか。 又、必
要な場合、施工場所・数量及び詳細をご指示下さい。

一般平面図　　　　　　　　　足場丸環を示します。意3-6に示すもの以外に小
ホール32か所、その他低層で36か所見込むとします。

（意１１－１０図） ２１．案内サインのＳ－１３Ｂにピクトは不要としてよろ
しいでしょうか。

ピクト一か所300□見込むとします。

（意１１－９図） サインの員数が下記となっております、○印（リスト）とし
てよろしいでしょうか。 ①Ｓ－１Ｂ ○リスト １４３ 配置図 １４４（見込み１
０含む） ②Ｓ－２ ○リスト １６ 配置図 １１ ③Ｓ－６ ○リスト ５ 配置図
４ ④Ｓ－７Ａ ○リスト １６ 配置図 ８ ⑤Ｓ－７Ｂ ○リスト ５ 配置図 ４ ⑥
Ｓ－１１ ○リスト ４８ 配置図 ３８ ⑦Ｓ－１２ ○リスト １４ 配置図 ９

全てリストの数量を正とします。

（意３－７、１２－１図） ピット内の横引き管について下記の内容をご指
示下さい。 ①管仕様は特記以外ＶＰ１００としてよろしいでしょうか。 ②
会所Ａ－i～Ａ－ｍの横引き管の仕様はＶＰ２５０として よろしいでしょう
か。 ③会所１－Ｌ～合流会所の横引き管はＳＧＰ１５０として よろしいで
しょうか。 ④支持金物の詳細は意１０－２図２２詳細図によるとして よ
ろしいでしょうか。

①特記なき限りSGP（配管用炭素鋼鋼管）φ 200とします。②SGPφ 250としま
す。③SGPφ 200とします。④意10-2図22の詳細図によるとします。
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（意４－１図） 塗装一覧表にＺＰの図示がありますが、矩計図等に図示
ありません、不要としてよろしいでしょうか。 又、必要な場合、施工場所
をご指示下さい。

不要とします。

（意１０－１図） ０６詳細図の該当場所が平面詳細図等に図示ありませ
ん、不要としてよろしいでしょうか。 又、必要な場合、施工場所及び割
付をご指示下さい。

意6-4、ガーゴイル詳細図と同じ仕様（止水板なし）とし、ｗ250をｗ150とします。
二か所見込みます。

（意１－７図） 長尺金属板葺の板厚等に○印が付いていますが、矩計
図等で長尺金属板の図示がありません、不要としてよろしいでしょう
か。 又、必要な場合、施工場所及び詳細をご指示下さい。

不要とします。

（意４－１図） 材料表にアルミ笠木の図示がありますが、矩計図等で図
示ありません、不要としてよろしいでしょうか。 又、必要な場合、施工場
所及び詳細をご指示下さい。

トップライト廻りに適用とします。

（意４－１図） 材料表の竪樋に２００×１００の図示がありますが、矩計
図等で図示ありません、不要としてよろしいでしょうか。 又、必要な場
合、施工場所及び詳細をご指示下さい。

外部縦樋150φ を200×100　SUS　DP-Uとします。
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下記項目のメーカー及び品番をご指示下さい。 ①サッシュ上部のアル
ミルーバー（意６－１４図） ②１階駐輪場の駐輪装置（意７－４図） ③３
階屋根の避難器具（緩降機）（意７－１１図）

①開口率70％以上の既製品アルミルーバーとします。②ニチプレNSR-27N型
同等品とします。③ORIRO300、屋外BOX付同等品とします。

（意１０－６図） １７詳細図のサンタックシーラントは建築工事としてよろ
しいでしょうか。

建築工事とします。

（意１０－１図） １７詳細図の該当場所が矩計図等に図示ありません、
不要としてよろしいでしょうか。 又、必要な場合、施工場所をご指示下
さい。

不要とします。

（意１０－１０図） ２２詳細図の該当場所が矩計図等に図示ありませ
ん、不要としてよろしいでしょうか。 又、必要な場合、施工場所をご指示
下さい。

不要とします。

（意１０－１図） １５詳細図の該当場所が矩計図等に図示ありません、
不要としてよろしいでしょうか。 又、必要な場合、施工場所をご指示下
さい。

必要。アスファルト防水の立ち上がり押え部に適用とします。
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（意７－３図） 小ホール横ドライエリアの床と既設井戸との取り合い詳
細をご指示下さい。

既設井戸、建屋基礎含め保存とします。平面的に既設井戸と干渉しない残りの
エリアについて土間コンクリート仕上げとします。

下記の項目のアルミ材の表面処理はＢ－２種　つや消しとしてよろしい
でしょうか。 ①Ｂ１階中練習室窓上部天井アルミルーバー（意６－１４
図） ②パイプスペース立上りアルミパネル（意１０－１図） ③階段２屋根
のガーゴイル（意６－３図）

特記の通り、U-BEとします。

階段Ｘ２～Ｘ６は図示ありますが、階段Ｘ１が図示ありません、該当場所
をご指示下さい。

取りやめとします。

（意６－１６、１０－６図） １９詳細図　スプリンクラーのＧＷ充填は設備
工事としてよろしいでしょうか。

設備工事とします。

（意６－２図） Ａ部詳細図のスプリンクラーのモルタル押えは設備工事
としてよろしいでしょうか。

建築工事とします。
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（意６－５、７－９図） ３階空調機械室３・４の階段の詳細は、部分詳細
図－１０　０５．メンテナンス階段－１としてよろしいでしょうか。 又、踊り
場部分（クロスハッチ部分）は構造スラブ（Ｓ１５）としてよろしいでしょう
か。

意10-11図29鉄骨階段と同じ仕様とします。踊場スラブは、構造スラブ（ｓ１５）と
します。

（意５－２図） ０６・０７詳細図でシャッター受けの詳細が図示あります
が、矩計図等でシャッター上部はＲＣ壁となっておりますので、０６・０７
詳細図のシャッター受けは不要としてよろしいでしょうか。

不要とします。

（意１０－６図） ０１詳細図のダウンライト◎ですが、天井伏図では径毎
の数量が算出できません、径毎の数量をご指示下さい。

意10-6図の場所ごとを示すとします。凡例にて算出のこととします。

（意７－１０図） ３階熱源機械室の階段の詳細は、部分詳細図－１０　０
５．メンテナンス階段－１としてよろしいでしょうか。

意10-11図29鉄骨階段と同じ仕様とします。

（意６－７図） 階段Ｘ２～Ｘ６の詳細は部分詳細図－１１　２９．舞台廻り
鉄骨階段としてよろしいでしょうか。

意10-11図29鉄骨階段と同じ仕様とします。
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（意１－６図） 給排水設備を設ける室の間仕切下部立上りとの打継ぎ
部にウレタン系塗膜防水を施工する必要が、ある部屋名をご指示下さ
い。

特になしとします。

（意４－１、１０－８図） 床フローリング－１の厚みが、部分詳細図－８で
はＴ３０で記載されていますが、材料表よりＴ１７としてよろしいでしょう
か。

ｔ17を正とします。

（意１０－７図） 床フローリング－２の詳細は、フローリング－１に倣って
よろしいでしょうか。

フローリング-1に倣うとします。

（意１０－７、１０－８図） 床フローリングの壁取り合い部に緩衝材が、記
載されている詳細と記載されていない詳細がありますが、全て必要とし
てよろしいでしょうか。

全て必要とします。

（意１－５図） 下階及び隣室への漏水・浸水防止が必要な部屋名をご
指示下さい。

特になしとします。
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（意１０－２図） 上記質問で良い場合ボード出隅の詳細は、部分詳細図
－２に倣ってよろしいでしょうか。

ボード部分出隅の詳細は部分詳細図-2に倣うとします。

（意４－１～３） ＲＣ化（コンクリート化粧打放し）を使用する場所は、ＤＰ
Ｃ－ＡＣ部分のみとしてよろしいでしょうか。

DPC-AS部分のみとします。

（意７－１～３図） 地下１階二重壁代替打込み型枠の施工範囲をご指
示下さい。又、上記以外の二重壁は、ＥＣＰ－Ｆ　Ｔ４０としてよろしいで
しょうか。

地下１階二重壁代替打込み型枠以外の二重壁は、ＥＣＰ－Ｆ　Ｔ４０とします。

（意１０－７図） 壁左官壁－２に目地Ｗ６を設ける場所は、ＷＣのみとし
その他の部屋及びコンクリート面は、目地無しとしてよろしいでしょう
か。又、目地のピッチも併せてご指示下さい。

W900程度とします。

（意１０－２、１０－７） コーナーガード－１の使用箇所で便所以外の全
ての出隅と記載されていますが、平面図に○Ｇ－１と記載されている場
所のみとしてよろしいでしょうか。

平面図に○で示している部分のみとします。
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（意４－２図） 大ホール舞台他　幅木Ｗ（桧）面の塗装仕上は、ＯＳＵＣ
としてよろしいでしょうか。

OSUCとします。

（意１－９、１０－７～８図） 特記仕様書にセルフレベリング（セメント系Ｔ
１０）が記載されていますが、部分詳細図より床下地は、ＲＣ直としてよ
ろしいでしょうか。　上記、セルフレベリングを使用する場合、適用場所
（範囲）等をご指示ください。

RC直とします。

（意４－１～３図） 下記仕上が、材料表に記載されていますが、仕上表
より今回施工場所無しとしてよろしいでしょうか。 ①ビニル幅木（Ｖ）　Ｈ
１００ ②ビニル床タイル（ＶＴ－１）　Ｔ３ ③ＦＬＰ－１

①②③とも施工場所無しとします。

（意１１－１図） 各階便所等に施工する防水⑦Ｐ防水－２の立上り寸法
は、Ｈ１００程度としてよろしいでしょうか。

防水立ち上がりはH100程度とします。

（意１０－８、１１－１図） 各階空調機械室（防水処理仕様）の防水仕様
は、Ａ防水－３（アスファルト防水Ｅ－１）としてよろしいでしょうか。

意11-1図の通りとします。
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（意７－１、１０－３図） 地下１階小楽屋洗面ライニングの詳細は、部分
詳細図－３のライニング詳細に倣ってよろしいでしょうか。

部分詳細図－３のライニング詳細に倣うとします。

（意１０－２図） 機械基礎Ｉタイプ塗膜防水の仕様をご指示下さい。 U防水-2とします。

（意６－４図） 地下１階駐車場他外壁部排水溝の仕様は、防水モルタ
ルとしてよろしいでしょうか。

地下外壁部排水側溝の仕様は防水モルタルとします。

（意７－３） 地下１階空調機械室－１他　床仕上塗床部分の階段ノンス
リップの仕様を御指示下さい。

RC階段　段鼻ノンスリップタイル　モルタル金鏝押さえとします。

（意４－１図） 木繊セメント板－１、２は、型枠兼用しないとしてよろしい
でしょうか。

型枠兼用しないとします。
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（意１０－７図） 地下１階大練習室　鋼製床組及び防振ゴムのメーカー
品番等をご指示下さい。

床荷重計算を行い、浮床の固有振動数が10Hz以下となるように選定するとし
ます。

（意１０－３図） ライニング詳細　腰壁部分メラミン化粧板の厚み及び
メーカー品番等をご指示下さい。

アイカ2mm程度とします。

（意１０－８図） ３層張り天井部分 グラスウールＴ１００敷き込みの密度
をご指示下さい。

24ｋｇ/㎥とします。

（意７－１図） 地下１階ＭＷＣ１洗面部ライニングの仕様及び詳細をご
指示下さい。

意10-3図24にします。

（意７－１、１１－２図） 地下１階荷捌場－１の壁断熱材の仕様が、断熱
範囲図では吹付硬質ウレタンフォームですが、平面詳細図より木繊セ
メント板－２打込みとしてよろしいでしょうか。

地下１階荷捌き場部分はｃの木繊セメント板打ち込みとします。
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（意４－１、６－４、１０－４図） 地下１階収蔵庫について下記項目をご
指示下さい。 ①床仕上が、部分詳細図－４ではフローリング－２です
が、 仕上表より天然木（桧）Ｔ１５　Ｗ１２０としてよろしい でしょうか。 ②
天井高さが、矩計図－４ではＣＨ２４５０ですが、仕上表より ＣＨ２４００
としてよろしいでしょうか。 ③床下地高さが、部分詳細図－４ではＨ３０
０ですが、 矩計図－４よりＨ１０００としてよろしいでしょうか。 ④床組～
間仕切取り合いが、矩計図－４では床組優先 ですが、部分詳細図－４
より、間仕切優先としてよろしい でしょうか。 ⑤収蔵室内木材は、全て
無塗装としてよろしいでしょうか。 ⑥上記で否の場合　塗装仕様をご指
示下さい。 ⑦収蔵庫前室の幅木が、Ｖと記載されていますが、収蔵庫
に 倣ってＷ（桧）としてよろしいでしょうか。 ⑧収蔵庫前室の回り縁が、
Ｖと記載されていますが、収蔵庫に 倣いＷとしてよろしいでしょうか。

①仕上表を正とします。②CH2450とします。③H1000とします。④間仕切り優先
とします。⑤全て無塗装とします。⑦W（桧）とします。⑧W(桧）とします。

（意６－４、１０－７図） 地下１階大練習室　天井下地鉄骨が、矩計図に
記載されていますが、部分詳細図－７より下地鉄骨は、不要としてよろ
しいでしょうか。又、必要な場合　中練習室及び小練習室にも必要とし
てよろしいでしょうか。

大練習室のみ必要とします。

（意１０－８図） ２階和室会議室　床組下部にグラスウール敷き込み
は、不要でしょうか。必要な場合　厚み及び密度をご指示下さい。

不要とします。

（意１０－８図） ２階和室会議室　天井杉集成材面に塗装は、不要とし
てよろしいでしょうか。必要な場合　塗装仕様をご指示下さい。

OSUCとします。
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（意４－２、１１－１図） ２階機械室２で防水範囲図でＵ防水－２が記載
されていますが、仕上表－２よりＦＬＰ－２とし防水は、不要としてよろし
いでしょうか。防水が必要な場合　Ｕ防水－２にＦＬＰ－２を直に施工す
るのでしょうか、ご指示下さい。

U防水-2のままとします。

（意６－９図、構４－６図） ３階ＥＶホール３－２の床がＡＬＣ　Ｔ１２５で記
載されていますが、構造図よりＤＳ１５としてよろしいでしょうか。上記質
問でＡＬＣの場合　範囲を御指示下さい。

DS15とします。

（意４－２、１０－８図） 空調機械室２～６の幅木仕様が、仕上表－２で
はＦＬＰ－２ですが、部分詳細図－８よりスチール幅木としてよろしいで
しょうか。

スチール幅木とします。

（意６－１０、１１－１図） ２階熱源ポンプ室及び３階熱源機械室の防水
の有無が、防水範囲図では、⑨Ａ防水－２が記載されていますが、断
面詳細図－５より防水は、無しとしてよろしいでしょうか。必要な場合
構造スラブ天端レベルをご指示下さい。

必要。FL-300とします。

（意４－２図） ２階風洞部分　コンクリート面壁・天井仕上にＤＰＣ－ＡＳ
が、記載されていますが、不要としてよろしいでしょうか。上記質問で良
い場合　ＡＬＣ面ＲＥ－Ｔも不要としてよろしいでしょうか。

不要とします。

150/204



253

254

255

256

257

（意８－３図） 客席ケーブルピットの詳細で、蓋の厚みが３０ですが、フ
ローリング－１の厚みよりＴ１７とし、蓋部分もフェルトマットＴ５と合板Ｔ１
２が必要としてよろしいでしょうか。 又、仕様欄に記載のＷＢメッキの凡
例をご指示下さい。

フローリングｔ17+合板ｔ12×2とし高さを合わせることとします。

（意８－３図） 客席空調吸い込み部の詳細で、ＰＬ－１．６　Ａ－ＢＥが有
りますが、１段目部分はＬ型ですが、２段目部分はＬ型の先端の下に線
が描かれていますが、２段目もＬ型のみとしてよろしいでしょうか。

2段目もL型のみとします。

（意４－１、８－３図） 階段２他　ＲＣ階段でフローリング仕上の場合段
鼻ノンスリップの詳細は、大ホール段鼻部の詳細に倣ってよろしいで
しょうか。

意6-16階段2、階段6とします。その他大ホールの段鼻部の詳細に倣うとしま
す。

（意６－１３図） 階段６　２ＦＬ部分　床ウレタン断熱シートＴ５敷き込みの
メーカー品番等を御指示下さい。

既製品のウレタンシートとします。

（意８－３図） 客席床の蹴込みは床に倣い、フローリング－１＋合板Ｔ１
２（フェルトＴ５は無し）としてよろしいでしょうか。

フェルトT5はなしで、右図とし大小ホール共通とします。
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（意８－３図） 大ホール音響反射板仕上詳細図で、鉄骨フレームに付く
Ｌ－５０×５０×６までが舞台機構工事とし、仕上材が取り付く胴縁を止
める為の中ボルトからが建築工事としてよろしいでしょうか。

L-50×50×6から建築工事とします。

（意８－３図） 前舞台座席ワゴンで、スタッドボルトまでがオーケストラ
ピット仮設用組立床（機構工事）とし、大引きからフローリングまでが建
築工事としてよろしいでしょうか。 又、ワゴンの周囲Ｈ２２０のシナ合板Ｔ
９＋ＥＰ－１及び天然木無垢材も建築工事としてよろしいでしょうか。

スタッドボルトまでがオーケストラピット仮設用組立床（機構工事）とし、大引き
からフローリングまでが建築工事とします。又、ワゴンの周囲Ｈ２２０のシナ合
板Ｔ９＋ＥＰ－１及び天然木無垢材も建築工事とします。

（意８－２図） 各部鼻先詳細図で杉集成材間のケイカル面の仕上は、
左官材－２としてよろしいでしょうか。

左官材－２とします。

（意１０－１１図） ホリゾントライト廻り詳細図　下記項目をご指示下さ
い。 ①小ホールも大ホールに倣い、平面詳細図のホリゾント幕の 所に
ホリゾントライトが有るとしてよろしいでしょうか。 （意７－１、３図） ②上
記以外に大小それぞれ１０ｍずつ見込めばよろしい でしょうか。 ③蓋
の仕様がランバーコア化粧材（床仕上同材）と 有りますが、フローリン
グ－３の厚みはＴ４０なので ランバーコア化粧材の代わりにフローリン
グ－３として よろしいでしょうか。 ④蓋の幅が３００と４２０の２種類有り
ますが、大ホールを Ｗ４２０、小ホールをＷ３００としてよろしいでしょう
か。

①小ホールは不要とします。②L=600、L=400の蓋を図示以外に10ｍ見込むこ
ととします。③フローリング-3とします。④大ホール舞台、X2a通りと反射板下部
はｗ420、Y9aとY13b通りはｗ300とする。客席部ケーブルピットは意8-3図17に
よるとします。

（意８－３図） 設備ボックス詳細図に大小それぞれのホールのＷ寸法
が記載されていますが、下記項目をご指示下さい。 ①小ホールは、小
ホール客席天井詳細図により無しとして よろしいでしょうか。（意８－４
図） ②大ホールの客席部分は、大ホール天井伏図よりＷ２５０ としてよ
ろしいでしょうか。（意８－２図） ③大ホールの舞台部分は、大ホール天
井伏図に寸法の 記載が無いので詳細図よりＷ２８０としてよろしいで
しょうか。

大ホールおよび小ホール舞台はＷ280とし、小ホール客席はＷ200とします。
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（意７－１、１０－１１図） 大ホール舞台のケーブルピットＷ３００は、ホリ
ゾントライト廻り詳細図に倣うとしてよろしいでしょうか。

大ホール舞台のケーブルピットＷ３００は、ホリゾントライト廻り詳細図に倣うと
します。

（意７－１、１０－７図） 大ホール舞台に有るコーナーガードＧ－１です
が、詳細図に高さは天井高さと有りますが、天井高さが高いのでＨ２０
００程度としてよろしいでしょうか。

H=3000とします。

（意７－１３図） Ｘ６通りＹ９ｂからＹ１３ａの間仕切はＷ１０としてよろしい
でしょうか。

W10とします。

（意４－２、６－１－１、８－３図） オーケストラピットの壁仕上が、仕上表
ではＧＢ－Ｒ＋ＥＰ、矩計図６－１－１ではツキ板張りＴ１２ですが、下記
をご指示下さい。 ①舞台端詳細図の壁と繋がる所は木製胴縁＋天然
木 積層合板Ｔ３０＋ＯＳＵＣとしてよろしいでしょうか。 ②客席側曲面壁
部分は、前舞台座席ワゴンより木製胴縁＋ シナ合板Ｔ９＋ＥＰ－１とし
てよろしいでしょうか。

仕上表によるとします。

（意６－１－１、８－２図） 大ホール天井の杉板について下記項目をご
指示下さい。 ①ＯＳＵＣは必要としてよろしいでしょうか。 ②杉板の厚
み及び取付方法が、矩計図６－１－１では 杉板Ｔ３０　取付金物Ｌ－５０
×６、Ｌ－１５０×９０×１２ ですが、各部鼻先詳細図より杉板Ｔ１５＋Ｆ
Ｋ８（２枚）＋ ＬＧＳとしてよろしいでしょうか。

①OSUC必要とします。②設計図の通りとします。
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（意７－１図） Ｘ６通り舞台両袖のＷ２５００について、下記項目をご指
示下さい。 ①反射板の一部とし、舞台機構工事としてよろしいでしょう
か。 ②建築工事と取り合う物が有れば詳細等をご指示下さい。

プロセニアム開口調整用のパネルですが舞台機構工事とします。W2,500×
H12,000表裏両面および、木口面に杉板（ｔ＝15）貼りの仕上げを見込み、その
分は本工事とします。

（意６－１－１、１０－１１図） フロントサイド投光スペースについて、下
記項目をご指示下さい。 ①鉄骨面はＳＯＰとしてよろしいでしょうか。
②エキスパンドメタルの仕様は、点検歩廊に倣いＸＧ２１ としてよろしい
でしょうか。

①SOPとします。②XG２１とします。

（意４－２、１０－１１、構４－９図） Ｘ２～６通りのギャラリーの床仕上
が、意匠図ではＮＰＣですが、構造図よりエキスパンドメタルとしてよろ
しいでしょうか。 又、幅木の仕様もＰＬ－６　Ｈ１００としてよろしいでしょ
うか。

スチールプレートｔ3.2の上にNPCとします。幅木はPL-6　H100とします。

（意８－３、１１－２図） 舞台床の詳細図で、外壁部のみＷＢ３０打ち込
みとなっていますが、断熱範囲図より吹付硬質ウレタンフォーム断熱材
Ｔ３０＋セラミック系吹付Ｔ１５仕上（不燃仕様）としてよろしいでしょうか。

吹付硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫ-ﾑ断熱材T30+ｾﾗﾐｯｸ系吹付T15仕上（不燃仕様）にＧＷｔ50
ボタン押さえとします。

（意８－１、８－３図） 音響反射板に付く杉集成材Ａ・Ｂ材の大きさが、大
ホール音響反射板仕上詳細はＷ２５０のみですが、大ホール展開図よ
りＷ５００、３００有るとしてよろしいでしょうか。

音響反射板の＠150ボーダー材も、客席部と同仕様の厚みとし、杉集成材A・B
材も展開図を正とします。
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（意１０－１１図） ギャラリー・点検歩廊の詳細図に、鉄部はすべてＳＯＰ
と有りますが、手摺及びエキスパンドメタルのみＳＯＰとし、構造図によ
る主要構造下地や床受け材の鉄骨面はＳＯＰ不要としてよろしいでしょ
うか。

全てSOPとします。

（意１０－１１図） 上記質問が否の場合、ぶどう棚床は防錆塗装（黒色）
ですが、それ以外の耐火被覆を施していない鉄骨全てにＳＯＰが必要
と考えてよろしいでしょうか。

必要とします。

（意１０－１１図） シーリングスポットの外部側の仕上は鉄骨表しとして
よろしいでしょうか。

鉄骨表しとします。

（意４－２図） 大ホール舞台の仕上表備考に、ＧＷ以外壁、天井はすべ
て暗色塗りＥＰ、ＳＯＰと記載が有りますが、客室天井裏平面詳細図の
階段Ｘ４廻り及びＲＣ手摺壁以外有れば、具体的な場所等をご指示下
さい。

見えがかり部すべての面に適用とします。

（意１０－１１図） 点検歩廊の詳細が２種類有りますが、Ｗ６００の点検
歩廊は今回使用場所無しとしてよろしいでしょうか。

W600の点検歩廊は使用箇所無しとします。
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（意６－６、７－１３図） 調光器盤置場の間仕切がＦ５５と有りますが、断
面詳細図よりシーリングスポット置場に倣ってよろしいでしょうか。

F55とします。

（意７－１３、構６－５図） Ｘ６～６ａ通り部分の床が構造図でＰＬ－６です
が、シーリングスポットに倣い床仕上ＮＰＣが必要としてよろしいでしょう
か。

仕上げとしてNPCが必要とします。

（意８－４図） 小ホール遮光パネルの鉄骨骨組みは舞台機構工事と
し、ケイカル板からの仕上は建築工事としてよろしいでしょうか。

ケイカル板からの仕上げ部分を建築工事とします。

（意６－１５、８－４、８－５図） 小ホールのＷ７通り杉集成材の厚みが、
展開図ではＴ１４８ですが、矩計図－５及び小ホール遮光パネル詳細図
よりＴ５０としてよろしいでしょうか。

T50とします。

（意７－１３、１０－１１図） フォロースポット置場の壁に、Ｆ５５とクリンプ
ネットの２種類記載有りますが、シーリングスポット置場に倣い、舞台側
の壁はクリンプネット、ホール後方側はＦＫ６＋ＧＷとしてよろしいでしょ
うか。

フォロースポット置場左右の通路はシーリングスポット置場に倣うとします。た
だし、フォロースポット置場内の壁面は、四周F55とします。（舞台側はサッシュ
の上部がF55）
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（意７－３図） 小ホール舞台袖１、２の床に有る、ＲＡダクト９００×３００
の詳細をご指示下さい。

グラスウールｔ50、ガラスクロス付巻とします。

（意８－４図） 遮光パネル枠の仕様は、杉集成材ＯＳＵＣとしてよろしい
でしょうか。

杉集成材OSUCとします。

（意８－５図） 小ホールの回転扉は舞台機構工事とし、内装工事の吸
音パネル、左官壁－２、杉集成材は建築工事としてよろしいでしょうか。

回転扉、吸音パネル、左官壁－２、杉集成材は建築工事とします。

（意６－５、８－４図） 小ホールのＧＲＧ天井のＷ５ｃ通り右側にクリンプ
ネットがありますが、下記項目をご指示下さい。 ①クリンプネットの範
囲は、Ｖ２～Ｖ４通りまででしょうか。 ②クリンプネット部分の詳細をご指
示下さい。

①V2～V4通りまでとします。②大ホールシーリングスポット置場に倣うとしま
す。

（意３－８、４－３、８－５図） 小ホール舞台袖１、２の天井仕上が、詳細
図参照と有りますが、詳細図が無いように思われます。ＲＣ化　ＤＰＣ－
ＡＳとしてよろしいでしょうか。

RC化　DPC-ASとします。
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（意３－７、６－６図） ＲＡＣについて、下記項目をご指示下さい。 ①ピッ
ト平面図に６面ＧＷ５０と有りますが、各階ＲＡＣは ６面ＧＷ５０としてよ
ろしいでしょうか。 ②断面詳細図－１では断熱材と記載されています
が、 ＧＷ５０と読み替えてよろしいでしょうか。 ③断熱材も必要な場合、
仕様・厚みをご指示下さい。

①6面GW５０とします。②GW50と読み替えるとします。③不要とします。

（意３－７図） ピット平面図に、ピット廻り天井面断熱材の仕様が、ウレ
タン＋セラミック系Ｔ３０と有りますが、吹付硬質ウレタンフォーム断熱材
Ｔ３０の事とし、セラミック系吹付無しとしてよろしいでしょうか。 セラミッ
ク系吹付が必要な場合、厚みもご指示下さい。

セラミック系吹付はなしとします。

（意４－３、１０－８図） 調光室他、下記項目をご指示下さい。 ①根太受
け材のメーカー、品番等をご指示下さい。 ②床合板裏グラスウールＴ５
０の密度をご指示下さい。 ③壁仕上が部分詳細図－８では吸音パネ
ルＴ２５ですが、 仕上表よりグラスウールＴ５０ガラスクロス付きとして
よろしいでしょうか。

①スチール製既製品とします。②24ｋｇ/㎥とします。③GWｔ50ガラスクロス付と
します。

（意３－７図） 湧水ピットの仕上は、床コンクリート金鏝押えのみとして
よろしいでしょうか。（一部天井断熱材有り）

コンクリート金鏝押さえのみとします。

小ホール上部シーリング機器置場について、下記項目をご指示下さ
い。 ①大ホール部分のシーリングスポット置場の床は、 構造図にＰＬ
－６が有りましたが、小ホール上部は Ｃ－１００×５０×２０の上にラワ
ン合板１５＋１５を敷くとして よろしいでしょうか。（意１０－１１、構６－
５、６－６図） ②天井仕上が仕上表ではＥＰ＋ＤＲですが、意６－５より
断熱材表しとしてよろしいでしょうか。（意４－３、６－５図）

①小ホール上部は Ｃ－１００×５０×２０の上にラワン合板１５＋１５を　敷くこと
とします。②仕上表を正とします。

158/204



293

294

295

296

297
（意１１－３図） 間仕切ＡＬＣの開口補強金物については、耐火被覆は
不要なものとしてよろしいでしょうか。

耐火被覆は不要と考えます。

（意４－１図） ＰＳ・ＥＰＳ・ＤＳ・ＲＡＣの仕上表に記載の壁ＧＷ５０は、間
仕切凡例Ｗ１３及びＲＡＣの仕上とし、天井ＧＷ５０はＲＡＣの仕上の事
としてよろしいでしょうか。

ＰＳ・ＥＰＳ・ＤＳ・ＲＡＣの仕上表に記載の壁ＧＷ５０は、間仕切凡例Ｗ１３及びＲ
ＡＣの仕上とし、天井ＧＷ５０はＲＡＣの仕上のこととします。

（意１－１５、１１－２図） 断熱材について、下記項目をご指示下さい。
①断熱範囲図に記載のセラミック系吹付Ｔ１５は、 特記仕様書に記載
のダンセラボン＃２５の事として よろしいでしょうか。 ②ＰＳ・電気室等
の「仕様：同上　防火コート仕様Ｔ５」と 有りますが、ダンセラボン＃２５
の厚みがＴ５の事として よろしいでしょうか。 ③断熱範囲図では電気室
等の部屋も全て防火コートの 厚みがＴ１５ですが、特記仕様書に依ると
して よろしいでしょうか。 ④壁・天井にグラスウールを施していても、防
火コートは 必要としてよろしいでしょうか。 ⑤断熱範囲図の２階小ホー
ルに断熱凡例①が有りますが、 屋根裏に断熱材を施工するとしてよろ
しいでしょうか。

①ダンセラボン＃25を指すとします。②T15とします。③特記仕様書によるとし
ます。④不要とします。（追って協議とする。）⑤屋根裏にも断熱材を施工しま
す。

（意６－８、１１－２図） Ｂ１階Ｘ１－２間・Ｙ１３ｂ－１４間の自然換気用風
洞内の断熱材の有無が、断面詳細図－３では有りますが、断熱範囲図
より無しとしてよろしいでしょうか。 必要な場合断熱材の凡例番号をご
指示下さい。

屋内に面する部分の断熱材は必要、外部やピットに面する部分については、
断熱材不要とします。グラスウールＴ＝５０ボタン押さえとします。

（意７－１０、構４－６図） ３階Ｘ１２通りＹ９－９ａ間・Ｙ１３ｂ－１４間のＤ
Ｓ・ＰＳの床が、平面詳細図ではエキスパンドメタルと有りますが、構造
図よりスラブとしてよろしいでしょうか。

意匠図を正とします。（エキスパンドメタル）
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（意７－４、８－２図） 大ホールの平面詳細図や天井伏図でＲ４２，０８５
等の記載がありますが、大ホールの仕上は多角形ではなく曲面として
よろしいでしょうか。

曲面とします。

（意１０－７図） 部分詳細図－７の便所の珪酸カルシウム板以外は、突
付け（目地処理共）としてよろしいでしょうか。

突付け（目地処理共）とします。

（意１１－３図） 間仕切押出成形セメント板の開口補強金物について
は、耐火被覆は不要なものとしてよろしいでしょうか。

耐火被覆不要とします。

（意１－１２図） 塗装工事、せっこうボード面の素地ごしらえについて継
目処理工法の場合はＡ種とありますが、Ａ種が必要な部分は、目地部
のみとしてよろしいでしょうか。

Ａ種が必要な部分は、目地部のみとします。

（意１－８図） 特記仕様書－７　１４章　５節　 １４.５.４ａ 軽量鉄骨壁下
地の取付けは、変位吸収工法とすると記載ありますが、上下ランナー
両側にのみテープを施すとしてよろしいでしょうか。

上下ランナー両側にのみテープを施すとします。
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（意１－８図） 特記仕様書－７　１４章　４節　 １４.４.４ｄ 一般天井の耐
震仕様の適用か所は無しとしてよろしいでしょうか。 又、必要な場合、
適用か所をご指示下さい。

適用か所無しとします。

（意１－８図） 特記仕様書－７　１４章　４節　 １４.４.７ｅ 大規模天井にク
リアランスを設けると有りますが、詳細をご指示下さい。

設計図書の通りとします。（図面番号意8-4参照）

（意１－８図） 特記仕様書－７　１４章　４節　 １４.４.４ｈ 軽量鉄骨天井
下地のクリアランス確保と有りますが、施工範囲は無しとしてよろしいで
しょうか。 必要な場合、詳細・施工範囲をご指示下さい。

施工範囲は無しとします。

（意１－８図） 特記仕様書－７　１４章　４節　 １４.４.２ｂ 軽量鉄骨天井
下地の脱落防止タイプの適用か所は無しとしてよろしいでしょうか。
又、必要な場合、適用か所をご指示下さい。

全て適用とします。

（意１－８図） 特記仕様書－７　１４章　４節　 １４.４.２ｃ 高耐食仕様の
天井下地の適用か所は無しとしてよろしいでしょうか。 又、必要な場
合、適用か所をご指示下さい。

適用か所無しとします。
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（意１－２１、１０－７図） 配管、ダクトが防振吊りですが、天井下地で防
振が必要な部屋は大練習室、中練習室、小練習室のみとしてよろしい
でしょうか。

天井下地で防振が必要な部屋は大練習室、中練習室、小練習室のみとしま
す。

（意６－１－２、７－４図） １階多目的室２、音響調整室、調光室の階段
は、矩計図の多目的室１に倣い、木製階段としてよろしいでしょうか。

木製階段とします。

（意１０－７図） 大練習室、中練習室、小練習室の詳細で、床下地ＶＳ
－２（ＴＣ－１）の下地は、モルタルとしてよろしいでしょうか。

コンクリート金鏝押さえとします。

（意１－８図） 特記仕様書－７　１４章　４節　 １４.４.７ 重量天井の適用
か所は無しとしてよろしいでしょうか。 又、必要な場合、適用か所をご
指示下さい。

14.4.7の通りとします。大ホール小ホール天井に適用とします。

（意８－２図） 各部鼻先詳細図にＬＧＳ（無溶接工法）と記載されていま
すが、大ホールの天井下地のみ無溶接工法としてよろしいでしょうか。

上向き溶接を減らすため、施工計画によっては溶接可能とします。
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（意７－１図） Ｂ１階大ホール舞台の外壁側に、湧水マットは必要として
よろしいでしょうか。

不要とします。

（意５－８、５－９、５－５図） ＳＷの建具表で、４辺支持とあるものは、
竪枠にも上枠と同じＦＢ－９×５０の加工枠があるものとしてよろしいで
しょうか。

竪枠にも上枠と同じＦＢ－９×５０の加工枠があるものとします。

（意５－８図） 下記建具は４辺支持となっていますが、詳細図より２辺支
持としてよろしいでしょうか。 ①ＳＷＧ６　（５－５図０２詳細） ②ＳＷＳ３
（５－５図０１詳細）

詳細図より全て２辺支持とします。

（意６－５図） 矩計図－５の図面下部にグリッド天井の記載が有ります
が、使用場所は無しとしてよろしいでしょうか。

取りやめとします。

（意１０－７図） Ｗ４５の間仕切で、下地のボードがＧＢ－ＲとＧＢ－Ｆの
２種類有りますが、ＧＢ－Ｆを使用する間仕切の場所をご指示下さい。

キッズルームに適用とします。
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（意５－８、７－５、９－３図） ＳＷＧ９についてご指示下さい。 ①枠廻り
詳細をご指示下さい。 ②袖にスチールパネル・裏面両開フラッシュ戸
の図示があり ますが、納まり詳細をご指示下さい。

スチールｔ1.6加工、曲げ枠上部吊レールスチールパネルのフラッシュ戸としま
す。

（意５－８図） ＳＷＳ６は２辺支持で中央ガラスが突き合わせシーリング
納まりの図示ですが、特定防火設備　耐熱強化ガラス認定品のため、
２辺支持　中央ガラス突き合わせシーリング納まりは不可と思われま
す、ご指示下さい。

パイロクリア スリムタイプのFBスリム枠があるものとします。

（意３－４図） ３階　ＥＶ１　ＳＷＲ１部に上部自然換気ダンパーとありま
すが、詳細をご指示下さい。

取りやめとします。

（意５－８、６－３図） Ｘ６～Ｘ６ａ間矩計図で、ＳＷＳ１２部に防煙垂れ壁
Ｈ５００の図示がありますが、建具表の姿図等に見あたりません、ご指
示下さい。

固定防煙垂れ壁H500（建具同材）とし、長さは意7-8によるとします。

（意５－９図） 下記建具は２辺・３辺支持、３辺支持となっていますが、
詳細をご指示下さい。 ①ＳＷＨＢ１　２辺・３辺支持 ②ＳＷＨＳ１　３辺支
持

建具符号SW-HG2に倣うとします。
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（意５－９図） ＳＷＨＢ１についてご指示下さい。 ①ガラスＴＰ１５＋ＴＰ１
５は合わせガラスとして宜しいですか。 ②建具寸法が強化ガラスの製
作可能範囲を超えると思われ ます、ガラス６枚割シール納まとしてよろ
しいでしょうか。

見積もり上4分割想定とし現場にて詳細調整とします。

（意５－９図） SWHＴ１の嵌殺し部寸法が強化ガラスの製作可能範囲を
超えると思われます、ガラス４枚割シール納まとしてよろしいでしょう
か。

見積もり上2分割想定とし現場にて詳細調整とします。

（意５－８図） SWＢ２他の備考に、「ＦＢ内蔵タイプとし意匠用スチール
カバー付とする」とありますが、詳細をご指示下さい。

認定枠にスチール1.6加工のカバーを設けることを指すとします。

（意５－６、５－９図） ＳＷＨＧ１の表面仕上が不明です、詳細図の水切
板に合わせ、Ｕ－ＢＥとしてよろしいでしょうか。

U-BEとします。

（意５－９図） SWHG7の建具寸法が強化ガラスの製作可能範囲を超え
ると思われます。又、複層ガラスの為、中間部に方立が必要とし、６連
嵌殺しとしてよろしいでしょうか。

見積もり上2分割想定とし現場にて詳細調整とします。
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（意３－１図） Ｂ１階　通路Ｂ－３、Ｂ－５のＳＤＨＢ１９、１９ａにセキュリ
ティ扉とありますが、詳細をご指示下さい。

パニックオープンとし、非常時連動開錠（電気錠）とします。

（意５－８、７－５図） ＳＷＧ３のＷ寸法が１０，４４０となっていますが、
平面詳細図等に図示のある、扉～扉間の柱状部分の詳細をご指示下
さい。

意5-3図21の通り柱型はCBとします。

（意３－２、５－１０、６－８図） １階　Ｙ１４、Ｘ１～Ｘ２通り間　風道部　Ｓ
ＤＳ３ａは、建具表の姿図・寸法と異なる様に思われます、ご指示下さ
い。

W4,500、H1,650とします。

（意３－５、５－１０、６－８図） 客席天井裏平面図　Ｙ９、Ｘ４～Ｘ６通り間
風道部　ＳＤＳ３ａは、建具表の姿図・寸法と異なる様に思われます、ご
指示下さい。

W4,500、H1,650とします。

（意５－１０図） ＳＤＨＢ１、ＨＢ２の備考に硝子ガラリ付きとありますが、
姿図に表れておりません、硝子ガラリは無しとしてよろしいでしょうか。

硝子ガラリは無しとします。
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（意５－１１図） 下記建具面　ｔ５０杉集成材ＯＳＵＣ張りの各詳細をご指
示下さい。 ①ＳＤＨＢ２８　（３－１図　大ホール鳥屋口） ②ＳＤＨＢ３５
（３－１図　小ホール通路）

小ホール舞台回転扉仕上げに倣うとします。

（意３－２図） ＳＤＨＧ６ａの建具表が不明です、ＳＤＨＧ６と同仕様として
よろしいでしょうか。（１階　Ｙ１４、Ｘ７通りＥＰＳ）

ＳＤＨＧ６と同仕様とします。

（意３－４図） Ｘ１３ｅ、Ｙ２ａ通りのＰＳ立上りにＳＤＳＴの指示がありませ
んが、不要でよろしいでしょうか。

不要とします。

（意５－９図） ＳＤＧ９にランマフラッシュパネルとありますが、姿図に表
れておりません、ランマフラッシュパネルは無しとしてよろしいでしょう
か。

欄間フラッシュパネルは無しとします。

（意５－３、５－９図） ＳＤＧ２、Ｇ４の形状が、建具表ではガラス無し、袖
パネルＷ７５、詳細図ではＦＩＸガラス付き　袖パネルＷ１８０となってい
ます。詳細図による場合、ＦＩＸガラスの範囲が不明です、ご指示下さ
い。

建具表を正とする。ディテールはW180袖がW75とします。
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（意５－１３図） ＡＧの水切ホッパーについてご指示下さい。 ①各ガラリ
に付く水切ホッパーの範囲・寸法をご指示下さい。 ②水切ホッパーが
無い範囲の塞ぎ板の要否をご指示下さい。 ③塞ぎ板の仕様をご指示
下さい。

裏面全面ホッパーとします。

（意５－１２図） ＳＤＨＴ６、ＨＴ８の水切ホッパーについてご指示下さい。
①各ガラリに付く水切ホッパーの範囲・寸法をご指示下さい。 ②水切
ホッパーが無い範囲の塞ぎ板の要否をご指示下さい。 ③塞ぎ板の仕
様をご指示下さい。

裏面全面ホッパーとします。

（意５－１１図） ＳＤＨＧ１９部　片面グラスウール内蔵パンチングパネル
張りガラスクロス付２４㎏／ｍ３の詳細をご指示下さい。

右図の通りとします。

（意３－７、５－１２図） ＳＤＨＰ４の取付場所が不明です。ピット平面図
Ｄ－Ｄ断面図よりＸ８ａ通りポンプ室の扉としてよろしいでしょうか。

X8a通りポンプ室の扉とします。

（意５－２図） ＬＤ建具の表面仕上はＬＨ建具同様、見え掛かり部全てＵ
－ＢＥとしてよろしいでしょうか。

見え掛かり部全てU-BEとします。
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（意５－１３図） ＳＳＧ１他の表面仕上が、スチールＤＰ－Ｕとあります
が、スラットメッキ鋼板のままとも記載があります、メッキのままとしてよ
ろしいでしょうか。

スラッドはメッキ巻き上げ時見え掛かり部SUS以外はDP-Uとします。

（意５－１３図） ＳＳＨＢ３他の表面仕上が、スチールＤＰ－Ｕとあります
が、スラットＵ－ＢＥとも記載があります、Ｕ－ＢＥとしてよろしいでしょう
か。

U-BEとします。

（意５－１図） 外壁ガラリ部水切ホッパーの詳細で、裏面結露防止材は
吹付硬質ウレタンフォームＴ１５としてよろしいでしょうか。

吹付硬質ウレタンフォームｔ15とし、周囲の断熱が防火コートの場合は同様とし
ます。

（意５－１３図） ＡＧＨＭ１、ＨＭ２の備考に記載の消音チャンバーの詳
細をご指示下さい。

設備工事とします。

（意５－１３図） 水切ホッパーの詳細が、外部ガラリ部のものしか有りま
せんが、ＡＧＢ１等、内部ガラリにも備考に水切ホッパーの指示があり
ます、詳細をご指示下さい。

同様の全面チャンバーとします。
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（意５－９図） 下記ＳＷの枠回り詳細をご指示下さい。 ①ＳＷＨＢ２　（Ｂ
１階楽屋事務室） ②ＳＷＨＢ３　（Ｂ１階楽屋事務室）

意10-6図13とし通路側の腰壁はスチールパネルｔ2.3　DP-Uとします。

（意５－９図） ＳＷＨＢ４、４ａの内、二重窓になる場合の額縁の仕様・枠
回り詳細をご指示下さい。（Ｂ１階大練習室他）

意5-1図08三方枠に倣い、縦60上下100の框扉とし、枠についてはFB組み合わ
せ枠とします。

（意５－３図） １７詳細で、フロアヒンジ上の天板フローリングの仕様、厚
みをご指示下さい。

同材同厚さとします。（20mm程度）

ＲＭブロックに取りつく建具のアンカー要領をご指示下さい。（後打ちア
ンカー、下地鉄骨等）

溶接用アンカーボルトD13＠400　とします。

（意５－９図） ＷＷＳ１についてご指示下さい。 ①建具の樹種、塗装仕
様をご指示下さい。 ②敷居は桧、鴨居・竪枠は杉程度としてよろしいで
しょうか。

①スプルス　OSUC②全て桧程度とします。
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（意５－９、１０－６図） ＳＷHG6の腰壁の仕様が、建具表ではスチール
パネル、部分詳細図－６　１３詳細ではＦ５５となっています、建具表に
よるものとしてよろしいでしょうか。

建具表を正とします。

（意７－５図） １階　通路１－２部　ＳＧＧ１の袖仕切パネルは建具と同
材・同仕上としてよろしいでしょうか。

建具と同材・同仕上とします。

（意５－３図） 下記建具詳細図に該当する建具をご指示下さい。 ①０１
詳細図　連続丁番　外部　ＡＴ ②０３詳細図　防音ドア（Ｔ－４）

①外部に面する建具（室外機置き場は除く）とします。②備考にT-4とあるもの
を指します。

（意５－９図） ＳＷHＢ４、４ａのガラス複層ガラスですが、二重窓になる
場合、室内側のガラス仕様・厚みをご指示下さい。

同様とします。

（意５－９、１０－６図） ＳＷHG6の窓形状が、建具表では嵌殺し＋片引
き、部分詳細図－６　１３詳細では上部嵌殺し＋引違いとなっていま
す、建具表によるものとしてよろしいでしょうか。

意10-6図13とし片開き扉付きとします。
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（意５－１３図） ＳＧＧ１、ＳＧＳ１の備考に記載の内部暗色塗とはどの部
分に施すものでしょうか、ご指示下さい。

扉の内側の内部全てのことを指すとします。

（意５－１３図） ＳＳＨＧ１は管理用シャッターですが、備考に煙感連動
自動閉鎖とあります、特定防火設備としてよろしいでしょうか。

特定防火設備とします。

（意１－９図） 特記仕様書　アルミニウム製建具　１６，２，５－ｉで、片引
き・引違いサッシュへのファスナーロックが適用になっていますが、建具
表に図示ありません、不要としてよろしいでしょうか。 又必要な場合、
設置範囲をご指示下さい。

不要とします。

（意５－１３図） ＳＳの備考にスチールパネル部ＤＰ－Ｕとありますが、Ｓ
ＳＧ３以外にはパネルが見あたりません、ＳＳＧ３以外はスチールパネ
ル部ＤＰ－Ｕは無しとしてよろしいでしょうか。

シャッターボックス部を示します。断面詳細図及び矩計図参照のこととします。

（意３－１図） 下記室の二重壁部に二重壁点検口の図示がありません
が、必要な場合、配置又はか所数をご指示下さい。 ①収蔵庫１、２ ②
排煙ファン室 ③引込盤室

①6か所、②2か所、③2か所とします。
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（意５－９図） 大ホール多目的室　ＳＷＨＧ８、及びフォロースポット置場
ＳＷＨＭ１のガラス、サッシュは曲面としてよろしいでしょうか。

ガラス多面サッシュ多面とします。

（意５－１図） 建具共通事項に記載されている「天井設置電動レリーズ
は、コンシールドドアクローザ（上枠格納式）リョービファイアマンレリー
ズとする。」に○がありません。代わりになるメーカー名及び商品名をご
教示願います。

○の記載漏れのため、適用とします。天井設置電動レリーズとある場合はこの
仕様とします。

（意５－１１、７－１図） ＳＤＨＢ２０、２０ａ、２０ｂの姿図に袖パネル２８
０、２９０、３８０、６４０の図示がありますが、平面詳細図等に表れてお
りません、不要としてよろしいでしょうか。

SDHB20は建具表の通り袖パネルありとします。SDHB20aと20bは不要としま
す。

鋼製建具面の錆止め塗料について、公共建築工事標準仕様書（平成
２２年版）では工場１回・現場１回と記載ありますが、現場１回について
は、タッチアップ補修程度としてよろしいでしょうか。

現場１回については、タッチアップ補修程度とします。

（意５－９図） 大ホール調光室　ＳＷＨＧ４は備考に多面ガラスとありま
すが、サッシュ枠は曲面としてよろしいでしょうか。

曲面とします。
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（意４－２、７－１、９－１図） Ｂ１階大楽屋及び中楽屋において仕上表
備考に姿見と記載ありますが、平面詳細図及び展開図より不要として
よろしいでしょうか。

1か所ずつ見込みます。

（意４－２、７－１、１０－６図） Ｂ１階小楽屋１～３において仕上表備考
に姿見と記載ありますが、平面詳細図より部分詳細図のＷＣ姿見とし
てよろしいでしょうか。

意10-11図08によるとします。

（意１０－１１図） 楽屋カウンター詳細図についてご指示下さい。 ①ス
チールフラッシュパネルの表面仕上げはＡ－ＢＥとして よろしいでしょう
か。 ②化粧鏡下枠ステンレスＨ６０×Ｔ２下の小口木らしきもの があり
ますが仕様はメラミン化粧板としてよろしいでしょ うか。

①A-BEとします。②メラミン化粧板とします。

（意７－１、９－１、１０－３、１０－１１図） Ｂ１階小楽屋化粧カウンター
についてご指示下さい。 ①部分詳細図１０－１１－１６洗面カウンター
（小楽屋・控室） とありますが、平面詳細図及び展開図よりライニング
＋洗 面器としてよろしいでしょうか。 ②化粧鏡は部分詳細図１０－１１
－１６洗面カウンター（小楽 屋・控室）に倣うものとしてよろしいでしょう
か。 ③上記質問で、化粧鏡にステンレス四周枠が必要としてよろ しい
でしょうか。

①②意10-11図16の洗面カウンター+鏡に　意10-3図24のライニングをつけるも
のとします。③四周枠必要とします。

（意３－８、６－１－２図） Ｂ１階大楽屋及び中楽屋において天井伏図の
Ｙ１１～Ｙ１４ａ間にＢＢ（ブラインドボックス）と図示ありますが、範囲は
矩計図よりサッシュ部分のみとしてよろしいでしょうか。 又、矩計図にＧ
ＷＴ５０充填と記載ありますが密度は３２Ｋとしてよろしいでしょうか。

サッシュ部分のみとします。32Kとします。
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（意８－３図） 舞台端の部分詳細図においてケンドン式建具とあります
が仕様をご指示下さい。

サランネット貼り（小口まで巻き込み）とします。

（意４－２図） Ｂ１階小楽屋において仕上表備考に更衣ユニット及び洗
面ユニットの記載ありますが、平面詳細図及び展開図より不要としてよ
ろしいでしょうか。

不要とします。

（意７－５図） １階平面詳細図において会議・講座室の建具符号ＳＷ－
Ｇ５部分（Ｘ８通・Ｙ１～１ａ間に可動間仕切らしきものがありますが不要
としてよろしいでしょうか。又、必要な場合、仕様及び詳細をご指示下さ
い。

別図-①参照のこととします。

（意７－１図） 大ホールゾーンＢ１階荷捌場１において手摺の図示があ
りますが、仕様及び詳細は部分詳細図１０－１０－０５メンテナンス階段
－１に倣うものとしてよろしいでしょう。 又、Ｈ寸法はＨ１，１００としてよ
ろしいでしょうか。

部分詳細図１０－１０－０５メンテナンス階段－１に倣い、Ｈ寸法はＨ１，１００と
します。

（意３－８、９－１図） Ｂ１階大練習室及び中練習室において天井伏図
にＢＢ（ブラインドボックス）の図示がありますが展開図より不要としてよ
ろしいでしょうか。又、必要な場合、ボックスの断面寸法をご指示下さ
い。

必要。断面寸法は楽屋に倣うとします。
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（意１０－０５図） 大ホールホワイエ床空調吹出詳細図ＡにおいてＦＢ－
４×２０加工 Ｕ－ＢＥとありますがスチールとしてよろしいでしょうか。
又、ＳＵＳクリンプネット金網ＳＯＰ全面とありますが、ＳＯＰは不要として
よろしいでしょうか。

スチールとします。SOP必要。

（意１０－１１図） ネットフェンスの部分詳細図においてクリンプネットφ
１．６ ＠３５角とありますが材質及び表面仕上げはスチール Ａ－ＢＥと
してよろしいでしょうか。

スチール　A-BEとします。

（意１０－１２図） オーケストラピット移動手摺の詳細図において堅木集
成材ＯＳＣＵとありますが樹種はナラとしてよろしいでしょうか。

杉とします。

（意１０－６図） ベンチの詳細図においてＷ２，２００×Ｄ５００の詳細が
ありますが、平面詳細図ではＷ２，２００幅は全て屋内ベンチと思われ
ますので不要としてよろしいでしょうか。又、詳細図に記載なきＷ幅の
ベンチが図示ありますが、同仕様としてよろしいでしょうか。 （１階小
ホールホワイエ等）

・2200×500､ ・3780×500～800(L型) ・8460×500のベンチも各々1か所ずつ数
量に見込みます。使用場所は現場にて決定とします。上記と別に、詳細図に記
載なき寸法でも平面詳細図を正とし見込みます。

（意１０－１１図） シーリングスポット置場の部分詳細図においてクリン
プネットφ ５ ７５×７５ Ａ－ＢＥとありますが材質はスチールとしてよろし
いでしょうか。

スチールとします。
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（意３－１） Ｂ１階平面図において防火水槽上部にＳＤ－Ｂ１ａと建具符
号が図示ありますが、落下防止チェーン等は不要としてよろしいでしょ
うか。 又、必要な場合、仕様をご指示下さい。

必要。既製品とします。

（意６－６図） 断面詳細図－１においてＸ７通及びＸ９通に下記換気ス
リーブの図示がありますが、コンクリート穴明けのみとしてよろしいで
しょうか。 又、スリーブ管等が必要な場合、仕様をご指示下さい。

コンクリート穴開けのみとします。

（意１０－１２図０７） スピーカー吊り下げパイプの部分詳細図において
見え掛かり部スチールの表面仕上げはＳＯＰ塗りとしてよろしいでしょう
か。

SOP塗とします。

（意７－４、１０－１０図） １階音響映写室及び調光室において平面詳細
図に手摺が図示ありますが、仕様は部分詳細図－１０－３２ 手摺 （ス
チール手摺）に倣うものとしてよろしいでしょうか。 又、スチールの表面
仕上げはＳＯＰ塗りとしてよろしいでしょうか。

意匠10-8図09多目的の手摺に倣うとします。

（意６－１－２図） 矩計図－１－２において１・３階ホワイエに排煙ボック
ス（スチール Ｔ３．２ ＤＰ－Ｕ）とありますがＤＳ・ＰＳ側の点線部分の仕
様をご指示下さい。 又、納まり等詳細もご指示下さい。

SUSクリンプネット金網SOPとします。
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（意７－８、１０－９図） ２階通路２－２において展示ケースが図示あり
ますが部分詳細図－９－０１ 展示ケースＢ・Ｃに倣うものとしてよろしい
でしょうか。 又、Ｈ寸法は天井高さよりＨ２，８５０としてよろしいでしょう
か。

部分詳細図－９－０１ 展示ケースＢ・Ｃに倣うものとします。H2,850とします。

（意６－１２、６－１５、６－１６図） 階段３についてご指示下さい。 ①鉄
骨階段詳細図において中段手摺の図示はありませんが、 階段３詳細
図より必要としてよろしいでしょうか。 ②上記質問で必要な場合、仕様
は階段詳細図（手摺）に倣う ものとしてよろしいでしょうか

①必要とします。②階段詳細図（手摺）に倣うものとします。

（意６－３、７－８図） ２階平面詳細図及び矩計図において階段２～通
路２－２間に防煙垂壁（建具同材パネル）とありますが、スチール Ｔ１．
６ ＤＰ－Ｕとしてよろしいでしょうか。

質疑№322によるとします。

（意７－９、１０－３図） ２階湯沸室３において流し台のＷ寸法が部分詳
細図ではＷ１，５００とありますが平面詳細図よりＷ１，２００としてよろし
いでしょうか。

W1,200とします。

（意３－８～１２図） 天井伏図においてＢＢ（ブラインドボックス スチール
Ｔ１．６Ｕ－ＢＥ）とありますが断面寸法はＷ１５０×Ｈ１００ ∩型としてよ
ろしいでしょうか。

寸法はｗ150×ｈ100とします。

178/204



393

394

395

396

397

（意３－１０、７－９図） ２階天井伏図においてフォロースポット室のＳＰ
Ｂ（スピーカー吊り下げパイプのＬ寸法は部分詳細図ではＬ３，２００とあ
りますが部屋幅よりＷ２，５００としてよろしいでしょうか。

Ｗ２，５００とする。他の部屋も長さは全て部屋幅とします。

（意６－６、６－７、１０－１１図） ギャラリー手摺において部分詳細図で
はＨ９００とありますが断面詳細図よりＨ１，１００としてよろしいでしょう
か。

H1,100を正とします。

（意６－５図） 矩計図において小ホール上部シーリング機器置場に点
検床（通し）Ｌ９００程度と図示ありますが点検床の詳細（枠等）をご指示
下さい。

（意６－１１、６－１５、６－１６図） 階段１についてご指示下さい。 ①鉄
骨階段詳細図において中段手摺の図示はありませんが、 階段１詳細
図より必要としてよろしいでしょうか。 ②上記質問で必要な場合、仕様
は階段詳細図（手摺）に倣う ものとしてよろしいでしょうか。 ③階段１吹
抜け回りの手摺の仕様は階段１詳細図では中段 手摺の図示がありま
すが吹抜手摺詳細図より不要として よろしいでしょうか。

①必要とします。②階段詳細図（手摺）に倣うものとします。③階段及びEVホー
ル内は必要とします。

（意７－９、１０－１０図） ２階空調機械室３及び４において鉄骨階段の
手摺の仕様は部分詳細図－１０－０５メンテナンス階段－１詳細図に倣
うものとしてよろしいでしょうか。

部分詳細図－１０－０５メンテナンス階段－１詳細図に倣うとします。
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（意６－７、７－１３図） 階段Ｘ４において断面詳細図ではＲ１ＦＬに手摺
Ｈ１，１００がありますが平面詳細図よりＲＣ壁としてよろしいでしょうか。

RC壁とします。

（意６－７図） 断面詳細図においてＡ－Ａ断面図Ｘ６～６ａ間にチェーン
とありますが仕様をご指示下さい。

既製品とします。

（意３－７、１０－１０図） ピットにおいて連通管の仕様が部分詳細図で
はφ ２００半割とありますがピット平面図及び矩計図より特記なき限り
φ １５０半割としてよろしいでしょうか。

特記なき限りφ １５０半割とします。

（意６－７、１０－１１図） 舞台上部手摺において、仕様及び詳細は部分
詳細図１０－１１－２９舞台廻り鉄骨階段に倣うものとしてよろしいでしょ
う。 又、Ｈ寸法は断面詳細図よりＨ９００及びＨ１，２００としてよろしいで
しょうか。

意10-1１図20に倣うとします。又Ｈ寸法は断面詳細図のとおりとします。

（意７－１３図） 大ホール客席上部点検歩廊において手摺がありますが
多角としてよろしいでしょうか。

多角とします。
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（意６－１－２、７－１０図） ３階ホワイエ（２階席）においてＲＡグリルの
形状が矩計図では床吹出しタイプ（部分詳細図－５－１７）ですが、平
面詳細図に図示ありません、矩計図を正として全てのＳＡグリル前に必
要としてよろしいでしょうか。

矩計を正とし全てのSAグリル前に必要とします。

（意１０－３） 部分詳細図において手摺ガード（防護柵）の詳細がありま
すが、設置場所はＢ１階前室Ｂ－３建具ＳＷ－Ｂ１（自動扉）部分のみと
してよろしいでしょうか。 又、他に必要な場合、設置場所をご指示下さ
い。

Ｂ１階前室Ｂ－３建具ＳＷ－Ｂ１（自動扉）部分のみとします。

（意７－３、１０－１０図） Ｂ１階駐車場において平面詳細図Ｙ４通・Ｘ１３
ｂ～１４ａ間に衝突防止ポールが４か所ありますが部分詳細図－１０－
０４とし、数量は部分詳細図より１０か所としてよろしいでしょうか。

10か所とします。

（意３－７、７－２、７－５図） １階ピロティにおいてＸ１ａ・Ｙ１ａ通間にマン
ホール蓋が図示ありますが下階は防火水槽上部は駐車場より建具ＳＤ
－Ｂ１ａにより点検が可能です、従って１階ピロティにマンホール蓋は不
要としてよろしいでしょうか。 又、必要な場合、マンホール蓋の数量は
ピット平面図より２か所としてよろしいでしょうか。

マンホール蓋1か所必要とします。

（意３－７、６－６、６－８図） クールピットにおいて断面詳細図に通水管
φ ７５＠９００とありますがピット平面図の下部凡例より基礎間にＶＰφ
５０ ２か所としてよろしいでしょうか。 又、オーケストラピット下部の通水
管は断面詳細図ではφ ７５＠１，０００とありますがφ ５０＠１，０００とし
てよろしいでしょうか。

クールピット通水管はＶＰφ ５０ 基礎間に ２か所とし、オーケストラピット下部通
水管はφ 50＠1,000とします。
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（意７－４、１０－３図） １階ビュッフェにおいて平面詳細図に流し台が図
示ありますが仕様は部分詳細図－３－０４に倣うものとしてよろしいで
しょうか。

取りやめとします。

（意１０－３図） 便所隔てスクリーン詳細図において下記のＨ寸法の設
置場所が図中では不明です、不要としてよろしいでしょうか。 又、必要
な場合、設置場所をご指示下さい。 ①ＣＨ＝２，５００ ②ＣＨ＝２，６００

不要とします。

（意３－８、４－１、１０－３図） 便所隔てスクリーンの部分詳細図におい
てＨ寸法の記載がありますが、Ｂ１階ＭＷＣ－１・ＷＷＣ－１の便所隔て
スクリーンは仕上表及び天井伏図よりＨ２，１００としてよろしいでしょう
か。 又、扉Ｈ寸法はＨ１，９４０としてよろしいでしょうか。

隔てスクリーンはH2,100とし、扉H寸法もH2,100とします。

（意１０－３図） 下記ＷＣの化粧鏡は部分詳細図－３－２３としてよろし
いでしょうか。 ①Ｂ１階ＭＷＣ－１ ②Ｂ１階ＷＷＣ－１

B1階MＷＣ・ＷＷCの化粧鏡は部分詳細図－３－２３とします。

（意７－１０、１０－１０図） ３階発電機室他の配線ピットについて、下記
のＷ寸法（定規寸法）を部分詳細図のＷ寸法と読み替えてよろしいで
しょうか。 ＜平面詳細図＞ ＜部分詳細図＞ ①発電機室 Ｗ３００ Ｗ２
５０ ②空調機械室 Ｗ３００ Ｗ２５０ ③電気室 Ｗ４００ Ｗ４５０ ④電気
室 Ｗ８００ Ｗ９００

平面詳細図を正とします。
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（意４－１、６－９、６－１１図） Ｂ１階ＭＷＣ－２・ＷＷＣ－２の天井高さ
は断面詳細図ではＨ２，４００ですが仕上表よりＨ２，３００としてよろしい
でしょうか。

H2,400とします。

（意１０－４図） ＷＣ可動壁詳細図において木枠の樹種及び表面仕上
をご指示下さい。

堅木SOPとします。

（意３－９７－４図） １階客用ＭＷＣ１－１及び客用ＷＷＣ１－１において
下り天井のＨ寸法が天井伏図ではＨ２，１００とありますが平面詳細図
よりＨ２，２００としてよろしいでしょうか。

H2,200とします。
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（意４－１、６－３、６－４図） 階段２・４～６において壁付き手摺の仕様
は階段７～１２に倣いナカ工業 Ｏ－３４タイプとしてよろしいでしょうか。

壁付き手摺の仕様はナカ工業 Ｏ－３４タイプとします。

（意１０－４図） 洗面カウンター部分詳細図についてご指示下さい。 ①
斜線部に表面フロスト加工裏面鏡加工なしとありますが基材を ご指示
下さい。 ②鏡Ｔ５裏の菱形の仕様をご指示下さい。 ③斜線部裏のＥＰ
塗りの下地をご指示下さい。 ④同上部Ｗ４０×Ｈ６５０部分の仕様をご
指示下さい。

①ガラスとします。
②図面による。ポリ合板フラッシュｔ30組合せとします。
③GBｔ12.5+12.5とします。
④②に同じとします。

部分詳細図において下記項目の使用範囲が不明です、数量及び設置
場所をご指示下さい。 ①（意１０－１０図） ステンレス製吊会所耐火型
（既製品） 部分詳細図－１０－１２ ②（意１０－１０図） グリーストラップ
耐火型（既製品） 部分詳細図－１０－１５ ③（意１０－１０図） 手摺（ス
チール手摺） 部分詳細図－１０－３２ ④（意１０－１１図） メンテナンス
用把手 部分詳細図－１１－１５

①意12-1汚水会所リスト「吊会所（密閉）」に適用とし、　　耐火被覆は不要とし
ます。また図示とは別に2か所とします。②取りやめとします。③バック用手摺と
します。④取りやめとします。
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（意７－２図） Ｂ１階駐車場において身障者駐車スペースに車止めＬ３，
２００（定規寸法）の図示がありますが仕様をご指示下さい。

意10-10図08　組合せカット3200とします。

（意３－７、４－１、７－１図） 階段９において仕上表備考に手摺の記載
がありますが、平面詳細図及びピット平面図Ｃ－Ｃ断面図より不要とし
てよろしいでしょうか。

必要とします。階段7～12に倣うとします。

（意４－１、６－５、７－９、７－１２図） 階段１２において仕上表備考に手
摺の記載がありますが、平面詳細図及び矩計図－５－０２断面詳細図
より不要としてよろしいでしょうか。

必要とします。階段7～12に倣うとします。

（意１０－１１図） 楽屋基本ユニット（中・大楽屋用）についてご指示下さ
い。 ①ＵＷ 洗面ユニットにおいて洗面器は別途としてよろしいで しょう
か。 ②ＵＣ 更衣ユニットにおいてカーテンの図示がありませんが 別途
としてよろしいでしょうか。

①別途とします。②別途とします。

（意４－１、６－５、７－６、７－９図） 階段１０において仕上表備考に手
摺の記載がありますが、平面詳細図及び矩計図－５－０２断面詳細図
より不要としてよろしいでしょうか。

必要とします。階段7～12に倣うとします。
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（意３－１、１０－１１図） 部分詳細図においてネットフェンス ３０Ｍとあり
ますが設置場所はＢ１階大ホール舞台裏としてよろしいでしょうか。
又、扉等は不要としてよろしいでしょうか。 上記質問で必要な場合、仕
様及び詳細をご指示下さい。

設置場所はＢ１階大ホール舞台裏とし、各ネットフェンスごとにｗ900×ｈ2,100
の扉（同材、シリンダー箱錠付）を設けるとします。

（意７－３図） Ｂ１階駐車場において大型車及び小型車駐車スペースに
文字書きがありますが、路面表示が必要としてよろしいでしょうか。

路面表示が必要とします。

下記項目のメーカー及び品番をご指示下さい。 ①（意１０－１１図） 吊
りカーテンレール（楽屋・鳥屋口） ②（意７－４図） １階音響調整室他
カーテン ③（意７－４図） １階音響調整値酢他 カーテンレール ④（意１
０－２図１９） 床点検口（密閉式２重蓋） ⑤（意１０－２図２０） 床点検口
（密閉型） ⑥（意１０－２図２１） 天井点検口（目地タイプ） ⑦（意１０－３
図２３） 化粧鏡（既製品）Ｗ４５０×Ｈ７００ ⑧（意１０－３図３０） 排水溝
鋳鉄製格子蓋 ⑨（意１０－３図３１） 排水溝 ステンレスグレーチング蓋
⑩（意１０－３図３２） 排水溝 スチールグレーチング蓋 ⑪（意１０－１０
図０８） 車止め Ｌ６００ コンクリート製 ⑫（意１０－１０図１４） 配線ピット
蓋 ⑬（意１０－１０図１９） 養生ストッパー（既製タイプ） ⑭（意１０－１０
図２４） カーブミラー ⑮（意７－８図） キッズ用ＷＣ ベビーベッド（折畳
み式） ⑯（意７－１０図） ホワイエ 床下点検口 Ｗ６００×Ｄ６００ ⑰（意
６－５図） 階段１０他 小屋裏天井裏用 天井点検口 ⑱（意３－７図） Ｂ
１階空調機械室１ グレーチング蓋

①仕様同等品とします。②③別途とします。④⑤⑥仕様同等品とします。⑦同
等品とします。⑧⑨⑩カネソウ同等品とします。⑪⑫⑬仕様同等品とします。⑭
曲面角型550×400角程度　既製品とします。⑮TOTO　YKA25程度とします。⑯
仕様同等品とします。⑰意6-5右上天井点検口詳細図にします。⑱カネソウ同
等品とします。

（意１０－１２図） スピーカー吊り下げパイプの詳細図においてスチール
φ ４２．７とありますが表面仕上はＳＯＰ塗りとしてよろしいでしょうか。

SOPとします。
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（意１－６図） 特記仕様書－５　９章　９節　９.９.２ａ７ 天井内に漏水防
止のために設ける防水パンの施工箇所は無しとしてよろしいでしょう
か。 必要な場合、施工範囲、詳細をご指示下さい。

無しとします。

（外構）

下記項目の仕様及び詳細をご指示下さい。 ①（意１０－１１図） Ｂ１階
小楽屋１他 ユニットシャワー付枠 （樹種・仕上） ②（意７－２図） Ｂ１階
ピアノ庫１ ピアノストッパー 自立型 ③（意３－１、３－７図） ピット階受
水槽室上部ＰＳ 仮設床 ④（意７－２図） Ｂ１階駐車場 コーナーガード
⑤（意６－６図） 配管ピット オーバーフロー管 φ １００ ⑥（意７－３図）
小ホール 舞台袖１・２他 ＲＡダクト ⑦（意６－５図） 小ホールホワイエ
ルーバー天井 ⑧（意１－１０図） 鍵箱 ⑨（意１１－４図） ＥＶ１ ガラス手
摺 Ｈ２，１００ ⑩（意７－２図） 階段１他 点字タイル３００角 フローリン
グ用 ⑪（意７－９図） ２階物入２－２ 壁点検口 Ｗ４５０×Ｈ４５０ ⑫（意
６－１－１図） 大ホール 灯光スペース タラップ ⑬（意１０－１１図） 案
内スピーカーボックス サランネット

①堅木SOPとします。②意10-12図03によるとします。③四方枠L-150×150（溶
融亜鉛メッキ）、床材ALCｔ150程度とし、　全てのALCに取り外し用のフック（ア
イボルト）付とします。④意10-7、コーナーガード（G-1)同仕様とします。　（ただ
し、駐車場部はH2,000までとする）⑤VP100φ とします。⑥GWｔ50ガラスクロス
巻きとします。⑦取りやめとします。⑧本建物のみの鍵箱とします。⑨取りやめ
とします。⑩ナカ工業点字鋲・点字タイルJタイプ程度とします。⑪ダイケン壁点
検口WE60JK同等品とします。⑫⑬意6-1-1、意10-1図25に倣うとします。

（意３－１、１２－１図） 吊り会所において会所リストがございますが、下
記項目の寸法及びメーカー品番をご指示下さい。 ①Ａ－ｈ１～ｈ３ 蓋種
別Ｃ ②１－ｋ・１－Ｌ 蓋種別Ｃ ③Ｏ－１４ 蓋種別Ｄ ④Ｏ－１５～１８ 蓋
種別Ｃ 又、Ｂ１階平面詳細図ではＸ１３ｅ・Ｙ９ｂ通に吊り会所の図示が
ありますが会所リストにありません、会所の桝深さ及び蓋種別・メー
カー品番をご指示下さい。

①400φ 程度、既製品とします。②600φ 程度、既製品（耐重量型）とします。③
600φ 程度、蓋種別は意10-10図12に倣うとします。④同上とします。深さ0.65
ｍ、蓋種別は上記③によるとします。

（意３－８～１１、６－２、６－１１図） 防煙垂壁についてご指示下さい。
①天井伏図において凡例に防煙垂壁 （防煙スクリーン方式 可動レー
ルタイプ）とありますがメーカー及び品番をご指示 下さい。 ②点検口の
仕様は階段１詳細図ではスチールパネルＴ２０と ありますが、矩計図よ
りアルミパネルＴ２としてよろしいで しょうか。 ③上記質問で、アルミパ
ネルの場合、表面仕上はＡ－ＢＥと してよろしいでしょうか。

①鈴木シャッター　防煙スクリーンタイプ/防煙パネルタイプとします。②アルミ
パネルT2とします。③A-BEとします。
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（意１２－１図） 西側、南側　白抜き部分ついて下記の内容をご指示下
さい。 ①白抜き部分は整地程度としてよろしいでしょうか。 ②縁石Ａが
記載がされていますが不要としてよろしいでしょうか。

①真砂土敷きT100程度の整地とします。②当該白抜きエリア建物外周に沿っ
て45ｍ分を見込むとします。

（意１２－１、１２－２－３図） 南側　砂利敷き舗装部擁壁の範囲が外構
計画図では南側全面ですが、外構詳細図－３（Ｆ－Ｆ断面)では擁壁の
記載有りません、外構計画図より南側全面としてよろしいでしょうか。

南側の一部（ｗ15ｍ）とします。

（意１－１５、１２－４図） ５節　敷地境界石標　設置範囲はＫ１３～Ｋ６５
迄としてよろしいでしょうか。

Ｋ２～Ｋ81までの標識はあり、新たに設置する境界石漂はありませんが、工事
により破損した場合、施行者で復旧とします。

（意１－１６図） ２２章　舗装工事　２２．２．２路床の構成及び仕上り　に
ついて下記の内容をご指示下さい。 ①透水舗装に用いるフィルター層
の仕様及び範囲が不明 　です。 ②路床安定処理を行う範囲が不明で
す。

①透水舗装は行わないとします。②路床安定処理は大ホール北側車路400㎡
分見込むとします。

（意４－１図） コンクリート平板－１、２　５４０×１８０×ｔ１８０　太陽セメ
ント工業で記載されていますが、該当する仕様がありません、特注品と
してよろしいでしょうか。 又、形状及びメーカー・品番をご指示下さい。

特注品とします。
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（意１２－１、１２－２－１図） 車止め　外構詳細図－１では３０か所、鎖
付き・埋込み式ですが、外構計画図では１６本＋２１本となっておりま
す、外構計画図より３７本、支柱のみ（鎖なし）としてよろしいでしょうか。

37本、鎖付埋め込み式とします。

（意１２－２－７図） 大道具倉庫改修について下記構造の内容をご指示
下さい。 ①補強用コンクリート仕様が不明です。 ②シアコネクターの長
さが不明です。 ③基礎部の配筋要領は壁補強と同様としてよろしいで
しょう か。

①FC24,S18とします。②現場にて調整とします。③壁補強同様とします。

（意１２－３図） 北側　アスファルト舗装、コンクリート平板舗装部の誘導
用・注意喚起用床材はレジンコンクリート整としてよろしいでしょうか。

アスファルト舗装部：レジンコンクリート製鋲コンクリート平板部：ステンレス製と
します。

（意１２－５図） 歩道改修　インターロッキング舗装部　誘導用・注意喚
起用床材の設置範囲をご指示下さい。

歩道改修範囲は敷地内全面及び、敷地外の車両切込み部分とし、敷地外で車
両切込み以外の歩道面（西側）は舗装材料（コンクリート平板-1）支給を本工事
に見込みます。

（意１－１６図） ８節　その他　誘導用・注意喚起用床材　２）屋外　ステ
ンレス製の図示がありますが設置場所が図中に図示ありません、不要
としてよろしいでしょうか。 又、必要な場合、設置場所をご指示下さい。

別紙（別図-②誘導ブロック）参照のこととします。
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（意１２－２－４図） Ｈ－Ｈ断面　壁　ＲＥ－Ｔ（吹付塗材Ｅ）のメーカー・
品番をご指示下さい。

コンクリート化粧打ち放しの上DPC-ASとします。

（意１２－２－４図） G－G断面　擁壁配筋　基礎は下端・上端筋共Ｄ１６
＠２００、壁筋は竪・横Ｄ１６＠２００ダブル配筋としてよろしいでしょう
か。

基礎は下端・上端筋共Ｄ１６＠２００、壁筋は竪・横Ｄ１６＠２００ダブル配筋とし
ます。

（意７－３図） Ｙ８通　配管ピットが記載されていますが仕様が不明で
す、詳細をご指示下さい。

取りやめとします。

（意１２－２－７図） 大道具倉庫改修について下記仕上の内容をご指示
下さい。 ①既存外壁（Ａ断面)の仕上げ等は不要としてよろしいでしょう
か。 ②新設手摺（Ｂ断面)の仕様をご指示下さい。 ③新設擁壁（Ｂ断
面）の仕上材をご指示下さい。

①コンクリート補修の上DPC-ASとします。②屋上テラス手摺同仕様とします。
③コンクリート化粧打放しDPC-ASとします。

（意１２－１図） 下記のコンクリート仕様をご指示下さい。 ①コンクリート
階段（意１２－２－４図） ②コンクリート擁壁（１２－２－４図） ③化粧ブ
ロック擁壁（１２－２－４図） ④手摺基礎他（１２－２－１図）

①FC21,S15②FC24,S18③高流動FC24、フロー60cm④FC24,S18
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（意１２－１図） 会所について下記の内容を御指示下さい｡ ①会所　Ｗ
×Ｄ寸法をご指示下さい。　②集水桝　蓋種別◇記号としてよろしいで
しょうか。 ③会所リスト　備考欄　白抜きをご指示下さい。 ④詳細０５、
０６の摘要範囲をご指示下さい。

①H≦880を400角､H≧890を500角とし雨水枡詳細（05,06）によるとします。②
集水桝　蓋種別◇記号とします。③雨水枡05、雨水枡06を指すとします。④③
の通りとします。

（意１２－１、１２－２－６図） 南東角部　外構計画図では排水溝の記載
が有りませんが、外構詳細図－６では排水溝Ａとなっております、外構
詳細図より排水溝Ａとしてよろしいでしょうか。

排水溝Aとします。

（意７－４、１２－２－１図） 横断排水溝　蓋仕様が１階平面詳細図－１
ではステンレスグレーチング蓋ですが、外構詳細図－１では鋼製格子
蓋となっております、外構詳細より鋼製格子蓋としてよろしいでしょう
か。

鋼製格子蓋とします。（細目グレーチングノンズリップタイプ）

（意１２－１、１２－２－５図） 東側境界部　外構詳細図－５では排水溝
Ａですが、外構計画図ではＨＰφ ２００となっております、外構計画図よ
りHP管としてよろしいでしょうか。

排水溝A、HPφ 200ともに見込むとします。

（意１２－１図） 汚水会所　Ｗ×Ｄ寸法をご指示下さい。 450×450とし、枡深さが750を超えるものは600×600とします。
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（意１－１、１－２４、１２－１図） 植栽工事　工事概要　関連工事で植栽
が別途工事で記載されていますが、工事区分表では建築工事及び外
構計画図では地被類Ａとなっております、工事区分表より別途工事とし
てよろしいでしょうか。

植栽工事は別途工事とします。

（意１２－１図） 植栽部分　客土の工事区分が不明です、工事範囲で有
れば厚み及び仕様をご指示下さい。

別途工事とします。

（意１２－２－５図） 道路切下げ－３　植樹桝撤去の記載ですが、高木
共撤去としてよろしいでしょうか。

高木は撤去済み、植樹枡のみ撤去とします。

（意１２－１図） 小ホール南側　植栽ツリーサークルの工事区分が不明
です、別途工事としてよろしいでしょうか。 又、本工事の場合、形状及
びメーカー・品番をご指示下さい。

別途工事とします。

（意１２－１、１２－２－８図） Ｕ形側溝の蓋　外構詳細図－１では蓋に
記載がありませんが、外構詳細－８ではステンレス蓋付きとなっており
ます、外構詳細図－８よりステンレス溝蓋としてよろしいでしょうか。

鋼製格子蓋とします。（細目グレーチングノンズリップタイプ）
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（意１２－２－１、１２－２－５図） Ｌ型街渠部コンクリート境界ブロックの
新設範囲は既存乗入れ部分を歩道に改修する範囲としてよろしいで
しょうか。

Ｌ型街渠部コンクリート境界ブロックの新設範囲は既存乗入れ部分を歩道に改
修する範囲とします。

（意１－１６図） １２節　道路付帯設備　１）道路標識の表示が記載され
ていますが、外構図に図示ありません、不要としてよろしいでしょうか。
又、必要な場合、仕様及び設置数量をご指示下さい。

不要（別途工事）とします。

（意１２－１、１２－２－５図） 東側歩道改修　既設舗装等を撤去・イン
ターロッキング舗装の復旧としてよろしいでしょうか。

西側歩道改修については、敷地外歩道はコンクリート平板-1の材料支給のみ
本工事とし、既設撤去および舗装工事は別途とします。（切込み回収は撤去・
新設の材工とも本工事とする。）

（意１２－１、１２－２－５図） Ｘ１０ａ～Ｘ１２間　外構計画図ではコンク
リート平板舗装ですが、外構詳細図－２　道路切下げ－２詳細ではイン
ターロッキング舗装となっております、道路切下げ－２よりインターロッ
キング舗装としてよろしいでしょうか。

コンクリート平板-1舗装とします。

（意１２－２－６図） 道路切下げ－４　道路排水桝の新設の内容につい
てご指示下さい。 ①道路排水桝の仕様が不明です。 ②排水経路変更
等の仕様が不明です。

①豊中市仕様街渠枡とします。②道路排水経路の変更については10m分の埋
設配管HP300φ の撤去・新設を見込み、詳細は現場にて協議・調整とします。
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（意１３－１４、１５図）　アスベスト含有建材位置図－１（意１３－１４）の
アスベスト含有建材リストにおいて０９石綿吹付け材が「微量」となって
いますが、２階平面図の該当室壁面積２３㎡程度としてよろしいでしょう
か。否の場合は数量をご提示ください。

２階平面図の該当室壁面積5㎡程度とします。

Ｌ型街渠新設に伴う既設道路補修範囲はＬ型街渠から幅５００程度の
改修範囲とします。

（１２－２－６図） 道路切下げ-4　Ｌ型街渠新設に伴う既設道路補修範囲はＬ型
街渠から幅５００程度の改修範囲としてよろしいでしょうか。

（解体・撤去）

（意１３－１４図）　解体建屋のアスベスト含有建材については意１３－１
４図のアスベスト含有建材リスト表の項目と数量のみとしてよろしいで
しょうか。 また、工事着手後の増減数量については実施清算して頂け
るものとしてよろしいでしょうか。

リスト以外に意13-14、意13-15位置図に示した各種建材も見込むものとしま
す。設計図書に記載したもの以外の含有建材が見つかった場合は別途清算と
します。

（意１３－１４図）　アスベスト含有建材位置図－１（意１３－１４）の各階
平面図において外壁吹付けリシンと図示ありますが、同図のアスベスト
含有建材リストには含まれていませんがアスベスト含有としてよろしい
でしょうか。

アスベスト含有建材とします。
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（構４－１、意１３－１３図）市民会館既設杭撤去範囲図（意１３－１３）の
凡例●印に既設杭引抜き撤去が図示されていますが、同図新設杭及
びフーチングの位置、大きさと新築杭基礎伏図（構４－１）の位置、大き
さが相違しています。 杭の撤去に関しては、図示の●内容のみとして
よろしいでしょうか。

意13-13図示の数量を見込むとします。

（構４－１、意１３－１３、意１５－２８図）杭撤去を必要とする範囲が変
わる場合、撤去が必要な杭をご指示ください。 また、撤去（引抜き）とな
る杭長が不明です。意１５－２８図人工デッキ部分杭長Ｌ１６，０００に準
じ本体部分杭もＬ１６，０００（一部１２，０００）としてよろしいでしょうか。
否の場合は撤去杭毎の杭長をご指示ください。

杭撤去の数量は上記の通りこの図より読み取るとします。杭径・長さは下記に
よるとします。意14-13,14-14,15-1による。（市民会館：φ 800、L=15,000　人工
デッキ：φ 450、L=15,000）

（意１３－１６、１４－１３・１４、１５－２８図）既存人工デッキについて下
記をご指示ください。１）市民会館側人工デッキの基礎伏図が（意１４－
１４図）と（意１５－２８図）の２種類あります。（意１４－１４図）を採用とし
てよろしいでしょうか。 その場合、Ｂ・７－８のフーチングがＦ２となって
いますが、形状が不明です。Ｆ２の断面リストを併せてご指示ください。
２）増築人工デッキ部分の基礎伏図が不明です。柱下部分にフーチン
グ（１，１００角×Ｈ５００程度）とし、柱間を（意１５－２８図）のＦＧ１として
よろしいでしょうか。不可の場合は基礎伏図及び各部材リストをご提示
ください。３）市民会館側人工デッキ床レベルの梁配置が意１３－１６－
０２天井伏図と意１５－２８図２階伏図で相違します。増築人工デッキ部
分も含め人工デッキ床レベルの梁配置は全て意－１３－１６－０２天井
伏図としてよろしいでしょうか。

1）（意１４－１４図）を正とします。２）柱下部分にフーチング（１，１００角×Ｈ５０
０程度）とし、柱間を（意１５－２８図）のＦＧ１とします。３）増築人工デッキ部分も
含め人工デッキ床レベルの梁配置は全て意－１３－１６－０２天井伏図としま
す。

（意１５－１図）　構造参考図－１基礎伏図に於いて、７-１５，Ａ－Ｓ間
（大集会場）に礎版等の指示がありませんが、ピットは無いものとし土
間床版としてよろしいでしょうか。

ピットは無いものとし土間床版とします。
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（意１－３図）特記仕様書－２、１．３．９ｃに土壌汚染が「あり」となって
おり、場所・数量・処理方法が「設計図による」となっていますが、意１－
２３図　５章　５．１．３　ｃ．土壌汚染の分析調査は　実施しない（対象
外）です。土壌汚染はないものとしてよろしいでしょうか。また、必要な
場合は内容・範囲等 ご指示ください。

土壌汚染はないものとします。

（意１－２３図）（別添）市民会館解体時に撤去処分を要する備品リスト
が記載されておりますが、解体建物内に残置された什器・備品の類
は、弊社では法令上、排出・処理することができませんので別途とし、
解体工事着手までに別途処分頂けるものとしてよろしいでしょうか。

解体工事着手前に什器・備品の撤去処分は本工事とし、許可を受けた業者で
排出・処理を行うこととします。

（意１３－２図） 高木－１、高木－２の撤去本数がリストでは７本、１５本
ですが、下現況図より７本、１４本としてよろしいでしょうか。

高木－１、高木－２の撤去本数はリスト通り７本、１５本とします。

（意１３－２図） 人工デッキ部　北側　№３３凡例では中木帯ですが、撤
去記号では下草帯となっております、凡例より中木帯としてよろしいで
しょうか。

中木帯とします。

（意１３－１、１３－２図） 保存樹の本数が解体・撤去図－２では５本で
すが、解体・撤去図－１では３本となっております、解体・撤去図－１よ
り３本としてよろしいでしょうか。

13-2図の通り5本保存とします。
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（意１３－２図） №１７　調整盤　保存の記載ですが、保存期間及び保管
場所、設置場所が不明ですご指示下さい。

既存設置場所にそのまま保存とします。

（意１３－２図） 南東境界部　№３２凡例では下草帯ですが、撤去記号
では中木帯となっております、凡例より下草帯としてよろしいでしょう
か。

下草帯とします。

（意１３－１図） さくら保存　保存要領（剪定、養生等）は不要として宜し
いですか｡

剪定・養生等は不要とするが、工事期間中さくらの生育に悪影響を及ぼさない
よう配慮のこととします。

（意１３－２図） №２３　アスファルト舗装　６ｍ掘削で記載されています
が、６ｍ掘削範囲をご指示下さい。

土留め壁よりも本体建物側の部分を６ｍ掘削とします。

（意１３－２図） 彫刻１、２について移設・保存と記載ありますが、下記
の内容についてご指示下さい。 ①取外し後移設先に移設（保管等は無
し）としてよろしい でしょうか。 ②保管等がある場合、保管場所・期間に
ついてご指示下さい。 ③移設先の土台（コンクリート基礎等）の仕様を
ご指示下さい。

①一時保管等はなしとします。②アクア文化ホール東側駐車場エリアの一部に
工期末まで保管とします。③アスファルト舗装上とします。いずれの彫刻も本体
工事完了前に敷地南東側の中庭エリアに移設・設置とします。設置用の基礎
は1500×1500×ｄ600、FC24、D16＠200縦横（上端筋・下端筋とも）とします。
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電力の切離し場所をご指示ください。 別途指示とします。

意1-1図の電話等通信の廃止に関する手続きについて発注者側で
行っていただけるものとして、別途としてよろしいでしょうか。

別途とします。

（意１３－２、１３－１６図） 既設井戸保存　下記の内容似ついてご指示
下さい。 ①井戸設備の保管要領 ②中継設備の保管要領 ③建家の保
管要領

①井戸設備は現状機能維持とします。②意13-16によるとします。③建屋は現
状維持とします。

（１３－２図） ③アスファルト舗装　２，９００ｍ２は指示数量としてよろし
いでしょうか。

参考数量とします。

（設備　撤去）
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小型消火器の回収処分は、別途と考えてよろしいでしょうか。 45本分の小型消火器の回収処分を本工事に見込むとします。

意18-3図の汚水排水管の切放しは最終会所を残し、最終会所以降敷
地内の排水管を撤去ということでよろしいでしょうか。切放し位置をご指
示ください。

汚水排水管の切放しは最終会所を含めた以降敷地内の排水管を全て撤去とし
ます。

意18-3図の上水の引込配管の切放し位置は、水道メーター手前のバ
ルブで閉栓とし、水道メーター以降の敷地内側配管を撤去としてよろし
いでしょうか。

意18-3図の上水の引込配管の切放し位置は、水道メーター手前のバルブで閉
栓とし、水道メーター以降の敷地内側配管を撤去とします。

意18-6図の排水槽の汚泥処分は完了しているものと考えてよろしいで
しょうか。

汚泥処分も本工事に含むとします。

意17-7図の蓄熱槽の水抜き取り処分は完了しているものと考えてよろ
しいでしょうか。

蓄熱層の水抜き取りは解体工事に先立ち行い、本工事に含めます。
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蓄電池の仕様と個数、オイル抜取りのリットル数等の詳細をご指示くだ
さい。

進相コンデンサーの現状は別紙ー２の内容によるとします。（オイル抜き取り完
了済み。）

意13-14,15図のアスベスト処分費は、配管エルボの断熱について詳細
不明ですので調査費を見込み、撤去・処分は配管のメーター数又はカ
所数をご指示ください。

各種参考設備図に示された配管経路から算出した数量を見込むとします。

意13-14,15図のアスベスト処分費は、角ダクトのパッキンについて詳細
不明ですので調査費を見込み、撤去・処分はサイズと数量をご指示く
ださい。

各種参考設備図に示されたダクト長さから算出した数量を見込むとします。

意18-3図のガス配管のガスパージ及び配管切放しは、敷地西側南より
の歩道または道路にてアスファルト斫りが可能とした切放しとしてよろし
いでしょうか。

ガスは閉栓済みです。切り離しは敷地西側南寄りの歩道にてアスファルト斫り
が可能とした切り離しとします。

屋外埋設の雨水の撤去の切放しは最終会所を残し、雨水会所の撤去
範囲をご指示ください。

屋外埋設の雨水の撤去の切放しは最終会所を含めた敷地内雨水会所・雨水
管の全てを撤去とします。
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設備の改修工事をされてた場合改修図面をいただけないでしょうか。ま
た、何年に改修されたでしょか。

改修図面を反映した撤去図面となっています。改修された年月日は不明です。

鉛蓄電池の場合は鉛処分が必要ですが、蓄電池は鉛蓄電池でしょう
か。

蓄電池は鉛蓄電池とします。

意1-22図に「4）既存昇降機・階段等の工事利用計画」とありますが、既
設に昇降機がありますでしょうか。ある場合は昇降機のメーカーと積載
荷重と油圧かロープ式のどちらかなど仕様と台数をご指示ください。

解体建屋に昇降機は無しとします。

駐車場の移動式粉末消火設備が図面に記載がありませんので、ボン
ベ数、ボンベ容量など詳細をご指示ください。

ボンベ数５か所、1か所につき容量１０ℓです。
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